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法律上の注意 

警告事項 
本書には、ユーザーの安全を守るため、および製品や接続された機器の損傷を防ぐために遵守すべき注意事項が

記載されています。ユーザーの安全性に関する注意事項は、安全警告サインで強調表示されています。このサイ

ンは、物的損傷に関する注意事項には表示されません。 

  危険 
適切な予防措置を講じなければ、きわめて高い可能性で、死亡、重傷、または機器の重大な損傷を引き起こす

恐れがあります。 
 

  警告 
適切な予防措置を講じない場合、死亡、重傷、または機器の重大な損傷を引き起こす恐れがあります。 

 

  注意 
回避しなければ、軽度または中度の人身傷害を引き起こすおそれのある危険な状況を示します（安全警告サイン

付き）。 
 

 注意 
回避しなければ、物的損傷を引き起こすおそれのある危険な状況を示します（安全警告サインなし）。 

 

 通知 
回避しなければ、望ましくない結果や状態が生じ得る状況を示します（安全警告サインなし）。 

複数の危険度が存在する場合、一番高い危険度を表す警告が使用されます。安全警告シンボルを伴う人的傷害に

関する警告には、物的損害に関する警告も含まれる場合があります。 

有資格者 
装置/システムのセットアップおよび使用にあたっては必ず本マニュアルを参照してください。機器のインストー

ルおよび操作は有資格者のみが行うものとします。有資格者とは、法的な安全規制/規格に準拠してアースの取り

付け、電気回路、設備およびシステムの設定に携わることを承認されている技術者のことをいいます。 

Siemens 製品を正しくお使いいただくために 
以下の点に注意してください。 

  警告 
Siemens 製品は、カタログおよび付属の技術説明書の指示に従ってお使いください。他社の製品または部品と

の併用は、弊社の推奨もしくは許可がある場合に限ります。Siemens 製品を正しく安全にご使用いただくに

は、適切な運搬、保管、組み立て、据え付け、配線、始動、操作、保守を行ってください。ご使用になる場所

は、許容された範囲を必ず守ってください。付属の技術説明書に記述されている指示を遵守してください。 

商標 
本書において®で識別されるすべての名称は、Siemens AG の登録商標です。その他、この文書に記載されてい

る会社名や製品名は各社の商標であるため、第三者が自己の目的のためにこれらの名前を使用すると、商標所有

者の権利を侵害する恐れがあります。 

免責事項 
本書の内容は、記載されているハードウェアやソフトウェアとの齟齬がないよう見直されています。しかしなが

ら、相違点をすべて取り除くことはできないため、完全な一致を保証するものではありません。本マニュアルの

内容は定期的に見直され、必要な修正は次回の版で行われます。 
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はじめに 

目的 
このマニュアルは STL（ステートメントリストプログラミング言語）のユーザプログラムを作成する

ための手引きです。 

STL 言語要素の構文、ファンクションを説明する参照ページも含まれています。 

必要な基本知識 
このマニュアルの対象者は、S7 プログラマ、オペレータ、保守/サービス要員です。 

本マニュアルを理解するには、自動化技術の全般的な知識が必要です。 

らに、コンピュータについての知識、オペレーティングシステム MS Windows XP、MS Windows Server 
2003、MS Windows 7 の下での PC（プログラミングデバイス等）同様やその他の動作機器の知識が必

須です。 

本マニュアルの対応バージョン 
本マニュアルは STEP 7 プログラミングソフトウェアパッケージの 5.5 版用です。 

標準との適合 

STL は IEC（国際電気標準会議）-1131-3 で定義された「命令リスト」に対応します。ただし、運用に

関してはかなりの差異があります。詳細は、STEP 7 ファイル NORM_TBL.RTF の標準表を参照してく

ださい。 



はじめに 
 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
4 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

必要条件 

ステートメントリストマニュアルを効果的に使用するには、STEP 7 のオンラインヘルプに記載されて

いる S7 プログラムの背後にある理論に精通している必要があります。また、言語パッケージは STEP 
7 の標準ソフトウェアを使用するので、本ソフトウェアの操作に慣れ、付属マニュアルをよく読んでお

いてください。 

本マニュアルは「STEP 7 リファレンス」ドキュメントパッケージの一部です。 

次の表で、STEP 7 のマニュアルの概要をご覧ください。 

 
マニュアル 目的 オーダ番号 

STEP 7 基本情報 
• STEP 7 V5.3 の使い方 

入門編 
• STEP 7 によるプログラミング 
• STEP 7 によるハードウェアと 

通信接続のコンフィグレーション 
• S5 から S7 へ、コンバータマニュアル  

STEP 7 と S7-300/400 プログラマブ

ルコントローラによるコントロール

タスクの実装方法を記述した、技術

担当要員向けの基本情報 

6ES7810-4CA10-8BW0 

STEP 7 リファレンスと 
• S7-300/400 用ラダーロジック（LAD）/ファ

ンクションブロックダイアグラム（FBD）/
ステートメントリスト（STL）マニュアル

• 『S7-300/400 用標準およびシステム  
ファンクション』  
ボリューム 1 とボリューム 2 

参照情報を提供し、STEP 7 の基本情

報の範囲を越えるプログラミング言

語 LAD、FBD、STL および標準ファ

ンクション、システムファンクショ

ンについて説明 

6ES7810-4CA10-8BW1 

 

 
オンラインヘルプ 目的 オーダ番号 

STEP 7 のヘルプ オンラインヘルプ形式で STEP 7 に

よるプログラミングとハードウェア

のコンフィグレーションの基本情報

を提供 

STEP 7 標準ソフトウェ

アに付属 

STL/LAD/FBD の参照ヘルプ 
SFB/SFC の参照ヘルプ 
オーガニゼーションブロックの参照ヘルプ 

状況に応じた参照情報 STEP 7 標準ソフトウェ

アに付属 
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オンラインヘルプ 
本マニュアルはソフトウェアに組み込まれているオンラインヘルプと併せてご使用ください。このオ

ンラインヘルプは、STEP 7 を使用する際に詳細なサポートを提供することを目的としています。 

ソフトウェアに組み込まれたヘルプシステムでは、いくつかのインターフェースが利用できます。 

• 状況に応じたヘルプは、現在のコンテキスト、たとえば開いたダイアログ、アクティブなウィンド

ウについての情報を提供します。状況に応じたヘルプは、メニューコマンドの[ヘルプ|状況に応じ

たヘルプ]を選択するか、[F1]キーを押すか、ツールバーの疑問符マークの記号を使います。 

• [STEP 7 のヘルプ]を呼び出すには、メニューコマンドから[ヘルプ|目次]または状況に応じたヘル

プウィンドウの[STEP 7 のヘルプ]ボタンを使用します。 

• [用語集]ボタンで、STEP 7 アプリケーションの用語集を呼び出すことができます。 

このマニュアルは、「ステートメントリストのヘルプ」からの抜粋です。マニュアルとオンラインヘ

ルプがほぼ同一構造なので、マニュアルとオンラインヘルプを交互に容易に利用できます。 

その他のサポート 

技術的な質問がある場合、シーメンスの担当者または代理店の担当者に連絡をとってください。 

連絡先は下記のアドレスで検索できます。 

http://www.siemens.com/automation/partner 

各 SIMATIC 製品およびシステムの技術文書のガイドは、以下でご覧になれます。 

http://www.siemens.com/simatic-tech-doku-portal 

オンラインカタログおよび注文システムは以下にあります。 

http://mall.automation.siemens.com/ 

トレーニングセンター 
Siemens 社は、SIMATIC S7 オートメーションシステムに精通していただくためのたくさんのトレー

ニングコースを用意しております。詳しくは、該当地区のトレーニングセンターか、下記のドイツ D 
90026 ニュルンベルクの中央トレーニングセンターにご連絡ください。 
インターネット: http://www.sitrain.com 

http://www.siemens.com/automation/partner�
http://www.siemens.com/simatic-tech-doku-portal�
http://mall.automation.siemens.com/�
http://www.sitrain.com/�
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技術サポート 
すべての産業用オートメーション&ドライブテクノロジ製品のテクニカルサポートは次のとおりです。 

• サポートリクエスト Web フォーム経由 
http://www.siemens.com/automation/support-request 

テクニカルサポートについての追加情報は、インターネットの

http://www.siemens.com/automation/service ページにあります。 

インターネットによるサービスとサポート 
マニュアルの他に、ノウハウを次のインターネットで提供します。 

http://www.siemens.com/automation/service&support 

内容: 

• ニュースレター、製品に関する最新情報を提供 

• ｢Service & Support」の検索機能を利用して必要な文書を検索 

• フォーラム、世界中のユーザや専門家がその経験を交換 

• 産業用オートメーション&ドライブテクノロジを担当するお客様の最寄りのお問い合わせ先 

• フィールドサービス、修理、スペアパーツ、コンサルティングについての情報 

 

http://www.siemens.com/automation/support-request�
http://www.siemens.com/automation/service�
http://www.siemens.com/automation/service&support�
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1 ビットロジック命令 

1.1 ビット論理命令の概要 

説明 

ビット論理命令は、1 と 0 の 2 つの桁で動作します。これらの 2 つの桁は、2 進法という記数法の基本

となります。2 つの数字 1 と 0 は 2 進数字またはビットと呼ばれます。接点やコイルにおいて、1 は有

効または通電状態であることを示し、0 は有効ではない、通電状態ではないことを示します。 

ビットロジック命令は、信号状態 1 と 0 を解釈し、ブールロジックに応じてこれらの状態を結合しま

す。これらの結合により、“論理演算結果”（RLO）と呼ばれる 1 または 0 の結果が生成されます。 

ブールビットロジックは、以下の基本命令に適用されます。 

• A  AND 

• AN  AND NOT 

• O  OR 

• ON  OR NOT 

• X  排他的 OR 

• XN  排他的 OR NOT 

• O  AND の後に OR 

以下の命令を使用すれば、ネスト構造表現を実行できます。 

• A（ AND/ネストを開く 

• AN（ AND NOT/ネストを開く 

• O（ OR/ネストを開く 

• ON（ OR NOT/ネストを開く 

• X（ 排他的 OR/ネストを開く 

• XN（ 排他的 OR NOT/ネストを開く 

• ） ネストを閉じる 

以下の命令の 1 つを使用すれば、ブールビットロジック文字列を終了できます。 

• = 割り付け 

• R リセット 

• S セット 



ビットロジック命令  
1.1 ビット論理命令の概要 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
14 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

 

以下の命令を 1 つ使用すれば、論理演算の結果（RLO）を変更できます。: 

• NOT RLO の否定 

• SET RLO（=1）の設定 

• CLR RLO（=0）のクリア 

• SAVE  RLO を BR レジスタに保存 

 

他の命令は、正または負の信号遷移に応答します。 

• FN  信号立ち下がり 

• FP  信号立ち上がり 
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1.2 A   AND 

フォーマット 

A <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

説明 

A は、アドレス指定されたビットの状態が"1"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の AND を求

めます。 

ステータスワードビットのチェック: 

AND 命令を使用し、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェックすることもでき

ます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - x x x 1 

 

例 

Relay LogicSTL Program

A I 1.0

A I 1.1

= Q 4.0

Power rail

I 1.0 signal state 1

I 1.1 signal state 1

Q 4.0 signal state 1

Displays closed switch

NO contact

NC contact

Coil
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1.3 AN   AND NOT 
フォーマット 

N <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

 

説明 

AN は、アドレス指定されたビットの状態が"0"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の論理積を

求めます。 

ステータスワードビットのチェック: 

AND NOT 命令を使用して、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェックすること

もできます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容: 
- - - - - x x x 1 

 

例 

STL Program

A I 1.0

AN I 1.1

= Q 4.0

Relay Logic

Power rail

I 1.0
Signal state 0 NO contact

I 1.1
Signal state 1 NC contact

Q 4.0
Signal state 0 Coil
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1.4 O   OR 

フォーマット 

O <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

 

説明 

O は、アドレス指定されたビットが"1"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の OR を求めます。 

ステータスワードビットのチェック: 

OR 命令を使用して、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェックすることもでき

ます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容 
- - - - - 0 x x 1 

 

例 

STL Program

O I 1.0

O I 1.1

= Q 4.0

Relay Logic

Power rail

I 1.0  Signal state 1
No contact

I 1.1  Signal state 0
No contact

Q 4.0 Signal state 1 Coil

Displays closed switch
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1.5 ON   OR NOT 

フォーマット 

ON <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

 

説明 

ON は、アドレス指定されたビットの状態が"0"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の OR を求

めます。 

ステータスワードビットのチェック: 

OR NOT 命令を使用して、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェックすること

もできます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容 
- 

 

例 

STL Program Relay Logic

Power rail

I 1.0
Signal state 0

NO

contact
Q 4.0
Signal state 1

I 1.1
Signal state 1 NC

O I 1.0

ON I 1.1

= Q 4.0 Coil

contact
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1.6 X   排他的 OR 

フォーマット 
X <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

 

説明 

X は、アドレス指定されたビットの状態が"1"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の排他的 OR
を求めます。 

排他的 OR ファンクションは複数回使用することもできます。チェックされたアドレスの不良数が"1"
の場合、相互の論理演算の結果が"1"になります。 

ステータスワードビットのチェック: 

EXCLUSIVE OR 命令を使用して、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェックす

ることもできます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容 
- - - - - 0 x x 1 

 

例 

Statement List Program

X I 1.0

X I 1.1

= Q 4.0

Power rail

Contact  I 1.0

Contact I 1.1

Q 4.0
Coil

Relay Logic
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1.7 XN   排他的 OR NOT 

フォーマット 
XN <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D、T、C 

 

説明 

XN は、アドレス指定されたビットの状態が"0"かどうかをチェックし、テスト結果と RLO の排他的

OR NOT を求めます。 

ステータスワードビットのチェック: 

EXCLUSIVE OR NOT 命令を使用して、以下のアドレスを使用すれば、ステータスワードを直接チェッ

クすることもできます。==0、<>0、>0、<0、>=0、<=0、OV、OS、UO、BR。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 x x 1 

 

例 

Statement List Program

X I 1.0

XN I 1.1

= Q 4.0

Power rail

Contact I 1.0

Contact I 1.1

Q 4.0
Coil

Relay Logic
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1.8 O   AND の後に OR 

フォーマット 
O 

説明 

O ファンクションは、AND 後に OR のルールに従って、AND ファンクションで論理 OR 命令を実行し

ます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - x 1 - x 

 

例 

Statement List Program

Power rail

I 0.0

Q 4.0
Coil

M 10.0

M 10.1

M 0.3

I 0.2

A I 0.0
A M 10.0

= Q 4.0

A I 0.2
A M 0.3

O M 10.1

O

Relay Logic
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1.9 A（   AND/ネストを開く 

フォーマット 

A（ 

説明 

A（（AND/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードをネスティング

スタックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - 0 1 - 0 

 

例 

Statement List Program

A(
O I 0.0
O M 10.0
)

= Q 4.0

Power rail

I 0.0

Q 4.0
Coil

I 0.2

A M 10.1 M 10.1

M 10.0

M10.3

A(
O I 0.2
O M 10.3
)

Relay Logic
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1.10 AN（   AND NOT/ネストを開く 

フォーマット 

AN（ 

説明 

AN（（AND NOT/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードをネスティ

ングスタックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - 0 1 - 0 

 

 

1.11 O（   OR/ネストを開く 

フォーマット 

O（ 

説明 

O（（OR/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードをネスティングス

タックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - 0 1 - 0 
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1.12 ON（   OR NOT/ネストを開く 

フォーマット 

ON（ 

説明 

ON（（OR NOT/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードをネスティ

ングスタックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - 0 1 - 0 

 

1.13 X（   排他的 OR/ネストを開く 

フォーマット 

X（ 

説明 

X（（排他的 OR/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードをネスティ

ングスタックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容: 
- - - - - 0 1 - 0 
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1.14 XN（   排他的 OR NOT/ネストを開く 

フォーマット 

XN（ 

説明 

XN（（排他的 OR NOT/ネストを開く）は、RLO と OR の各ビット、およびファンクションコードを

ネスティングスタックに保存します。最大 7 つのエントリまでネストできます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容: 
- - - - - 0 1 - 0 

 

1.15 ）   ネストを閉じる 

フォーマット 

） 

説明 

）（ネストを閉じる）は、ファンクションコードに従って、ネスティングスタックからエントリを削

除し、OR ビットを復元し、スタックエントリに含まれる RLO を現在の RLO とリンクしたあと、その

結果を RLO に割り付けます。ファンクションコードが"AND"または"AND NOT"の場合は、OR ビット

も含まれます。 

括弧を開くステートメント 

• U（   AND/ ネストを開く 

• UN（   AND NOT/ネストを開く 

• O（   OR/ネストを開く 

• ON（   OR NOT/ネストを開く 

• X（   排他的 OR/ネストを開く 

• XN（   排他的 OR NOT/ネストを開く 
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ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容 
- - - - - x 1 x 1 

 

例 

Statement List Program

A(
O I 0.0
O M 10.0
)

= Q 4.0

Relay Logic

Power rail

I 0.0

Q 4.0
Coil

I 0.2

A M 10.1 M 10.1

M 10.0

M10.3

A(
O I 0.2
O M 10.3
)
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1.16 =   割り付け 

フォーマット 
<Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D 

説明 

= <Bit>は、MCR が 1 の場合、スイッチオンされたマスタコントロールリレーのアドレス指定ビット

に RLO を書き込みます。MCR が 0 の場合、RLO の代わりに値 0 がアドレス指定ビットに書き込まれ

ます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 x - 0 

 

例 

A I 1.0
= Q 4.0

I 1.0

Q 4.0

0
1

0
1

Signal state diagrams

Power
rail

Q 4.0
Coil

I 1.0

Statement List Program Relay Logic
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1.17 R   リセット 

フォーマット 
R <bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D 

 

説明 

R（ビットのリセット）は、RLO が 1 で、マスタコントロールリレーMCR が 1 の場合、アドレス指定

ビットに「0」を配置します。 
MCR が 0 の場合、アドレス指定ビットは変更されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 x - 0 

 

例 

Relay Logic
Power rail

I 1.0
NO contact

Q 4.0
Coils

Q 4.0

STL Program
A I 1.0
S Q 4.0
A I 1.1
R Q 4.0

I 1.0

I 1.1

Q 4.0

0
1

0
1

0
1

Signal state diagrams

I 1.1

NC Contact
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1.18 S   セット 

フォーマット 
S <bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D 

 

命令の説明 

S（ビットのセット）は、RLO が 1 で、スイッチオンされたマスタコントロールリレーMCR が 1 の場

合、アドレス指定ビットに「1」を配置します。MCR が 0 の場合、アドレス指定ビットは変更されま

せん。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 x - 0 

 

例 

Power
rail

I 1.0
NO
contact

Q 4.0
Coil

Q 4.0

I 1.0

I 1.1

Q 4.0

0
1

0
1

0
1

Signal state diagrams

Coil

I 1.1

NC
contact

A I 1.0
S Q 4.0
A I 1.1
R Q4.0

Statement List Program Relay Logic

 
 



ビットロジック命令  
1.19 NOT   RLO の否定 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
30 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

1.19 NOT   RLO の否定 

フォーマット 
NOT 

説明 

NOT は、RLO を否定します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - - 1 x - 

 

1.20 SET   RLO（=1）の設定 

フォーマット 

SET 

説明 

SET は、RLO の信号状態を"1"に設定します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容: 

- - - - - 0 1 1 0 
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例 

STL Program Signal State Result of Logic Operation (RLO)
SET
=  M 10.0
=  M 15.1
=  M 16.0
CLR

=  M 10.1
=  M 10.2

1

0

1

1

1

0

0  
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1.21 CLR   RLO（=0）のクリア 

フォーマット 
CLR 

説明 

CLR は、RLO を信号状態"0"に設定します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 0 0 0 

 

例 

Statement List Signal State Result of Logic Operation (RLO)

SET
=  M 10.0
=  M 15.1
=  M 16.0
CLR

=  M 10.1
=  M 10.2

1

0

1
1
1

0
0  
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1.22 SAVE   RLO を BR レジスタに保存 

フォーマット 
SAVE 

命令の説明 

SAVE は、BR ビットに RLO を保存します。最初のチェックビット/FC はリセットされません。この

ため、BR ビットの状態は、次のネットワークの AND 論理演算に含まれます。 

BR ビットの SAVE とこれ以降の BR ビットの問い合わせを同じブロックまたは 2 次ブロックで使用

することはお勧めできません。これは、この 2 つの操作の間に数多くの命令があると、BR ビットが変

更される恐れがあるからです。ブロックを終了するときには、その前に SAVE 命令を使用してくださ

い。これは、この操作をすると、ENO 出力（= BR ビット）が、RLO ビットの値に設定されるため、

ブロックのエラー処理を追加できるからです。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

x - - - - - - - - 
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1.23 FN   信号立ち下がり 

フォーマット 
FN <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D エッジフラグ。RLO の前の信号状態を保

存する。 

説明 

FN <Bit>（RLO の立ち下がり）は、RLO が"1"から"0"になると信号立ち下がりを検出し、これにより

RLO は 1 になります。 

各プログラムスキャンサイクルで、RLO ビットの信号状態を前のサイクルの RLO ビットの信号状態と

比較して、状態に変化があったかどうかを確認します。前の RLO の状態は、比較を行えるように、エッ

ジフラグアドレス（<Bit>）に保存する必要があります。現在の RLO"1"（信号立ち下がり検出）と前

の RLO"1"に差がある場合、RLO ビットはこの命令の後で"1"になります。 

 
 注記 

モニタするビットがプロセスイメージ内に指定されていれば、この命令に問題はありません。これは、

ブロックのローカルデータが有効になるのが、ブロックのランタイム時だけだからです。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容 
- - - - - 0 x x 1 

 

定義 

RLO

0

Positive Edge Negative Edge

Time

1
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例 

プログラマブルロジックコントローラが、接点 I 1.0 で信号立ち下がりを検出すると、その OB1 スキャ

ンサイクルで Q 4.0 のコイルが起動します。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0
1
0
1
0

I 1.0

M 1.0

Q 4.0

A I 1.0

FN M 1.0

= Q 4.0

OB1 Scan Cycle No:

Signal State DiagramStatement List
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1.24 FP   信号立ち上がり 

フォーマット 
FP <Bit> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<Bit> BOOL I、Q、M、L、D エッジフラグ。RLO の前の信号状態を保

存する。 

 

説明 

FP <Bit>（RLO の立ち上がり）は、RLO が"0"から"1"になると信号立ち上がりを検出し、これにより

RLO は 1 になります。 

各プログラムスキャンサイクルで、RLO ビットの信号状態を前のサイクルの RLO ビットの信号状態と

比較して、状態に変化があったかどうかを確認します。前の RLO の状態は、比較を行えるように、エッ

ジフラグアドレス（<Bit>）に保存する必要があります。現在の RLO"0"（信号立ち下がり検出）と前

の RLO"0"に差がある場合、RLO ビットはこの命令の後に"1"になります。 

 
 注記 

モニタするビットがプロセスイメージ内に指定されていれば、この命令に問題はありません。これは、

ブロックのローカルデータが有効になるのが、ブロックのランタイム時だけだからです。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの
内容 

- - - - - 0 x x 1 
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定義 

RLO

0

Positive Edge Negative Edge

Time

1

 

例 

プログラマブルロジックコントローラが接点 I 1.0 で信号立ち上がりを検出すると、その OB1 スキャ

ンサイクルで Q 4.0 のコイルが起動します。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1
0
1
0
1
0

I 1.0

M 1.0

Q 4.0

A I 1.0

FP M 1.0

= Q 4.0

OB1 Scan Cycle No:

Signal State DiagramStatement List
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2 比較命令 

2.1 比較命令の概要 

説明 

ACCU1 と ACCU2 は、選択した比較のタイプに応じて比較されます。以下の比較タイプがあります。 

== ACCU1 は ACCU2 と等しい。 
<> ACCU1 は ACCU2 と等しくない。 
> ACCU1 は ACCU2 より大きい。 
< ACCU1 は ACCU2 より小さい。 
>= ACCU1 は ACCU2 以上である。 
<= ACCU1 は ACCU2 以下である。 

比較結果が true の場合、ファンクションの RLO は"1"になります。ステータスワードビット CC 1 と

CC 0 は、‘’小さい‘’‘、‘’等しい‘’、または‘’大きい‘’の各関係を示します。 

以下のファンクションを実行する比較命令があります。 

• ? I 整数（16 ビット）の比較 

• ? D 倍長整数（32 ビット）の比較  

• ? R 浮動小数点数（32 ビット）の比較 



比較命令  
2.2 ? I   整数（16 ビット）の比較 
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2.2 ? I   整数（16 ビット）の比較 

フォーマット 

==I、<>I、>I、<I、>=I、<=I 

命令の説明 

"整数（16 ビット）の比較"命令は、ACCU 2-L の内容を ACCU 1-L の内容と比較します。ACCU 2-L と

ACCU 1-L の内容は、16 ビット整数と解釈されます。比較結果は、RLO および対応するステータスワー

ドビットの設定で示されます。RLO が 1 の場合は比較結果は true、0 の場合は false になります。ステー

タスワードビット CC 1 と CC 0 は、‘’小さい’’、‘’等しい’’、または‘’大きい‘’の各関係を示します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x 0 - 0 x x 1 

 

RLO 値 
 
実行する比較命令 RLO の値 

ACCU 2 > ACCU 1 
RLO の値 
ACCU 2 = ACCU 1 

RLO の値 
ACCU 2 < ACCU 1 

==I 0  1 0 
<>I 1  0 1 
>I 1 0 0 
<I 0 0 1 
>=I 1 1 0 
<=I 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L MW10 //MW10（16 ビット整数）の内容をロードする。 
L  IW24 //IW24（16 ビット整数）の内容をロードする。 
>I  //ACCU 2-L（MW10）が ACCU 1（IW24）よりも大きいかどうかを比較する。 
= M 2.0 //MW10 > IW24 の場合、RLO は 1 になる。 

 



 比較命令 
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S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 41 

2.3 ? D   倍長整数（32 ビット）の比較 

フォーマット 

==D、<>D、>D、<D、>=D、<=D 

命令の説明 

"倍長整数（32 ビット）の比較"命令は、ACCU 2 の内容を ACCU 1 の内容と比較します。ACCU 2 と

ACCU 1 の内容は、32 ビット整数と解釈されます。比較結果は、RLO および対応するステータスワー

ドビットの設定で示されます。RLO が 1 の場合は比較結果は true、0 の場合は false になります。ステー

タスワードビット CC 1 と CC 0 は、‘’小さい’’、‘’等しい’’、または‘’大きい‘’の各関係を示します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x 0 - 0 x x 1 

 

RLO 値 
 
実行する比較命令 RLO の値 

ACCU 2 > ACCU 1 
RLO の値 
ACCU 2 = ACCU 1 

RLO の値 
ACCU 2 < ACCU 1 

==D 0  1 0 
<>D 1  0 1 
>D 1 0 0 
<D 0 0 1 
>=D 1 1 0 
<=D 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L MD10 //MD10（倍長整数、32 ビット）の内容をロードする。 
L  ID24 //ID24（倍長整数、32 ビット）の内容をロードする。 
>D  //ACCU 2（MD10）が ACCU 1（ID24）より大きいかどうか比較する。 
= M 2.0 //MD10 > ID24 の場合、RLO は 1 になる。 

 



比較命令  
2.4 ? R   浮動小数点数（32 ビット）の比較 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
42 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

2.4 ? R   浮動小数点数（32 ビット）の比較 

フォーマット 

==R、<>R、>R、<R、>=R、<=R 

命令の説明 

浮動小数点数の比較（32 ビット、IEEE 754）命令は、ACCU 2 の内容を ACCU 1 の内容と比較します。

ACCU 1 と ACCU 2 の内容は、浮動小数点数として解釈されます（32 ビット、IEEE 754）。比較結果

は、RLO および対応するステータスワードビットの設定で示されます。RLO が 1 の場合は比較結果は

true、0 の場合は false になります。ステータスワードビット CC 1 と CC 0 は、‘’小さい‘’‘、‘’等しい‘’、
または‘’大きい‘’の各関係を示します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x 0 x x 1 

 

RLO 値 
 
実行する比較命令 RLO の値 

ACCU 2 > ACCU 1 
RLO の値 
ACCU 2 = ACCU 1 

RLO の値 
ACCU 2 < ACCU 1 

==R 0  1 0 
<>R 1  0 1 
>R 1 0 0 
<R 0 0 1 
>=R 1 1 0 
<=R 0 1 1 

例 
 
STL 説明 

L MD10 //MD10（浮動小数点数）の内容をロードする。 
L  1.359E+02 //定数 1.359E+02 をロードする。 
>R  //ACCU 2（MD10）が ACCU 1（1.359-E+02）よりも大きいかどうかを比較する。 
= M 2.0 //MD10 > 1.359E+02 の場合、RLO は 1 になる。 

 



 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 43 

3 変換命令 

3.1 変換命令の概要 

説明 

以下の命令を使用すれば、２進化 10 進数と整数を他のタイプの数に変換できます。 

• BTI BCD から整数（16 ビット）への変換 

• ITB 整数（16 ビット）から BCD への変換 

• BTD BCD から整数（32 ビット）への変換 

• ITD 整数（16 ビット）から倍長整数（32 ビット）への変換 

• DTB 倍長整数（32 ビット）から BCD への変換 

• DTR 倍長整数（32 ビット）から浮動小数点数への変換（32 ビット、IEEE 754） 
 

以下の命令を使用すれば、整数の補数を生成したり、浮動小数点数の符号を反転したりできます。 

• INVI 整数の 1 の補数（16 ビット） 

• INVD 倍長整数の 1 の補数（32 ビット） 

• NEGI 整数の 2 の補数（16 ビット） 

• NEGD 倍長整数の 2 の補数（32 ビット） 

• NEGR 浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の否定 
 

アキュムレータ 1 で、以下のビットシーケンス変更命令を使用すれば、アキュムレータ 1 の下位ワー

ドのバイトの順序、またはアキュムレータ全体のバイトの順序を反転できます。 

• CAW ACCU 1-L のバイトシーケンス（16 ビット）を変更 

• CAD ACCU 1 のバイトシーケンス（32 ビット）を変更 
 

以下の命令を使用すれば、アキュムレータ 1 の 32 ビット浮動小数点数を 32 ビット整数（倍長整数）

に変換できます。個々の命令で、丸め方法が異なります。 

• RND 丸め 

• TRUNC 切り捨て 

• RND+ 倍長整数の切り上げ 

• RND 倍長整数の切り下げ 
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3.2 BTI   BCD から整数（16 ビット）への変換 

フォーマット 
BTI 

説明 

BTI（3 桁の BCD 数を 10 進数から 2 進数へ変換）は、ACCU 1-L の内容を 3 桁の 2 進化 10 進数（BCD）

と解釈し、16 ビット倍長整数に変換します。この結果は、アキュムレータ 1 の下位ワードに保存され

ます。アキュムレータ 1 の上位ワードとアキュムレータ 2 は変更されません。 

ACCU 1-L の BCD 数: BCD 数の許容値範囲は"-999"～"+999"です。ビット 0～11 は値として、ビッ

ト 15 は BCD の符号（0 = 正、1= 負）として解釈されます。ビット 12～14 は、この変換には使用さ

れません。10 進数字（4 ビット）が無効な範囲（10～15）にある場合、変換の実行中に BCDF エラー

が発生します。通常、CPU は STOP に移行します。ただし、この同期プログラミングエラーには、OB121
をプログラミングして別のエラー応答を設定することができます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MW10 //BCD 数を ACCU 1-L にロードする。 
BTI  //BCD を整数に変換し、その結果を ACCU 1-L に保存する。 
T  MW20 //結果（整数）を MW20 に転送する。 

 

1010100010010000

1100100111000000

BTI BCD to Integer

"+915" BCD
15... ...8 7... ...0

" + " " 9 " " 1 " " 5 "

MW10

"+915" IntegerMW20
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3.3 ITB   整数（16 ビット）から BCD への変換 

フォーマット 
ITB 

説明 

ITB（16 ビット数を 2 進数から 10 進数へ変換）は、ACCU 1-L の内容を 16 ビット整数と解釈し、3
桁の 2 進化 10 進数（BCD）に変換します。この結果は、アキュムレータ 1 の下位ワードに保存されま

す。ビット 0～11 には、BCD 数の値が格納されます。ビット 12～15 は、BCD の符号（0000 = 正、

1111= 負）の状態に設定されます。アキュムレータ 1 の上位ワードとアキュムレータ 2 は変更されま

せん。 

BCD の値の有効範囲は"-999" ～ "+999"です。この範囲内にない場合、ステータスビット OV および

OS が 1 に設定されます。 

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - x x - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  MW10 //整数を ACCU 1-L にロードする。 
ITB  //整数を BCD（16 ビット）に変換し、その結果を ACCU 1-L に保存する。 
T  MW20 //結果（BCD 数）を MW20 に転送する。 

 

1100011001111111

1100100000101111

ITB Integer to BCD

"-413" Integer
15... ...8 7... ...0

MW10

"-413" BCDMW20

" - " " 4 " " 1 " " 3 "
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3.4 BTD   BCD から整数（32 ビット）への変換 

フォーマット 
BTD 

説明 

BTD（7 桁の BCD を 10 進数から 2 進数へ変換）は、ACCU 1 の内容を 7 桁の 2 進化 10 進数（BCD）

として解釈し、32 ビット倍長整数に変換します。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。ア

キュムレータ 2 は変更されません。 

ACCU 1BCD:BCD の値の有効範囲は"-9,999,999"～"+9,999,999"です。ビット 0～27 は値として、ビッ

ト 31 は BCD の符号（0 = 正、1= 負）として解釈されます。ビット 28～30 は、この変換には使用さ

れません。 

10 進数字（4 ビット）が無効な範囲（10～15）にある場合、変換の実行中に BCDF エラーが発生しま

す。通常、CPU は STOP に移行します。ただし、この同期プログラミングエラーには、OB121 をプ

ログラミングして別のエラー応答を設定することができます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //BCD 数を ACCU 1 にロードする。 
BTD  //BCD を整数に変換し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 

BTD BCD to Double Integer "+157821"

31... ...16 15... ...0

" + " " 0 " " 1 " " 5 "

MD10

"+157821"

MD20

1010100000000000 1000010000011110

" 7 " " 8 " " 2 " " 1 "

0100000000000000 1011111000010110
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3.5 ITD   整数（16 ビット）から倍長整数（32 ビット）への変換 

フォーマット 
ITD 

説明 

ITD（16 ビット整数を 32 ビット整数へ変換）は、ACCU 1-L 内容を 16 ビット整数として解釈し、32
ビット倍長整数に変換します。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。アキュムレータ 2 は

変更されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MW12 //整数を ACCU 1 にロードする。 
ITD  //整数（16 ビット）を倍長整数（32 ビット）に変換し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 

例: MW12 = "-10"（整数、16 ビット） 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

ITD 命令実行前の値 XXXX XXXX XXXX XXXX 1111 1111 1111 0110 

ITD 命令実行後の値 1111 1111 1111 1111 1111 1111 1111 0110 

 （X = 0 または 1、変換にはビットは使用されない） 
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3.6 DTB   倍長整数（32 ビット）から BCD への変換 

フォーマット 
DTB 

説明 

DTB（32 ビット整数を 2 進数から 10 進数へ変換）は、ACCU 1 の内容を 32 ビット整数と解釈し、7
桁の 2 進化 10 進数（BCD）に変換します。この結果はアキュムレータ 1 に保存されます。ビット 0～
27 には、BCD 数の値が格納されます。ビット 28～31 は BCD の符号（0000 = 正、1111= 負）の状

態に設定されます。アキュムレータ 2 は変更されません。 

BCD の値の有効範囲は、"-9,999,999" ～ "+9,999,999"です。この範囲内にない場合、ステータスビッ

ト OV および OS が 1 に設定されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容: 
- - - x x - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //32 ビット整数を ACCU 1 にロードする。 
DTB  //整数（32 ビット）を BCD に変換し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（BCD 数）を MD20 に転送する。 

 

DTB Integer to BCD "-701" Integer

31... ...16 15... ...0
MD10

"-701" BCD

MD20

1111111111111111 1100001010111111

" - " " 0 " " 0 " " 0 " " 0 " " 7 " " 0 " " 1 "

0000000000001111 1000000011100000
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3.7 DTR   倍長整数（32 ビット）から浮動小数点数への変換（32 ビット、

IEEE 754） 

フォーマット 
DTR 

説明 

DTR（32 ビット整数を 32 ビット IEEE 浮動小数点数へ変換）は、ACCU 1 の内容を 32 ビット倍長整

数として解釈し、32 ビット IEEE 浮動小数点数に変換します。この結果は、必要に応じて丸めが行わ

れます（32 ビット整数は、32 ビット浮動小数点数よりも正確度が高い）。この結果は、アキュムレー

タ 1 に保存されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MD10 //32 ビット整数を ACCU 1 にロードする。 
DTR  //倍長整数を浮動小数点数（32 ビット IEEE FP）へ変換し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（BCD 数）を MD20 に転送する。 

 

DTR
Integer (32 bit) to IEEE floating-point (32 Bit) "+500" Integer

31 ...0

MD10

"+500" IEEE-FP

MD20

0000000000000000 0010111110000000

1 bit
Sign of the mantissa

8-bit exponent

0101111111000010 0000000000000000

30... 22...

23-bit mantissa
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3.8 INVI   整数の 1 の補数（16 ビット） 

フォーマット 
INVI 

説明 

INVI（ 整数の 1 の補数）は、16 ビット値の 1 の補数を ACCU 1-L に生成します。1 の補数が生成され

ると、値はビットごとに反転し、1 は 0 に、0 は 1 になります。この結果は、アキュムレータ 1 の下位

ワードに保存されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  IW8 //値を ACCU 1-L にロードする。 
INVI  //1 の補数（16 ビット）を生成する。 
T  MW10 //結果を MW10 に転送する。 

 
目次 ACCU1-L 

ビット 15  . . . . . . . . . . 0 

INVI 命令実行前の値 0110 0011 1010 1110 

INVI 命令実行後の値 1001 1100 0101 0001 
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3.9 INVD   倍長整数の 1 の補数（32 ビット） 

フォーマット 
INVD 

説明 

INVD（倍長整数の 1 の補数）は、32 ビット値の 1 の補数を ACCU 1 に生成します。1 の補数が生成さ

れると、値はビットごとに反転し、1 は 0 に、0 は 1 になります。この結果は、アキュムレータ 1 に保

存されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  ID8 //値を ACCU 1 にロードする。 
INVD  //1 の補数（32 ビット）を生成する。 
T  MD10 //結果を MD10 に転送する。 

 
目次  ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

INVD 命令実行前の値 0110 1111 1000 1100 0110 0011 1010 1110 

INVD 命令実行後の値 1001 0000 0111 0011 1001 1100 0101 0001 
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3.10 NEGI   整数の 2 の補数（16 ビット） 

フォーマット 
NEGI 

説明 

NEGI（整数の 2 の補数）は、16 ビット値の 2 の補数を ACCU 1-L に生成します。2 の補数が生成され

ると、値はビットごとに反転し、1 は 0 に、0 は 1 になり、"1"が追加されます。この結果は、アキュ

ムレータ 1 の下位ワードに保存されます。2 の補数の命令は、-1 による乗算と同じです。ステータス

ビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、演算結果のファンクションとして設定されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスワードの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

結果 = 0 0 0 0 - 

-32768 <= 結果 <= -1 0 1 0 - 

32767 >= 結果 >= 1 1 0 0 - 

結果 = 2768 0 1 1 1 

 

例 
 
STL 説明 
L  IW8 //値を ACCU 1-L にロードする。 
NEGI  //2 の補数（16 ビット）を生成する。 
T  MW10 //結果を MW10 に転送する。 

 
目次 ACCU1-L 

ビット 15  . . . . . . . . . . 0 

NEGI 命令実行前の値 0101 1101 0011 1000 

NEGI 命令実行後の値 1010 0010 1100 1000 
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3.11 NEGD   倍長整数の 2 の補数（32 ビット） 

フォーマット 
NEGD 

説明 

NEGD（2 の補数の倍長整数）は、32 ビット値の 2 の補数を ACCU 1 に生成します。2 の補数が生成

されると、値はビットごとに反転し、1 は 0 に、0 は 1 になり、"1"が追加されます。この結果は、ア

キュムレータ 1 に保存されます。2 の補数の命令は、-1 による乗算と同じです。命令は RLO に関係な

く、また RLO に影響を与えずに実行されます。ステータスビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、

演算結果のファンクションとして設定されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスワードの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

結果 =  0   0 0 0 - 

-2.147.483.647 <= 結果 <= -1 0 1 0 — 

 2.147.483.647 >= 結果 >= 1 1 0 0 - 

結果 = -2 147 483 648 0 1 1 1 

 

例 
 
STL 説明 
L  ID8 //値を ACCU 1 にロードする。 
NEGD  //2 の補数（32 ビット）を生成する。 
T  MD10 //結果を MD10 に転送する。 

 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

NEGD 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1000 

NEGD 命令実行後の値 1010 0000 1001 1011 1010 0010 1100 1000 

 （X = 0 または 1、変換にはビットは使用されない） 
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3.12 NEGR   浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の否定 

フォーマット 
NEGR 

命令の説明 

NEGR（32 ビット IEEE 浮動小数点数の否定）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、

IEEE 754）を否定します。この命令は、ACCU 1 のビット 31 の状態（仮数の符号）を反転します。こ

の結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  ID8 //値を ACCU 1 にロードする（例: ID 8 = 1.5E+02）。 
NEGR  //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を否定し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD10 //結果を MD10 に転送する（例: result = -1.5E+02）。 
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3.13 CAW   ACCU 1-L のバイトシーケンス（16 ビット）を変更 

フォーマット 
CAW 

説明 

CAW は、ACCU 1-L のバイトシーケンスを反転します。この結果は、アキュムレータ 1 の下位ワード

に保存されます。アキュムレータ 1 の上位ワードとアキュムレータ 2 は変更されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  MW10 //MW10 の値を ACCU 1 にロードする。 
CAW  //ACCU 1-L のバイトシーケンスを反転する。 
T  MW20 //結果を MW20 に転送する。 

 
目次  ACCU1-H-H ACCU1-H-L ACCU1-L-H ACCU1-L-L 

CAW 命令実行前の値 A B C D  

CAW 命令実行後の値 A B D  C 
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3.14 CAD   ACCU 1 のバイトシーケンス（32 ビット）を変更 

フォーマット 
CAD 

説明 

CAD は、ACCU 1 のバイトシーケンスを反転します。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。

アキュムレータ 2 は変更されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //MD10 の値を ACCU 1 にロードする。 
CAD  //ACCU 1 のバイトシーケンスを反転する。 
T  MD20 //結果を MD20 に転送する。 

 
目次  ACCU1-H-H ACCU1-H-L ACCU1-L-H ACCU1-L-L 

CAD 命令実行前の値 A B C D  

CAD 命令実行後の値 D  C B A 
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3.15 RND   丸め 

フォーマット 
RND 

説明 

RND（32 ビット IEEE 浮動小数点を 32 ビット整数へ変換）は、ACCU 1 の内容を、32 ビット IEEE
浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）として解釈します。32 ビット IEEE 浮動小数点数は 32 ビット

整数（倍長整数）に変換され、最も近い整数に丸められます。変換後の数字の端数部分が偶数と奇数

の間にある場合、自動的に偶数が選択されます。この範囲内にない場合、ステータスビット OV およ

び OS が 1 に設定されます。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。 

障害が発生すると（NaN、または 32 ビット整数で表現できない浮動小数点数を使用）、変換は実行さ

れず、オーバーフローが示されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - x x - - - - 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //浮動小数点数を ACCU 1-L にロードする。 
RND  //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を整数（32 ビット）に変換し、その結果を丸める。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 
変換前の値  変換後の値 

MD10  =  "100.5" =>   RND   => MD20  =  "+100" 
MD10  =  "-100.5" =>   RND   => MD20  =  "-100" 
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3.16 TRUNC   切り捨て 

フォーマット 
TRUNC 

説明 

TRUNC（32 ビット IEEE 浮動小数点数を 32 ビット整数に変換）は、ACCU 1 の内容を 32 ビット IEEE
浮動小数点数として解釈します。32 ビット IEEE 浮動小数点数を 32 ビット整数（倍長整数）に変換し

ます。変換された浮動小数点数の整数部分がこの命令の結果になります（IEEE 丸めモード"ゼロに丸

め"）。この範囲内にない場合、ステータスビット OV および OS が 1 に設定されます。この結果は、

アキュムレータ 1 に保存されます。 

障害が発生すると（NaN、または 32 ビット整数で表現できない浮動小数点数を使用）、変換は実行さ

れず、オーバーフローが示されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - x x - - - - 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //浮動小数点数を ACCU 1-L にロードする。 
TRUNC  //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を整数（32 ビット）に変換し、その結果を丸める。 

//結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 
変換前の値  変換後の値 

MD10  =  "100.5" =>   TRUNC   => MD20  =  "+100" 
MD10  =  "-100.5" =>   TRUNC   => MD20  =  "-100" 
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3.17 RND+   倍長整数の切り上げ 

フォーマット 
RND+ 

説明 

RND+（32 ビット IEEE 浮動小数点を 32 ビット整数へ変換）は、ACCU 1 の内容を、32 ビット IEEE
浮動小数点数として解釈します。32 ビット IEEE 浮動小数点数は 32 ビット整数（倍長整数）に変換さ

れ、この結果は、変換された浮動小数点数以上で、最も近い整数に変換されます（IEEE 丸めモード

"+infinity に丸め"）。数値が有効範囲にない場合、ステータスビット OV および OS は 1 に設定されま

す。この結果はアキュムレータ 1 に保存されます。 

障害が発生すると（NaN、または 32 ビット整数で表現できない浮動小数点数を使用）、変換は実行さ

れず、オーバーフローが示されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - x x - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MD10 //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を ACCU 1-L にロードする。 
RND+  //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を整数（32 ビット）に変換し、その結果を丸める。 

//出力を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 
変換前の値  変換後の値 

MD10  =  "100.5" =>   RND+   => MD20  =  "+101" 
MD10  =  "-100.5" =>   RND+   => MD20  =  "-100" 
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3.18 RND-   倍長整数の切り下げ 

フォーマット 
RND- 

説明 

RND-（32 ビット IEEE 浮動小数点数を 32 ビット整数に変換）は、ACCU 1 の内容を、32 ビット IEEE
浮動小数点数として解釈します。32 ビット IEEE 浮動小数点数は 32 ビット整数（倍長整数）に変換さ

れ、その結果は、変換された浮動小数点数以下で、最も近い整数に丸められます（IEEE 丸めモード

"-infinity へ丸め"）。この範囲内にない場合、ステータスビット OV および OS が 1 に設定されます。

この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。 

エラーが発生すると（NaN、または 32 ビット整数で表現できない浮動小数点数を使用）、変換は実行

されず、オーバーフローが示されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - x x - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L  MD10 //浮動小数点数を ACCU 1-L にロードする。 
RND-  //浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）を整数（32 ビット）に変換し、その結果を丸める。 

//結果を ACCU 1 に保存する。 
T  MD20 //結果（倍長整数）を MD20 に転送する。 

 
変換前の値  変換後の値 

MD10  =  "100.5" =>   RND-   => MD20  =  "+100" 
MD10  =  "-100.5" =>   RND-   => MD20  =  "-100" 
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4 カウンタ命令 

4.1 カウンタ命令の概要 

説明 

カウンタは、カウントを実行する STEP 7 プログラム言語のファンクションエレメントです。カウン

タは、CPU のメモリ内にカウンタ用に確保された領域を持っています。このメモリ領域では、カウン

タごとに 16 ビットワードが 1 つ確保されています。ステートメントリスト命令では、256 個のカウン

タが使用できます。使用している CPU で使うことのできるカウンタ数に関しては、CPU の技術デー

タを参照してください。 

カウンタ命令は、メモリ領域にアクセスできる唯一のファンクションです。 

以下のカウンタ命令を使用すれば、この範囲内でカウント値を変更できます。 

• FR カウンタの有効化（フリー） 

• L 現在のカウンタ値を ACCU 1 へロード 

• LC 現在のカウント値を BCD で ACCU    1 にロード 

• R カウンタのリセット 

• S カウンタプリセット値の設定 

• CU カウントアップ 

• CD カウントダウン 
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4.2 FR   カウンタの有効化（フリー） 

フォーマット 
FR <counter> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C カウンタ。範囲は CPU に

より異なる。 

 

説明 

FR <counter>では、RLO が"0"から"1"になると、アドレス指定されているカウンタのカウント方向の

設定および選択に使用するエッジ検出フラグがクリアされます。カウンタを設定したり、通常のカウ

ントを行う場合は、カウンタの有効化は必要ありません。つまり、カウンタプリセット値の設定、カ

ウントアップ、またはカウントダウンの RLO が常に 1 であっても、カウンタの有効化の後にこれらの

命令が実行されることはありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

A I 2.0 //入力 I 2.0 の信号状態をチェックする。 
FR C3 //RLO が 0 から 1 に変わると、カウンタ C3 が有効になる。 
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4.3 L   現在のカウンタ値を ACCU 1 へロード 

フォーマット 
L <counter> 
 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C カウンタ。範囲は CPU に

より異なる。 
 

説明 

L <counter>は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 に保存した後に、アドレス指定されたカウンタの現在のカ

ウント値を整数として ACCU 1-L にロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

L C3 //カウンタ C3 のカウント値をバイナリフォーマットで ACCU 1-L にロードする。 
 

Contents of
ACCU1-L after
Load instruction
L C3

Count value (0 to 999) in binary coding

L    C3

Count value (0 to 999) in binary coding

Counter word
for counter C3
in memory

All "0"

20212223242526272829210211212213214215

20212223242526272829210211212213214215
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4.4 LC   現在のカウント値を BCD で ACCU 1 にロード 

フォーマット 
LC <counter> 
 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C カウンタ。範囲は CPU に

より異なる。 
 

説明 

LC <counter>は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 へ保存した後に、アドレス指定されたカウンタのカウン

トを BCD で CCU 1 にロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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例 
 
STL 説明 

LC C3 //カウンタ C3 のカウント値を 2 進化 10 進数フォーマットで ACCU 1-L にロードします。 

 

Contents of
ACCU1-L after
Load instruction
LC C3

Counter value (0 to 999) in binary coding

LC    Z3

Counter value in BCD

Counter word
for counter C3
in memory

20212223242526272829210211212213214215

20212223242526272829210211212213214215

0000

101 Tens 100 Ones102 Hundreds
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4.5 R   カウンタのリセット 

フォーマット 
R<counter> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C プリセットされるカウン

タ。範囲は CPU により異

なる。 

 

説明 

R <counter>は、RLO が 1 のときに、アドレス指定されたカウンタに"0"をロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

例 
 
STL 説明 

A I 2.3 //入力 I 2.3 の信号状態をチェックする。 
R C3 //RLO が 0 から 1 になると、カウンタ C3 は値 0 にリセットされる。 

 



 カウンタ命令 
 4.6 S   カウンタプリセット値の設定 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 67 

4.6 S   カウンタプリセット値の設定 

フォーマット 
S <counter> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C プリセットされるカウン

タ。範囲は CPU により異

なる。 

 

説明 

S <counter>は、RLO が"0"から"1"になると、アドレス指定されたカウンタに、ACCU 1-L のカウント

をロードします。ACCU 1 のカウントは、"0"～"999"の BCD でなければなりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

A I 2.3 //入力 I 2.3 の信号状態をチェックする。 
L C#3 //カウント値 3 を ACCU 1-L にロードする。 
S C1 //RLO が 0 から 1 になると、カウンタ C1 がカウント値に設定される。 
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4.7 CU   カウントアップ 

フォーマット 
CU <counter> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C カウンタ。範囲は CPU に

より異なる。 

説明 

CU <counter>では、RLO が"0"から"1"になった場合およびカウントが"999"未満の場合に、アドレス指

定されたカウンタの値が 1 だけ増えます。カウントが上限値の"999"に達すると、それ以上増えません。

RLO がさらに変化しても、カウントは行われず、オーバーフローOV ビットも設定されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

A I 2.1 //信号立ち上がりがある場合、入力 I 2.1 で変化する。 
CU C3 //RLO が 0 から 1 になると、カウンタ C3 が 1 だけ増える。 
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4.8 CD   カウントダウン 

フォーマット 
CD <counter> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<counter> COUNTER C カウンタ。範囲は CPU に

より異なる。 

 

説明 

CD <counter>では、RLO が"0"から"1"に変化し、かつカウントが"0"より大きい場合に、アドレス指定

されたカウンタの値が 1 だけ減ります。カウントが下限値の"0"に達すると、それ以上減りません。RLO
がさらに変化しても、負数をカウントすることはありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

L C#14 //カウンタプリセット値 
A I 0.1 //I 0.1 で信号立ち上がりを検出すると、カウンタをプリセットする。 
S C1 //有効になると、プリセットされたカウンタ 1 をロードする。 
A I 0.0 //I 0.0 の信号立ち上がりのたびに、カウントが 1 だけ減る。 
CD C1 //入力 I 0.0 の状態に応じて RLO が 0 から 1 になると、カウンタ C1 が 1 だけ減る。 
AN   C1 //C1 ビットを使用して 0 を検出する。 
= Q 0.0 //カウンタ 1 の値が 0 の場合、Q 0.0 は 1 になる。 
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5 データブロック命令 

5.1 データブロック命令の概要 

説明 

"データブロックを開く"（OPN）命令を使用すれば、データブロックを共有データブロックまたはイ

ンスタンスデータブロックとして開くことができます。プログラムでは、共有データブロック 1 つと

インスタンスデータブロック 1 つを同時に開くことができます。 

以下のデータブロック命令を使用できます。 

• OPN データブロックを開く 

• CDB 共有 DB とインスタンス DB の交換 

• L DBLG 共有 DB のサイズを ACCU 1 にロード 

• L DBNO 共有 DB の数を ACCU 1 にロード 

• L DILG インスタンス DB のサイズを ACCU 1 にロード 

• L DINO インスタンス DB の数を ACCU 1 へロード 
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5.2 OPN   データブロックを開く 

フォーマット 
OPN  <data block> 

 
アドレス データブロックタイプ ソースアドレス 

<data block> DB, DI 1～65535 

 

命令の説明 

OPN <data block>は、共有データブロックまたはインスタンスデータブロックとしてデータブロック

を開きます。どちらのブロックも、1 度に開ける数は 1 つです。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

OPN DB10 //データブロック DB10 を共有データブロックとして開く。 
L DBW35 //開いているデータブロックのデータワード 35 を ACCU 1-L にロードする。 
T  MW22 //ACCU 1-L の内容を MW22 に転送する。 
OPN DI20 //データブロック DB20 をインスタンスデータブロックとして開く。 
L DIB12 //開いているインスタンスデータブロックのデータバイト 12 を ACCU 1-L にロードする。 
T DBB37 //ACCU 1-L の内容を、開いている共有データブロックのデータバイト 37 に転送する。 
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5.3 CDB   共有 DB とインスタンス DB の交換 

フォーマット 
CDB 

命令の説明 

CDB は、共有データブロックとインスタンスデータブロックの交換に使用します。この命令は、デー

タブロックレジスタの交換を実行します。これにより、共有データブロックはインスタンスデータブ

ロックに、インスタンスブロックは共有データブロックになります。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

5.4 L DBLG   共有 DB のサイズを ACCU 1 にロード 

フォーマット 
L DBLG 

命令の説明 

L DBLG（共有データブロックのサイズをロード）は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 に保存してから、共

有データブロックのサイズを ACCU 1 にロードします。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

OPN DB10 //データブロック DB10 を共有データブロックとして開く。 
L DBLG //共有データブロックの長さ（DB10 の長さ）をロードする。 
L MD10 //データブロックが十分長い場合は比較値。 
<D   
JC ERRO //長さが MD10 の値より短い場合、ERRO ジャンプラベルへジャンプする。 
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5.5 L DBNO   共有 DB の数を ACCU 1 にロード 

フォーマット 
L DBNO 

命令の説明 

L DBNO（共有データブロックの数をロード）は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 に保存してから、開い

ている共有データブロックの数を ACCU 1-L にロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

5.6 L DILG   インスタンス DB のサイズを ACCU 1 にロード 

フォーマット 
L DILG 

命令の説明 

L DILG（インスタンスデータブロックのサイズをロード）は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 に保存して

から、インスタンスデータブロックのサイズを ACCU 1-L にロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
STL 説明 

OPN D120 //データブロック DB20 をインスタンスデータブロックとして開く。 
L DILG //インスタンスデータブロックの長さ（DB20 の長さ）をロードする。 
L MW10 //データブロックが十分長い場合は比較値。 
<1   
JC  //長さが MW10 の値より短い場合、ERRO ジャンプラベルへジャンプする。 
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5.7 L DINO   インスタンス DB の数を ACCU 1 へロード 

フォーマット 
L DINO 

命令の説明 

L DINO（インスタンスデータブロックの数をロード）は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 に保存してから、

開いているインスタンスデータブロックの数を ACCU 1 にロードします。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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6 論理制御命令 

6.1 論理制御命令の概要 

説明 

以下のジャンプ命令を使用すれば、ロジックのフローを制御できます。このため、プログラムは、そ

のリニアフローに割り込んで、異なるポイントでスキャンを再開できます。LOOP 命令を使用すれば、

任意のプログラムセグメントを複数回呼び出すことができます。 

ジャンプ命令やループ命令のアドレスはラベルです。ジャンプラベルは 4 文字で指定し、最初の 1 文

字には英字を使用します。ジャンプラベルの後にコロン":"を指定する必要があります。また、各行内

でプログラムステートメントの前にジャンプラベルを指定する必要があります。 
 

 注 
S7-300 CPU プログラムでは、ジャンプ命令の場合、ジャンプ先は必ず（318– 2 の場合は除く）、ブー

ルロジック文字列の先頭を形成します。ロジック文字列に、ジャンプ先を指定しないでください。 
 

以下のジャンプ命令を使用すれば、無条件で、プログラムの通常フローに割り込むことができます。 

• JU  無条件ジャンプ 

• JL  ラベルへジャンプ 
 

以下のジャンプ命令は、直前の命令ステートメントで生成された論理演算の結果（RLO）に基づいて、

プログラム内の論理のフローに割り込みます。 

• JC  RLO = 1 のときにジャンプ 

• JCN RLO = 0 のときにジャンプ 

• JCB RLO = 1 のときに BR に保存してジャンプ 

• JNB RLO = 0 のときに BR に保存してジャンプ 
 

以下のジャンプ命令は、ステータスワード内のビットの信号状態に基づいて、プログラム内のロジッ

クのフローに割り込みます。 

• JBI  BR = 1 のときにジャンプ 

• JNBI BR = 0 のときにジャンプ 

• JO  OV = 1 のときにジャンプ 

• JOS OS = 1 のときにジャンプ 
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以下のジャンプ命令は、計算結果に基づいて、プログラム内のロジックのフローに割り込みます。 

• JZ  ゼロのときにジャンプ 

• JN  ゼロ以外のときにジャンプ 

• JP  プラスのときにジャンプ 

• JM  マイナスのときにジャンプ 

• JPZ プラスまたはゼロのときにジャンプ 

• JMZ マイナスまたはゼロのときにジャンプ 

• JUO 比較不能のときにジャンプ 
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6.2 JU   無条件ジャンプ 

フォーマット 
JU <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JU <jump label> は、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そし

て、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定し

ます。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実

行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、こ

のブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワー

ドまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されてい

るステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異な

ります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL   説明 

 A I 1.0  
 A I 1.2  
 JC DELE //RLO が 1 のときに、ジャンプラベル DELE へジャンプする。 
 L MB10   
 INC 1  
 T MB10  
 JU FORW //ジャンプラベル FORW へ無条件ジャンプする。 
DELE: L 0  
 T  MB10  
FORW: A I 2.1 //ジャンプラベル FORW にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。
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6.3 JL   ラベルへジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
80 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

6.3 JL   ラベルへジャンプ 

フォーマット 
JL <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JL <jump label>（ジャンプリストによりジャンプ）は、複数のジャンプを設定できます。ジャンプター

ゲットリストには最大 255 のエントリを指定でき、JL 命令の次の行から開始し、JL アドレスで参照

されるジャンプラベルの前の行で終了します。各ジャンプ先は、1 つの JU 命令で構成されます。ジャ

ンプ先の数（0～255）は、ACCU 1-L-L の値になります。 

JL 命令は、ACCU の内容が JL 命令とジャンプラベルの間にあるジャンプ先の数よりも少なければ、

JU 命令のうちの 1 つにジャンプします。ACCU 1-L-L=0 の場合は最初の JU 命令にジャンプし、ACCU 
1-L-L=1 の場合は 2 番目の JU 命令にジャンプします（以下同様）。ジャンプ先の数が大きすぎる場合、

JL命令はジャンプ先リスト内で最後のJU命令にジャンプした後、再び最初の命令にジャンプします。 

ジャンプ先リストは、JL 命令のアドレスで参照されるジャンプラベルの後に JU 命令が続きます。ジャ

ンプリスト内の他の命令はすべて不正です。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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例 
 
STL 説明 

 L MB0  //ジャンプ先番号を ACCU 1-L-L にロードする。 
 JL LSTX //ACCU 1-L-L > 3 のときのジャンプ先 
 JU SEG0 //ACCU 1-L-L = 0 のときのジャンプ先 
 JU SEG1 //ACCU 1-L-L = 1 のときのジャンプ先 
 JU COMM //ACCU 1-L-L = 2 のときのジャンプ先 
 JU SEG3 //ACCU 1-L-L = 3 のときのジャンプ先 
LSTX: JU COMM  
SEG0: *  //有効な命令 
 *   
 JU COMM  
SEG1: *  //有効な命令 
 *   
 JU COMM  
SEG3: *  //有効な命令 
 *   
 JU COMM  
COMM: *   
 *   
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6.4 JC   RLO = 1 のときにジャンプ 

フォーマット 
JC <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JC <jump label>は、論理演算の結果が 1 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、

宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先

は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプ

は 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指

定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプ

ログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数

は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワード

のステートメント）により異なります。 

論理演算の結果が 0 の場合、ジャンプは実行されません。RLO は 1 に設定され、次のステートメント

からプログラムスキャンが実行されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 1 0 

例 
 
STL 説明 

 A I 1.0  
 A I 1.2  
 JC JOVR //RLO が 1 のとき、ジャンプラベル JOVR にジャンプする。 
 L IW8 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 T MW22  
JOVR: A I 2.1 //ジャンプラベル JOVR へジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
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6.5 JCN   RLO = 0 のときにジャンプ 

フォーマット 
JCN <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JCN <jump label> は、論理演算の結果が 0 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行

し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャン

プ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャ

ンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内

で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離

はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最

大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワー

ドのステートメント）により異なります。 

論理演算の結果が 1 の場合、ジャンプは実行されません。次のステートメントからプログラムスキャ

ンが実行されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 1 0 

 

例 
 
STL 説明 

 A I 1.0  
 A I 1.2  
 JCN JOVR //RLO が 0 のとき、ジャンプラベル JOVR にジャンプする。 
 L IW8 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 T  MW22  
JOVR: A I 2.1 //ジャンプラベル JOVR へジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
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6.6 JCB   RLO = 1 のときに BR に保存してジャンプ 

フォーマット 
JCB <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名 

 

説明 

JCB <jump label>は、論理演算の結果が 1 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、

宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先

は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプ

は 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指

定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプ

ログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数

は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワード

のステートメント）により異なります。 

論理演算の結果が 0 の場合、ジャンプは実行されません。RLO は 1 に設定され、次のステートメント

からプログラムスキャンが実行されます。 

RLO は、その状態に関係なく、JCB <jump label>命令の BR にコピーされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
x - - - - 0 1 1 0 

 

例 
 
STL 説明 

 A I 1.0  
 A I 1.2  
 JCB JOVR //RLO が 1 のとき、ジャンプラベル JOVR にジャンプする。 

//RLO ビットの内容は BR ビットにコピーされる。 
 L IW8 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 T MW22  
JOVR: A I 2.1 //ジャンプラベル JOVR へジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
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6.7 JNB   RLO = 0 のときに BR に保存してジャンプ 

フォーマット 
JNB <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JNB <jump label>は、論理演算の結果が 0 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、

宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先

は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプ

は 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指

定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプ

ログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数

は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワード

のステートメント）により異なります。 

論理演算の結果が 1 の場合、ジャンプは実行されません。RLO は 1 に設定され、次のステートメント

からプログラムスキャンが実行されます。 

RLO は、その状態に関係なく、JNB <jump label>命令の BR にコピーされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
x - - - - 0 1 1 0 

 

例 
 
STL 説明 

 A I 1.0  
 A I 1.2  
 JNB JOVR //RLO が 0 のとき、ジャンプラベル JOVR にジャンプする。 

//RLO ビットの内容を BR ビットにコピーする。 
 L IW8 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 T MW22  
JOVR: A I 2.1 //ジャンプラベル JOVR へジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
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6.8 JBI   BR = 1 のときにジャンプ 

フォーマット 
JBI <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JBI <jump label>は、ステータスビット BR が 1 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを

実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャ

ンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプラベルは 4 文字で指定し、最初の 1 文字には英字

を使用します。ジャンプラベルの後にコロン":"を指定する必要があります。また、各行内でプログラ

ムステートメントの前にジャンプラベルを指定する必要があります。ジャンプは順方向と逆方向のど

ちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャ

ンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなり

ません。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ

可能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワー

ド、2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 - 0 

 



 論理制御命令 
 6.9 JNBI   BR = 0 のときにジャンプ 
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6.9 JNBI   BR = 0 のときにジャンプ 

フォーマット 
JNBI <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JNBI <jump label>は、ステータスビット BR が 0 のとき、リニアプログラムスキャンに割り込みを実

行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャ

ンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャ

ンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内

で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離

はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最

大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワー

ドのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 - 0 

 



論理制御命令  
6.10 JO   OV = 1 のときにジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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6.10 JO   OV = 1 のときにジャンプ 

フォーマット 
JO <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

説明 

JO <jump label>は、ステータスビット OV が 1 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実

行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャ

ンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャ

ンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内

で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離

はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最

大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワー

ドのステートメント）により異なります。数値演算命令を結合する場合、各数値演算命令の後にオー

バーフローのチェックを行って、中間結果が有効範囲内にあるかどうかを確認するか、または、JOS
命令を使用します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

 L MW10  
 L 3  
 *I  //MW10 の内容に"3"を掛ける。 
 JO OVER //計算結果が最大範囲（OV=1）を超えるとジャンプする。 
 T MW10 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 A M 4.0  
 R M 4.0  
 JU NEXT  
OVER: AN M 4.0 //ジャンプラベル OVER にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.0  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



 論理制御命令 
 6.11 JOS   OS = 1 のときにジャンプ 
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6.11 JOS   OS = 1 のときにジャンプ 

フォーマット 
JOS <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

説明 

JOS <jump label>は、ステータスビット OS が 1 のときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを

実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャ

ンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャ

ンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内

で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離

はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最

大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワー

ドのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 - - - - 

 



論理制御命令  
6.11 JOS   OS = 1 のときにジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
90 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

例 
 
STL 説明 

 L IW10  
 L MW12  
 *I   
 L DBW25  
 +I   
 L MW14  
 -I   
 JOS OVER //計算 OS=1 の実行中に 3 つの命令の 

//1 つでオーバーフローが発生するとジャンプする。（注記参照） 
 T MW16 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 A M 4.0  
 R M 4.0  
 JU NEXT  
OVER: AN M 4.0 //ジャンプラベル OVER にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。

 S M 4.0  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。

 

 
 注 

このケースでは、JO 命令は使用しないでください。JO 命令は、オーバーフローが発生した場合に、

直前の-I 命令のみをチェックします。 

 



 論理制御命令 
 6.12 JZ   ゼロのときにジャンプ 
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6.12 JZ   ゼロのときにジャンプ 

フォーマット 

JZ <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JZ <jump label>（結果が 0 のときにジャンプ）は、ステータスビットが CC 1 = 0 および CC 0 = 0 の

とき、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先

でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプ

は順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、

ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内で

ユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767
ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメン

トの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

 L MW10  
 SRW 1  
 JZ ZERO //シフトアウトしたビットが 0 の場合、ジャンプラベル ZERO へジャンプする。 
 L  MW2 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 INC 1  
 T MW2  
 JU NEXT  
ZERO: L MW4 //ジャンプラベル ZERO にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 INC 1  
 T MW4  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



論理制御命令  
6.13 JN   ゼロ以外のときにジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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6.13 JN   ゼロ以外のときにジャンプ 

フォーマット 
JN <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

ステータスビット CC 1 および CC 0 の示す結果が 0 より大きいか 0 未満（CC 1=0/CC 0=1 または CC 
1=1/CC 0=0）のとき、JN <jump label>（結果が 0 以外のときにジャンプ）は、リニアプログラムス

キャンに割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャ

ンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちら

も可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャン

プ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりま

せん。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可

能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、

2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

 L IW8  
 L MW12  
 XOW   
 JN NOZE //ACCU 1-L 内容が 0 でないときにジャンプする。

 AN M 4.0 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 S M 4.0  
 JU NEXT  
NOZE: AN M 4.1 //ジャンプラベル NOZE にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.1  
NEXT: NOP 0   //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



 論理制御命令 
 6.14 JP   プラスのときにジャンプ 
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6.14 JP   プラスのときにジャンプ 

フォーマット 
JP <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JP <jump label>（結果が 0 未満のときにジャンプ）は、ステータスビット CC 1 が 1、CC 0 が 0 のと

きに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先

でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプ

は順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、

ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内で

ユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767
ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメン

トの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

 L IW8  
 L MW12  
 -I  //IW8 の内容から MW12 の内容を減算する。 
 JP POS //計算結果が 0 を超えると（つまり、ACCU 1 > 0 の場合）、ジャンプする。 
 AN M 4.0 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 S M 4.0  
 JU NEXT  
POS: AN M 4.1 //ジャンプラベル POS にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.1  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。

 



論理制御命令  
6.15 JM   マイナスのときにジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
94 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

6.15 JM   マイナスのときにジャンプ 

フォーマット 
JM <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JM <jump label>（結果が 0 未満のときにジャンプ）は、ステータスビット CC 1 が 0、CC 0 が 1 の

ときに、リニアプログラムスキャンに割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ

先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャン

プは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、

ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内で

ユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767
ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメン

トの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

 L IW8  
 L MW12  
 -I  //IW8 の内容から MW12 の内容を減算する。 
 JM NEG //計算結果が 0 より小さいとき（つまり、ACCU 1 の内容が 0 より小さい場合）、ジャンプする。
 AN M 4.0 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 S M 4.0  
 JU NEXT  
NEG: AN M 4.1 //ジャンプラベル NEG にへジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.1  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



 論理制御命令 
 6.16 JPZ   プラスまたはゼロのときにジャンプ 
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6.16 JPZ   プラスまたはゼロのときにジャンプ 

フォーマット 
JPZ <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

ステータスビット CC 1 および CC 0 の示す結果が 0 以上のとき（CC 1=0/CC 0=0 または CC 1=1/CC 
0=0）、JPZ <jump label>（結果が 0 以上のときにジャンプ）は、リニアプログラムスキャンに割り

込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開しま

す。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。

また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一の

ブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャ

ンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメ

ントの最大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、ま

たは 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - -  

 

例 
 
STL 説明 

 L IW8  
 L MW12  
 -I  //IW8 の内容から MW12 の内容を減算する。 
 JPZ REG0 //計算結果が 0 以上のとき（つまり、ACCU 1 >= 0 の場合）、ジャンプする。 
 AN M 4.0 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 S M 4.0  
 JU NEXT  
REG0: AN M 4.1 //ジャンプラベル REG0 にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.1  
NEXT: NOP 0   //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



論理制御命令  
6.17 JMZ   マイナスまたはゼロのときにジャンプ 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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6.17 JMZ   マイナスまたはゼロのときにジャンプ 

フォーマット 
JMZ <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

説明 

ステータスビット CC 1 および CC 0 の示す結果が 0 以下（CC 1=0/CC 0=0 または CC 1=0/CC 0=1）
のとき、JMZ <jump label>（結果が 0 以下のときにジャンプ）は、リニアプログラムスキャンに割り

込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開しま

す。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。

また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一の

ブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャ

ンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメ

ントの最大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、ま

たは 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

 L IW8  
 L MW12  
 -I  //IW8 の内容から MW12 の内容を減算する。 
 JMZ RGE0 //計算結果が 0 以下のとき（つまり、ACCU 1 の内容 0 以下の場合）、ジャンプする。 
 AN M 4.0 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 S M 4.0  
 JU NEXT  
RGE0: AN M 4.1 //ジャンプラベル RGE0 にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.1  
NEXT: NOP 0   //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 

 



 論理制御命令 
 6.18 JUO   比較不能のときにジャンプ 
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6.18 JUO   比較不能のときにジャンプ 

フォーマット 

JUO <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

JUO <jump label>は、ステータスビット CC 1 が 1、CC 0 が 1 のときに、リニアプログラムスキャン

に割り込みを実行し、宛先へジャンプします。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再

開します。ジャンプ先は、ジャンプラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能

です。また、ジャンプは 1 つのブロック内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は

同一のブロック内で指定します。ジャンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。

最大ジャンプ距離はプログラムコードの-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なス

テートメントの最大数は、プログラムで使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワー

ド、または 3 ワードのステートメント）により異なります。 

ステータスビット CC 1 が 1、CC 0 が 1 になるのは次の場合です。 

• ゼロ除算が実行された場合 

• 不正な命令が使用された場合 

• 浮動小数点の比較結果が"比較不能"、つまりフォーマットが無効な場合 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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例 
 
STL 説明 

 L MD10  
 L ID2  
 /D  //MD10 の内容を ID2 の内容で除算する。 
 JUO ERRO //ゼロによる除算が実行されると（つまり ID2 = 0 の場合）、ジャンプする。 
 T MD14 //ジャンプが実行されない場合、ここからプログラムスキャンが継続される。 
 A M 4.0  
 R M 4.0  
 JU NEXT  
ERRO: AN M 4.0 //ジャンプラベル ERRO にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 S M 4.0  
NEXT: NOP 0  //ジャンプラベル NEXT にジャンプした後、ここからプログラムスキャンが再開される。 
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6.19 LOOP   ループ 

フォーマット 

LOOP <jump label> 

 
アドレス 説明 

<jump label> ジャンプ先のシンボル名  

 

説明 

LOOP <jump label>（ACCU 1-L が 0 以外のとき、ACCU 1-L が 1 つ減り、ジャンプする）を使用す

ると、ループプログラミングが簡単になります。ACCU 1-L で、ループカウンタが加算されます。この

命令は、指定されたジャンプ先へジャンプします。ACCU 1-L の内容が 0 でない限り、ジャンプは実行

されます。そして、ジャンプ先でリニアプログラムスキャンを再開します。ジャンプ先は、ジャンプ

ラベルで指定します。ジャンプは順方向と逆方向のどちらも可能です。また、ジャンプは 1 つのブロッ

ク内でのみ実行できるので、ジャンプ命令およびジャンプ先は同一のブロック内で指定します。ジャ

ンプ先は、このブロック内でユニークでなければなりません。最大ジャンプ距離はプログラムコード

の-32768 ワードまたは+32767 ワードです。ジャンプ可能なステートメントの最大数は、プログラム

で使用されているステートメントの組み合わせ（1 ワード、2 ワード、または 3 ワードのステートメン

ト）により異なります。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

ファクタ 5 の計算例 

STL 説明 

 L L#1 //整定数（32 ビット）を ACCU 1 にロードする。 
 T MD20 //ACCU 1 の内容を MD20 に転送する（初期化）。 
 L 5 //ループサイクルの数を ACCU 1-L にロードする。 
NEXT: T MW10 //ジャンプレベル=ループ開始/ ACCU 1-L をループカウンタへ転送。 
 L MD20  
 * D //MD20 の現在の内容に，MB10 の現在の内容を乗算する。 
 T MD20 //計算結果を MD20 に転送する。 
 L MW10 //ループカウンタの内容を ACCU 1 にロードする。 
 LOOP NEXT //ACCU 1-L > 0 の場合、ACCU 1 の内容を 1 つ減らし、 

//NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
 L  MW24 //ループが終了すると、ここからプログラムスキャンが再開される。 
 L 200  
 >I   
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7 整数演算命令 

7.1 整数値演算命令の概要 

説明 

数値演算は、アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の内容を結合します。アキュムレータが 2 つの CPU
の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

アキュムレータが 4 つの CPU の場合、アキュムレータ 3 の内容はアキュムレータ 2 にコピーされ、ア

キュムレータ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の元の内容は変わり

ません。 

整数演算では、2 つの整数（16 ビットおよび 32 ビット）を使用して次の演算を実行することができ

ます。 

• +I ACCU 1 と ACCU 2 の加算（16 ビット整数） 

• -I ACCU 2 から ACCU 1 を減算（16 ビット整数） 

• *I ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（16 ビット整数） 

• /I ACCU 2 を ACCU 1 で除算（16 ビット整数） 

• + 整定数の加算（16 ビット、32 ビット） 

• +D ACCU 1 と ACCU 2 の加算（32 ビット倍長整数） 

• -D ACCU 2 から ACCU 1 を減算（32 ビット倍長整数） 

• *D ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビット倍長整数） 

• /D ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビット倍長整数） 

• MOD 除算により余りを生成（32 ビット倍長整数） 
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7.2 整数値演算命令におけるステータスワードのビットの評価 

説明 

整数値演算命令は、ステータスワードビット CC 1 と CC0、OV と OS に影響を及ぼします。 

以下の表に、整数（16 ビットと 32 ビット）を使用した命令の結果に対応するステータスワードのビッ

トの信号状態を示します。 

 
結果の有効範囲 CC 1 CC 0 OV OS 

0 0 0 0 * 
16 ビット: -32 768 <= 結果 
< 0（負数） 
32 ビット: -2 147 483 648 <= 結果 < 0（負数） 

0 1 0 * 

16 ビット: 32 767 >= 結果 > 0（正数） 
32 ビット: 2 147 483 647 >= 結果 > 0（正数） 

1 0 0 * 

* OS ビットは、この命令結果による影響を受けません。 

 
無効な結果範囲 A1 A0 OV OS 

アンダーフロー（加算） 
16 ビット: 結果 = -65536 
32 ビット: 結果 = -4 294 967 296 

0 0 1 1 

アンダーフロー（乗算） 
16 ビット: 結果 < -32 768（正数） 
32 ビット: 結果 < -2 147 483 648（正数） 

0 1 1 1 

オーバーフロー（加算、除算） 
16 ビット: 結果 > 32 767（正数） 
32 ビット: 結果 > 2 147 483 647（正数） 

0 1 1 1 

オーバーフロー（乗算、除算） 
16 ビット: 結果 > 32 767（正数） 
32 ビット: 結果 > 2 147 483 647（正数） 

1 0 1 1 

アンダーフロー（加算、除算） 
16 ビット: 結果 < -32. 768（負数） 
32 ビット: 結果 < -2 147 483 648（負数） 

1 0 1 1 

0 による除算 1 1 1 1 

 
演算 A1 A0 OV OS 

+D:  結果 = -4 294 967 296 0 0 1 1 

/D または MOD: 0 による除算 1 1 1 1 
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7.3 +I   ACCU 1 と ACCU 2 の加算（16 ビット整数） 

フォーマット 

+I 

説明 

+I（16 ビット整数の加算）は、ACCU 2-L に ACCU 1-L を加算して、その結果を ACCU 1-L に保存し

ます。ACCU 1-L と ACCU 2-L の内容は、16 ビット整数として解釈されます。この命令は、RLO に関

係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータスワードビット CC 1、
CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。この命令では、オーバー

フロー/アンダーフローが発生すると、32 ビット整数の代わりに 16 ビット整数が生成されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

合計 = 0 0 0 0 - 

-32768 <=  合計 < 0 0 1 0 - 

 32767 >=  合計 > 0 1 0 0 - 

合計 = -65536 0 0 1 1 

 65534 >=  合計 > 32767 0 1 1 1 

-65535 <=  合計 < -32768 1 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L IW10 //IW10 の値を ACCU 1-L にロードする。 
L MW14 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW14 の値を 

//ACCU 1-L にロードする。 
+I  //ACCU 2-L と ACCU 1-L を加算し、結果を ACCU 1-L に保存する。 
T DB1.DBW25 //ACCU 1-L の内容（結果）を DB1 の DBW25 に転送する。 
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7.4 -I   ACCU 2 から ACCU 1 を減算（16 ビット整数） 

フォーマット 

-I 

説明 

-I（16 ビット整数の減算）は、ACCU 2-L から ACCU 1-L を引き、その結果を ACCU 1-L に保存しま

す。ACCU 1-L と ACCU 2-L の内容は、16 ビット整数として解釈されます。この命令は、RLO に関係

なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータスワードビット CC 1、CC 
0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。この命令では、オーバー

フロー/アンダーフローが発生すると、32 ビット整数の代わりに 16 ビット整数が生成されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCU が 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

差 = 0 0 0 0 - 

-32768 <= 差 < 0 0 1 0 - 

 32767 >= 差 > 0 1 0 0 - 

 65535 >= 差 > 32767 0 1 1 1 

-65535 <= 差 < -32768 1 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L IW10 //IW10 の値を ACCU 1-L にロードする。 
L MW14 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW14 の値を 

//ACCU 1-L にロードする。 
-I  //ACCU 2-L から ACCU 1-L を減算し、その結果を ACCU 1-L に保存する。 
T DB1.DBW25 //ACCU 1-L の内容（結果）を DB1 の DBW25 に転送する。 
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7.5 *I   ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（16 ビット整数） 

フォーマット 

*I 

説明 

*I（16 ビット整数の乗算）は、ACCU 2-L に ACCU 1-L を掛けます。ACCU 1-L と ACCU 2-L の内容は、

16 ビット整数として解釈されます。計算結果は、32 ビット整数としてアキュムレータ 1 に保存されま

す。ステータスワードが OV1 = 1 と OS = 1 の場合、計算結果は 16 ビット整数の範囲外になります。 

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータス

ワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

積 = 0 0 0 0 - 

-32768 <= 積 < 0 0 1 0 - 

32767 >= 積 > 0 1 0 0 - 

 1073741824 >= 積 > 32767 1 0 1 1 

-1073709056 <= 積 < -32768 0 1 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L IW10 //IW10 の値を ACCU 1-L にロードする。 
L MW14 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW14 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
*I  //ACCU 2-L と ACCU 1-L を乗算して、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DB1.DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB1 の DBW25 に転送する。 
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7.6 /I   ACCU 2 を ACCU 1 で除算（16 ビット整数） 

フォーマット 

/I 

説明 

/I（16 ビット整数の除算）は、ACCU 2-L を ACCU 1-L で割ります。ACCU 1-L と ACCU 2-L の内容

は、16 ビット整数として解釈されます。命令の結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。この結

果は、2 つの 16 ビット整数、指数と余りから成ります。指数は ACCU 1-L に、余りは ACCU 1-H に

保存されます。この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありま

せん。ステータスワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションと

して設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

商 = 0 0 0 0 - 

-32768 <= 指数 < 0 0 1 0 - 

 32767 >= 指数 > 0 1 0 0 - 

指数 = 32768 1 0 1 1 

ゼロ除算 1 1 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L IW10 //IW10 の値を ACCU 1-L にロードする。 
L MW14 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW14 の値を 

//ACCU 1-L にロードする。 
/I  //ACCU 2-L を ACCU 1-L で除算する。その結果を ACCU 1 に保存する。ここで、ACCU 1-L: 商、

//ACCU 1-H: 余り 
T MD20 //ACCU 1 の内容（結果）を MD20 に転送する。 
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例: 13 を 4 で割る 

命令（IW10）の前の ACCU 2-L の内容: "13" 
命令（MW14）の前の ACCU 1-L の内容: "4" 
命令/I（ACCU 2-L / ACCU 1）-L: "13/4" 
命令後の ACCU 1-L の内容（商）: "3" 
命令後の ACCU 1-H の内容（余り）: "1" 
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7.7 +   整定数の加算（16 ビット、32 ビット） 

フォーマット 

+ <integer constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<integer constant>  （16 ビット、または 32 ビッ

トの整数） 
加算される定数 

説明 

+ <整定数> ACCU 1 の内容に整定数を加算し、その結果を ACCU 1 に保存します。命令は、ステータ

スワードビットに関係なく実行されます。ステータスビットも影響されません。 

+ <16 ビット整定数>: 16 ビット整定数（範囲-32768 ～+32767）を ACCU 1-L の内容に加算し、その

結果を ACCU 1-L に保存します。 

+ <32 ビット整定数>: 32 ビット整定数（範囲 2,147,483,648 ～2,147,483,647）を ACCU 1-L の内容

に加算し、その結果を ACCU 1-L に保存します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 1 

STL 説明 

L IW10 //IW10 の値を ACCU 1-L にロードする。 
L MW14 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW14 の値を ACCU 1-L にロードする。 
+I  //ACCU 2-L と ACCU 1-L を加算し、結果を ACCU 1-L に保存する。 
+ 25 //ACCU 1-L に 25 を加算し、その結果を ACCU 1-L に保存する。 
T DB1.DBW25 //ACCU 1-L の内容（結果）を DB1 の DBW25 に転送する。 

 

例 2 

STL 説明 

L  IW12  
L IW14  
+ 100 //ACCU 1-L に 100 を加算し、その結果を ACCU 1-L に保存する。 
>I  //ACCU 2 > ACCU 1、または IW12 >（IW14 + 100）の場合 
JC NEXT //その後、ジャンプラベル NEXT へ条件付きジャンプする。 
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例 3 

STL 説明 

L MD20  
L MD24  
+D  //ACCU 1 と ACCU 2 を加算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
+ L#-200 //ACCU 1 に-200 を加算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T MD28  
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7.8 +D   ACCU 1 と ACCU 2 の加算（32 ビット倍長整数） 

フォーマット 

+D 

説明 

+D（32 ビット整数の加算）は、ACCU 2 に ACCU 1 を加算して、その結果を ACCU 1 に保存します。

ACCU 1 と ACCU 2 の内容は、32 ビット整数として解釈されます。この命令は、RLO に関係なく実行

され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータスワードビット CC 1、CC 0、OS、
および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

合計 = 0 0 0 0 - 

-2147483648 <=  合計 < 0 0 1 0 - 

 2147483647 >=  合計 > 0 1 0 0 - 

合計 = -4294967296 0 0 1 1 

 4294967294 >=  合計 > 2147483647 0 1 1 1 

-4294967295 <=  合計 < -2147483648 1 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 

L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
+D  //ACCU 2 と ACCU 1 を加算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DB1.DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB1 の DBD25 に転送する。 
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7.9 -D   ACCU 2 から ACCU 1 を減算（32 ビット倍長整数） 

フォーマット 

-D 

説明 

-D（32 ビット整数の減算）は、ACCU 2 の内容から ACCU 1 の内容を減算し、その結果を ACCU 1 に

保存します。ACCU 1 と ACCU 2 の内容は、32 ビット整数として解釈されます。この命令は、RLO に

関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータスワードビット CC 1、
CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

差異 = 0 0 0 0 - 

-2147483648 <= 差 < 0 0 1 0 - 

 2147483647 >= 差 > 0 1 0 0 - 

 4294967295 >= 差 > 2147483647 0 1 1 1 

-4294967295 <= 差 < -2147483648 1 0 1 1 

 

例 
 
STL 説明 
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
-D  //ACCU 2 から ACCU 1 を減算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DB1.DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB1 の DBD25 に転送する。 
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7.10 *D   ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビット倍長整数） 
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7.10 *D   ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビット倍長整数） 

フォーマット 
*D 

説明 

*D（32 ビット整数の乗算）は、ACCU 2 の内容に ACCU 1 の内容を掛けます。ACCU 1 と ACCU 2 の

内容は、32 ビット整数として解釈されます。計算結果は、32 ビット整数としてアキュムレータ 1 に保

存されます。ステータスワードビットが OV1 = 1 および OS = 1 の場合、計算結果は、32 ビット整数

の範囲外になります。 

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータス

ワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

積 = 0 0 0 0 - 

-2147483648 <= 積 < 0 0 1 0 - 

2147483647 >= 積 > 0 1 0 0 - 

積 > 2147483647 1 0 1 1 

積 < -2147483648 0 1 1 1 

 

例 
 
STL 説明 
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
*D  //ACCU 2 と ACCU 1 を乗算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
T DB1.DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB1 の DBD25 に転送する。 
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 7.11 /D   ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビット倍長整数） 
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7.11 /D   ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビット倍長整数） 

フォーマット 

/D 

説明 

/D（32 ビット整数の除算）は、ACCU 2 の内容を ACCU 1 の内容で割ります。ACCU 1 と ACCU 2 の

内容は、32 ビット整数として解釈されます。この命令の結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。

結果には商のみが含まれ、剰余は含まれません。（MOD 命令を使用すれば、余りを求めることができ

ます）。 

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータス

ワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

商 = 0 0 0 0 - 

-2147483648 <= 指数 < 0 0 1 0 - 

2147483647 >= 指数 > 0 1 0 0 - 

指数 = 2147483648 1 0 1 1 

ゼロ除算 1 1 1 1 

例 

STL 説明 

L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
/D  //ACCU 2 を ACCU 1 で除算し、その結果（商）を ACCU 1 に保存する。 
 T MD20 //ACCU 1 の内容（結果）を MD20 に転送する。 

例: 13 を 4 で割る 

命令（ID10）の前の ACCU 2 の内容: "13" 
命令（MD14）の前の ACCU 1 の内容: "4" 
命令/D（ACCU 2 / ACCU 1）: "13/4" 
命令後の ACCU 1 の内容（商）: "3" 
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7.12 MOD   除算により余りを生成（32 ビット倍長整数） 
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7.12 MOD   除算により余りを生成（32 ビット倍長整数） 

フォーマット 

MOD 

説明 

MOD（32 ビット整数の除算）は、ACCU 2 の内容を ACCU 1 の内容で割ります。ACCU 1 と ACCU 2
の内容は、32 ビット整数として解釈されます。この命令の結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。

結果には剰余のみが含まれ、商は含まれません。（/D 命令を使用すれば、余りを求めることができます）。 

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータス

ワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 
ステータスビットの生成 CC 1 CC 0 OV OS 

余り = 0 0 0 0 - 

-2147483648 <= 余り < 0 0 1 0 - 

 2147483647 >= 余り > 0 1 0 0 - 

ゼロ除算 1 1 1 1 
 

例 
 
STL 説明 
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
MOD  //ACCU 2 を ACCU 1 で除算し、その結果（余り）を ACCU 1 に保存する。 
T MD20 //ACCU 1 の内容（結果）を MD20 に転送する。 

 

例: 13 を 4 で割る 

命令（ID10）の前の ACCU 2 の内容: "13" 
命令（MD14）の前の ACCU 1 の内容: "4" 
命令 MOD（ACCU 2 / ACCU 1）: "13/4" 
命令後の ACCU 1 の内容（余り）: "1" 



 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 115 

8 浮動小数点数値演算命令 

8.1 浮動小数点数値演算命令の概要 

説明 

数値演算命令は、アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の内容を結合します。アキュムレータが 2 つ

の CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

アキュムレータが 4 つの CPU の場合、アキュムレータ 3 の内容はアキュムレータ 2 にコピーされ、ア

キュムレータ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の元の内容は変わり

ません。 

IEEE 32 ビット浮動小数点数は、REAL と呼ばれるデータタイプに属します。浮動小数点数値演算命令

を使用し、32 ビット IEEE 浮動小数点数を 2 つ使用すれば、以下の数値演算命令を実行できます。 

• +R  ACCU 1 と ACCU 2 の加算 

• -R  ACCU 2 から ACCU 1 を減算 

• *R  ACCU 1 と ACCU 2 を乗算 

• /R  ACCU 2 を ACCU 1 で除算 

 

浮動小数点数値演算を使用し、32 ビット IEEE 浮動小数点数を 1 つ使用すれば、以下の操作を実行で

きます。 

• ABS 絶対値 

• SQR 2 乗の生成 

• SQRT 平方根の生成 

• EXP 指数値の生成 

• LN  自然対数の生成 

• SIN 角度のサインの生成 

• COS 角度のコサインの生成 

• TAN 角度のタンジェントの生成 

• ASIN アークサインの生成 

• ACOS アークコサインの生成 

• ATAN アークタンジェントの生成 

 



浮動小数点数値演算命令  
8.2 浮動小数点数値演算命令におけるステータスワードのビットの評価 
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8.2 浮動小数点数値演算命令におけるステータスワードのビットの評価 

説明 

基本算術型は、ステータスワードビット CC 1 と CC 0、OV と OS に影響を及ぼします。 

以下の表に、浮動小数点数（32 ビット）を使用した命令の結果に対応するステータスワードのビット

の信号状態を示します。 

 
結果の有効範囲  CC 1 CC 0 OV OS 

+0、-0（Null） 0 0 0 * 

-3.402823E+38 < 結果 < -1.175494E-38（負の数） 0 1 0 * 

+1.175494E-38 < 結果 < 3.402824E+38（正の数） 1 0 0 * 

* OS ビットは、この命令結果による影響を受けません。 

 
結果の有効範囲  CC 1 CC 0 OV OS 

アンダーフロー 
-1.175494E-38 < 結果 < - 1.401298E-45（負数） 

0 0 1 1 

アンダーフロー 
+1.401298E-45 < 結果 < +1.175494E-38（正数） 

0 0 1 1 

オーバーフロー 
結果 < -3.402823E+38（負の数） 

0 1 1 1 

オーバーフロー 
結果 > 3.402823E+38（正数） 

1 0 1 1 

無効な実数または不正な命令 
（有効範囲にない入力値） 

1 1 1 1 

 

 



 浮動小数点数値演算命令 
 8.3 浮動小数点数値演算命令: 基本 
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8.3 浮動小数点数値演算命令: 基本 

8.3.1 +R   ACCU 1 と ACCU 2 の加算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数） 

フォーマット 
+R 

命令の説明 

+R（32 ビットの IEEE 浮動小数点数の加算）は、アキュムレータ 2 の内容をアキュムレータ 1 の内容

に加算して、その結果をアキュムレータ 1 に保存します。アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の内

容は、32 ビットの IEEE 浮動小数点数として解釈されます。この命令は、RLO に関係なく実行され、

これにより RLO が変更されることもありません。ステータスビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、

命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 

-qNaN 1 1 1 1  

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 



浮動小数点数値演算命令  
8.3 浮動小数点数値演算命令: 基本 
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例 
 
STL 説明 
OPN DB10  
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
+R  //ACCU 2 と ACCU 1 を加算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB10 の DBD25 に転送する。 
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8.3.2 -R   ACCU 2 から ACCU 1 を減算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数） 

フォーマット 
-R 

説明 
-R（32 ビットの IEEE 浮動小数点数の減算）は、アキュムレータ 2 の内容からアキュムレータ 1 の

内容を減算して、その結果をアキュムレータ 1 に保存します。アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2
の内容は、32 ビットの IEEE 浮動小数点数として解釈されます。この結果は、アキュムレータ 1 に

保存されます。この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありま

せん。ステータスビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設

定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つのCPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 

-qNaN 1 1 1 1  
 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

例 

STL 説明 
OPN DB10  
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
–R  //ACCU 2 から ACCU 1 を減算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB10 の DBD25 に転送する。 



浮動小数点数値演算命令  
8.3 浮動小数点数値演算命令: 基本 
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8.3.3 *R   ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビットの IEEE 754）浮動小数点数 

フォーマット 
*R 

命令の説明 
*R（32 ビット IEEE 浮動小数点数の乗算）は、アキュムレータ 2 の内容をアキュムレータ 1 の内容で

乗算します。アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の内容は、32 ビットの IEEE 浮動小数点数として

解釈されます。計算結果は、32 ビット IEEE 浮動小数点数としてアキュムレータ 1 に保存されます。

この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありません。ステータス

ワードビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定されます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つのCPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。アキュムレータ 4 の内容は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 
+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 
+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 
-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 
-qNaN 1 1 1 1  

 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

例 

STL 説明 

OPN DB10  
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
*R  //ACCU 2 と ACCU 1 を乗算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
T DBD25 //ACCU 1 の内容（結果）を DB10 の DBD25 に転送する。 



 浮動小数点数値演算命令 
 8.3 浮動小数点数値演算命令: 基本 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 121 

8.3.4 /R   ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数） 

フォーマット 
/R 

命令の説明 

/R（32 ビット IEEE 浮動小数点数の除算）は、アキュムレータ 2 の内容をアキュムレータ 1 の内容で

除算します。アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の内容は、32 ビットの IEEE 浮動小数点数として

解釈されます。この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもありませ

ん。ステータスビット CC 1、CC 0、OS、および OV は、命令の結果のファンクションとして設定さ

れます。 

ACCU が 2 つの CPU の場合、アキュムレータ 2 の内容は変わりません。 

ACCUが 4つの CPUの場合、アキュムレータ 3の内容はアキュムレータ 2にコピーされ、アキュムレー

タ 4 の内容はアキュムレータ 3 にコピーされます。 

結果 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 

-qNaN 1 1 1 1  
 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x x - - - - 

 

例 

STL 説明 
OPN DB10  
L ID10 //ID10 の値を ACCU 1 にロードする。 
L MD14 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD14 の値を ACCU 1 にロードする。 
/R  //ACCU 2 を ACCU 1 で除算し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T DBD20 //ACCU 1 の内容（結果）を DB10 の DBD20 に転送する。 
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8.3.5 ABS   浮動小数点数の絶対値（32 ビットの IEEE 754） 

フォーマット 
ABS 

説明 

ABS（32 ビットの IEEE 浮動小数点数の絶対値）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数の絶対値を

生成します（32 ビットの IEEE 浮動小数点数）。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。こ

の命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されること

もありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L ID8 //値を ACCU 1 にロードする（例: ID8= -1.5E+02）。 
ABS  //絶対値を形成し、その結果を ACCU 1 に保存する。 
T MD10 //結果を MD10 に転送する（例: result = 1.5E+02）。 
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8.4 浮動小数点数値演算命令: 拡張 

8.4.1 SQR   浮動小数点数（32 ビット）の 2 乗を生成 

フォーマット 
SQR 

命令の説明 

SQR（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数の 2 乗を生成）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数の

2 乗を計算します（32 ビット、IEEE 754）。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。この命

令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 

 OPN DB17 //データブロック DB17 を開く。 
 L DBD0 //データダブルワード DBD0 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 SQR  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//2 乗を計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //SQR 命令の実行中にエラーが発生しなければ、 

//OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //SQR 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロックの最後へ。 
OK: T DBD4 //結果を ACCU 1 からデータダブルワード DBD4 に転送する。 
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8.4.2 SQRT   浮動小数点数（32 ビット）の平方根を生成 

フォーマット 
SQRT 

命令の説明 

SQRT（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数の平方根を生成）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数

の平方根を計算します（32 ビット、IEEE 754）。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。入

力値は 0 以上でなければなりません。これにより、正の結果が得られます。唯一の例外: -0 の平方根は

-0 です。この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 SQRT  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//平方根を計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //SQRT 命令の実行中にエラーが発生しなければ、 

//OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //SQRT 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロックの最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.3 EXP   浮動小数点数（32 ビット）の指数値を生成 

フォーマット 
EXP 

命令の説明 

EXP（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数の指数値を生成）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数

の指数値（e を底とする指数）を計算します（32 ビット、IEEE 754）。この結果は、アキュムレータ

1 に保存されます。この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更

されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 EXP  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の、 

//e を底とする指数を計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //EXP 命令の実行中にエラーが発生しなければ、 

//OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //EXP 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロックの最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.4 LN   浮動小数点数（32 ビット）の自然対数を生成 

フォーマット 
LN 

命令の説明 

LN（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数の自然対数を生成）は、ACCU 1 に格納された浮動小数点数

の自然対数（e を底とする対数）を計算します（32 ビット、IEEE 754）。この結果は、アキュムレー

タ 1 に保存されます。入力値は 0 より大きい必要があります。この命令により、CC 1, CC 0、UO、お

よび OV のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 

-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 LN  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//自然対数を計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //命令の実行中にエラーが発生しなければ、OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロック最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.5 SIN   角度のサイン（32 ビット浮動小数点数）を生成 

フォーマット 
SIN 

命令の説明 

SIN（角度のサインを 32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数で生成）は、角度のサインをラジアン単位

で計算します。角度は浮動小数点数として ACCU 1 に存在する必要があります。この結果は、アキュ

ムレータ 1 に保存されます。この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビッ

トは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 オーバーフロー 

+zero 0 0 0 -  
+infinite 1 0 1 1  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

関連項目: 浮動小数点命令によるステータスワードのビットの評価 

例 
 
STL 説明 

L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 
//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 

SIN  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）のサインを計算する。 
//結果を ACCU 1 に保存する。 

T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.6 COS   角度のコサイン（32 ビット浮動小数点数）を生成 

フォーマット 
COS 

命令の説明 

COS（角度のコサインを 32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数で生成）は、角度のコサインをラジアン

単位で計算します。角度は浮動小数点数として ACCU 1 に存在する必要があります。この結果は、ア

キュムレータ 1 に保存されます。この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワード

ビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 オーバーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
COS  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）のコサインを計算する。 

//結果を ACCU 1 に保存する。 
T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.7 TAN   角度のタンジェント（32 ビット浮動小数点数）を生成 

フォーマット 
TAN 

命令の説明 

TAN（角度のタンジェントを 32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数で生成）は、角度のタンジェントを

ラジアン単位で計算します。角度は浮動小数点数として ACCU 1 に存在する必要があります。この結

果は、アキュムレータ 1 に保存されます。この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータ

スワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+infinite 1 0 1 1 オーバーフロー 

+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-infinite 0 1 1 1 オーバーフロー 

-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 TAN  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//タンジェントを計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //TAN 命令の実行中にエラーが発生しなければ、OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロックの最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 

 



浮動小数点数値演算命令  
8.4 浮動小数点数値演算命令: 拡張 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
130 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

8.4.8 ASIN   浮動小数点数（32 ビット）のアークサインを生成 

フォーマット 
ASIN 

命令の説明 

ASIN（浮動小数点数のアークサインを生成、32 ビット、IEEE 754）は、ACCU 1 に格納された浮動

小数点数のアークサインを計算します。入力値の許容範囲  
 -1 <= 入力値 <= +1 

計算結果はラジアン単位の角度です。値の範囲は以下のとおりです。 

 -π / 2 <= arc sine (ACCU1) <= +π / 2, with π = 3.14159...  
この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 オーバーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 ASIN  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//アークサインを計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 

 JC OK //ASIN 命令の実行中にエラーが発生しなければ、OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //ASIN 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロックの最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.9 ACOS   浮動小数点数（32 ビット）のアークコサインを生成 

フォーマット 
ACOS 

命令の説明 

ACOS（浮動小数点数のアークコサインを生成、32 ビット、IEEE 754）は、ACCU 1 に格納された浮

動小数点数のアークコサインを計算します。入力値の許容範囲  
 -1 <= 入力値 <= +1 

計算結果はラジアン単位の角度です。値の範囲は以下のとおりです。 

 0 <= arc cosine (ACCU1) <= π, with π = 3.14159...  
この命令により、CC 1, CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 オーバーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 ACOS  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//アークコサインを計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //ACOS 命令の実行中にエラーが発生しなければ、OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //ACOS 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロック最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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8.4.10 ATAN   浮動小数点数（32 ビット）のアークタンジェントを生成 

フォーマット 
ATAN 

命令の説明 

ATAN（浮動小数点数、32 ビット、IEEE 754 のアークタンジェントを生成）は、ACCU 1 に格納され

た浮動小数点数のアークタンジェントを計算します。計算結果はラジアン単位の角度になります。値

の範囲は、以下のとおりです。 

 -π / 2 <= arc tangent (ACCU1) <= +π / 2, with π = 3.14159...  
この命令により、CC 1、CC 0、OV、および OS のステータスワードビットは変更されます。 

アキュムレータ 2の内容（ACCUが 4つのCPUの場合はさらにアキュムレータ 3と 4）は変わりません。 

結果 
 
ACCU 1 の結果 CC 1 CC 0 OV OS 注記 

+ qNaN 1 1 1 1  
+normalized 1 0 0 -  
+denormalized 0 0 1 1 オーバーフロー 

+zero 0 0 0 -  
-zero 0 0 0 -  
-denormalized 0 0 1 1 アンダーフロー 

-normalized 0 1 0 -  
-qNaN 1 1 1 1  

 

例 
 
STL 説明 
 L MD10 //メモリダブルワード MD10 の値が ACCU 1 にロードされる。 

//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 
 ATAN  //ACCU 1 に格納された浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の 

//アークタンジェントを計算する。結果を ACCU 1 に保存する。 
 AN OV //ステータスワードの OV ビットが"0"かどうかをスキャンする。 
 JC OK //ATAN 命令の実行中にエラーが発生しなければ、 

//OK ジャンプラベルへジャンプする。 
BEU   //ATAN 命令の実行中にエラーが発生しなければ、無条件でブロック最後へ。 
OK: T MD20 //結果を ACCU 1 からメモリダブルワード MD20 に転送する。 
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9 ロード命令と転送命令 

9.1 ロード命令と転送命令の概要 

説明 

ロード命令（L）と転送命令（T）を使用すれば、入出力モジュールとメモリ領域間またはメモリ領域

間での情報交換をプログラムできます。CPU は、これらの命令を無条件命令として、すなわち、ステー

トメントの論理演算結果には関係なく、それぞれのスキャンサイクル内で実行します。 

以下のロード命令と転送命令を使用できます。 

• L   ロード 

• L STW  ステータスワードを ACCU 1 にロード 

• LAR1 AR2  アドレスレジスタ 2 からアドレスレジスタ 1 をロード 

• LAR1 <D>  アドレスレジスタ 1 を倍長整数（32 ビットポインタ）と共にロード 

• LAR1  ACCU 1 からアドレスレジスタ 1 をロード 

• LAR2 <D>  倍長整数（32 ビットポインタ）と共にアドレスレジスタ 2 をロード 

• LAR2  ACCU 1 からアドレスレジスタ 2 をロード 

 

• T   転送 

• T STW  ACCU 1 をステータスワードへ転送 

• TAR1 AR2  アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 へ転送 

• TAR1 <D>  アドレスレジスタ 1 を宛先へ転送（32 ビットポインタ） 

• TAR2 <D>  アドレスレジスタ 2 を宛先へ転送（32 ビットポインタ） 

• TAR1  アドレスレジスタ 1 を ACCU 1 へ転送 

• TAR2  アドレスレジスタ 2 を ACCU 1 へ転送 

• CAR  アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 と交換 
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9.2 L   ロード 

フォーマット 
L <address> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<address> BYTE 
WORD 
DWORD 

E、A、PE、M、L、D、 
ポインタ、パラメータ 

0...65535 
0...65534 
0...65532 

 

説明 

L <address>は、ACCU 1 の前の内容を ACCU 2 に保存してからアドレスバイト、ワード、ダブルワー

ドを ACCU 1 にロードし、ACCU 1 を"0"にリセットします。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み
の内容: 

- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L IB10 //入力バイト IB10 を ACCU 1-L-L にロードする。 
L MB120 //メモリバイト MB120 を ACCU 1-L-L にロードする。 
L DBB12 //データバイト DBB12 を ACCU 1-L-L にロードする。 
L DIW15 //インスタンスデータワード DIW15 を ACCU 1-L にロードする。 
L LD252 //ローカルデータダブルワード LD252 を ACCU 1 にロードする。 
L P# I 8.7 //ポインタを ACCU 1 にロードする。 
L OTTO //パラメータ"OTTO"を ACCU 1 にロードする。 
L P# ANNA //ポインタを ACCU 1 の指定パラメータにロードする。（この命令は、 

//指定パラメータの相対アドレスオフセットをロードする。複数のインスタンス FB 
//でインスタンスデータブロックの絶対オフセットを計算するには、この値に、 
//AR2 レジスタの内容を追加する必要があります。 
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ACCU 1 の内容 
 
ACCU 1 の内容  ACCU1-H-H ACCU1-H-L ACCU1-L-H ACCU1-L-L 

ロード命令実行前の値 XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX XXXXXXXX 
命令実行後の値 L MB10（L <Byte>） 00000000 00000000 00000000 <MB10> 

命令実行後の値 L MW10（L <word>） 00000000 00000000 <MB10> <MB11> 

命令実行後の値 L MD10（L <double word>） <MB10> <MB11> <MB12> <MB13> 

命令実行後の値 L P# ANNA（FB 内） <86> < FB の開始に関連した ANNA のビットオフ

セット。> 
複数のインスタンス FB でインスタンスデータ

ブロックの絶対オフセットを計算するには、こ

の値に、AR2 レジスタの内容を追加する必要が

あります。 

命令実行後の値 L P# ANNA（FC 内） <ANNA に転送されるデータの領域間のアドレス> 

 X = "1"または"0" 

 



ロード命令と転送命令  
9.3 L STW   ステータスワードを ACCU 1 にロード 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
136 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

9.3 L STW   ステータスワードを ACCU 1 にロード 

フォーマット 
L STW 

説明 

L STW（アドレス STW 付きの L）は、ステータスワードの内容と共に ACCU 1 をロードします。この

命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることも

ありません。 

 
 注 

S7-300 シリーズの CPU では、ステートメント L STW は、ステータスワードの FC、STA、OR の各

ビットをロードしません。ビット 1、4、5、6、7、8 だけが、アキュムレータ 1 の下位ワードの該当

するビットの位置へロードされます。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L STW //ステータスワードの内容を ACCU 1 にロードする。 

 

L STW を実行後の ACCU 1 の内容 

 
ビット 31-9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

内容 0 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
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9.4 LAR1   ACCU 1 からアドレスレジスタ 1 をロード 

フォーマット 
LAR1 

説明 

LAR1 は、ACCU 1 の内容（32 ビットポインタ）と共にアドレスレジスタ AR1 をロードします。ACCU 
1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、

ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 



ロード命令と転送命令  
9.5 LAR1 <D>   アドレスレジスタ 1 を倍長整数（32 ビットポインタ）と共にロード 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
138 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

9.5 LAR1 <D>   アドレスレジスタ 1 を倍長整数（32 ビットポインタ）と共

にロード 

フォーマット 
LAR1 <D> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<D> DWORD 
ポインタ定数 

D、M、L 0...65532 

 

説明 

LAR1 <D>は、アドレス指定されたダブルワード<D>またはポインタ定数と共にアドレスレジスタ AR1
をロードします。ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく

実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例: 直接アドレス 
 
STL 説明 
LAR1 DBD20 //データダブルワード DBD20 のポインタを AR1 にロードする。 
LAR1 DID30 //インスタンスデータダブルワード DID30 のポインタを AR1 にロードする。 
LAR1 LD180 //ローカルデータダブルワード LD180 のポインタを AR1 にロードする。 
LAR1 MD24 //メモリダブルワード MD24 の定数を AR1 にロードする。 

 

例: ポインタ定数 
 
STL 説明 
LAR1 P#M100.0 //32 ビットポインタ定数を AR1 にロードする。 
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9.6 LAR1 AR2   アドレスレジスタ 2 からアドレスレジスタ 1 をロード 

フォーマット 
LAR1 AR2 

説明 

LAR1 AR2（アドレス AR2 付き LAR1 命令）は、アドレスレジスタ AR2 の内容をアドレスレジスタ

AR1 にロードします。ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係

なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

9.7 LAR2   ACCU 1 からアドレスレジスタ 2 をロード 

フォーマット 
LAR2 

説明 

LAR2 は、ACCU 1（32 ビットポインタ）と共にアドレスレジスタ AR2 をロードします。 

ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これに

より、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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9.8 LAR2 <D>   倍長整数（32 ビットポインタ）と共にアドレスレジスタ 2
をロード 

フォーマット 
LAR2 <D> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<D> DWORD 
ポインタ定数 

D、M、L 0...65532 

説明 

LAR2 <D>は、アドレス指定されたダブルワード<D>またはポインタ定数と共にアドレスレジスタ AR2
をロードします。ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく

実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例: 直接アドレス 
 
STL 説明 

LAR2  DBD 20 //データダブルワード DBD20 のポインタを AR2 にロードする。 
LAR2 DID 30 //インスタンスデータダブルワード DID30 のポインタを AR2 にロードする。 
LAR2 LD 180 //ローカルデータダブルワード LD180 のポインタを AR2 にロードする。 
LAR2 MD 24 //データダブルワード DBD24 のポインタを AR2 にロードする。 

例: ポインタ定数 
 
STL 説明 
LAR2 P#M100.0 //32 ビットポインタ定数を AR2 にロードする。 
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9.9 T   転送 

フォーマット 
T <address> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<address> BYTE 
WORD 
DWORD 

I, Q, PQ, M, L, D 0...65535 
0...65534 
0...65532 

説明 

T <address>は、マスタコントロールリレーがオン（MCR = 1）の場合、ACCU 1 の内容を宛先アドレ

スに転送（コピー）します。MCR が 0 の場合、宛先アドレスは 0 を使用して書き込まれます。ACCU 
1 からコピーされるバイト数は、宛先アドレスで表されるサイズによって異なります。ACCU 1 はさら

に、転送手続きの終了後にデータの保存も行います。直接 I/O 領域（メモリタイプ PQ）の転送は、ACCU 
1 の内容または"0"（MCR=0 の場合）を、プロセスイメージ出力テーブル（メモリタイプ Q）の対応す

るアドレスに転送します。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステー

タスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
T QB10  //ACCU 1-L-L の内容を出力バイト QB10 へ転送する。 
T MW14   //ACCU 1-L の内容をメモリワード MW14 へ転送する。 
T DBD2 //ACCU 1 の内容をデータダブルワード DBD2 へ転送する。 
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9.10 T STW   ACCU 1 をステータスワードへ転送 

フォーマット 
T STW 

説明 

T STW（アドレス STW 付き T 命令）は、ACCU 1 のビット 0 からビット 8 をステータスワードに転

送します。 

この命令はステータスビットに関係なく実行され、これによりステータスビットが変更されることも

ありません。 

注: S7-300 ファミリの CPU では、ステータスワード/ER、STA、OR のビットは、T STW 命令によっ

て書き込まれません。ビット 1、4、5、6、7、および 8 のみが、ACCU1 のビット設定に従って書き込

まれます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
x x x x x x x x x 

 

例 
 
STL 説明 
T STW // ACCU 1 のビット 0 からビット 8 をステータスワードへ転送する。 

 

ACCU 1 のビットには次のステータスビットが含まれています。 

 
ビット 31-9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

内容 *） BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

*）ビットは転送されない。 
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9.11 CAR   アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 と交換 

フォーマット 
CAR 

説明 

CAR（アドレスレジスタの交換）は、アドレスレジスタ AR1 と AR2 の内容を交換します。この命令

は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもあり

ません。 

アドレスレジスタ AR1 の内容を、アドレスレジスタ AR2 へ移動します。 
アドレスレジスタ AR2 の内容を、アドレスレジスタ AR1 へ移動します。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

9.12 TAR1   アドレスレジスタ 1 を ACCU 1 へ転送 

フォーマット 
TAR1 

説明 

TAR1 は、アドレスレジスタ AR1 の内容を ACCU 1（32 ビットポインタ）へ転送します。ACCU 1 の

以前の内容は、ACCU 2 に保存されます。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これ

により、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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9.13 TAR1 <D>   アドレスレジスタ 1 を宛先へ転送（32 ビットポインタ） 

フォーマット 
TAR1 <D> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<D> DWORD D、M、L 0...65532 

 

説明 

TAR1 <D> は、アドレスレジスタ AR1 の内容をアドレスダブルワード<D>に転送します。宛先領域に

は、メモリダブルワード（MD）、ローカルデータダブルワード（LD）、データダブルワード（DBD）、

およびインスタンスデータワード（DID）があります。 

ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これに

より、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
TAR1  DBD20 //AR1 の内容をデータダブルワード DBD20 に転送する。 
TAR1 DID30 //AR1 の内容をインスタンスデータダブルワード DID30 に転送する。 
TAR1 LD18 //AR1 の内容をローカルデータダブルワード LD18 に転送する。 
TAR1 MD24 //AR1 の内容をメモリダブルワード MD24 に転送する。 
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9.14 TAR1 AR2   アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 へ転送 

フォーマット 
TAR1 AR2 

説明 

TAR1 AR2（アドレス AR2 付き TAR1 命令）は、アドレスレジスタ AR1 の内容をアドレスレジスタ

AR2 へ転送します。 

ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これに

より、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

9.15 TAR2   アドレスレジスタ 2 を ACCU 1 へ転送 

フォーマット 
TAR2 

説明 

TAR2 は、アドレスレジスタ AR2 の内容を ACCU 1（32 ビットポインタ）へ転送します。ACCU 1 の

以前の内容は、以前に ACCU 2 に保存されています。この命令は、ステータスビットに関係なく実行

され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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9.16 TAR2 <D>   アドレスレジスタ 2 を宛先へ転送（32 ビットポインタ） 

フォーマット 
TAR2 <D> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 ソースアドレス 

<D> DWORD D、M、L 0...65532 

 

説明 

TAR2 <D>は、アドレスレジスタ AR2 の内容を、アドレス指定されたダブルワード<D>へ転送します。

宛先領域には、メモリダブルワード（MD）、ローカルデータダブルワード（LD）、データダブルワー

ド（DBD）、およびインスタンスデータワード（DID）があります。 

ACCU 1 と ACCU 2 は変更されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これに

より、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
TAR2  DBD20 //AR2 の内容をデータダブルワード DBD20 に転送する。 
TAR2 DID30 //AR2 の内容をデータダブルワード DBD30 に転送する。 
TAR2 LD18 //AR2 の内容をローカルデータダブルワード LD18 に転送する。 
TAR2 MD24 //AR2 の内容をメモリダブルワード MD24 に転送する。 
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10 プログラム制御命令 

10.1 プログラム制御命令の概要 

説明 

プログラム制御命令の実行には、以下の命令を使用できます。 

• BE  ブロックの終了 

• BEC 条件付きのブロックの終了 

• BEU 無条件ブロックの終了 

• CALL ブロック呼び出し 

• CC  条件付き呼び出し 

• UC  無条件呼び出し 

 

• FB の呼び出し 

• FC の呼び出し 

• SFB の呼び出し 

• SFC の呼び出し 

• 複数インスタンスの呼び出し 

• ライブラリからのブロックの呼び出し 

 

• MCR（マスタコントロールリレー） 

• MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

• MCR（ MCR スタックに RLO を保存、MCR の開始 

• ）MCR MCR オフ 

• MCRA MCR 領域の有効化 

• MCRD MCR 領域の無効化 
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10.2 BE   ブロックの終了 

フォーマット 
BE 

説明 

BE（ブロックの終了）は、現在のブロックのプログラムスキャンを終了し、このブロックを呼び出し

たブロックへジャンプします。そして、呼び出しプログラムのブロック呼び出しステートメントの次

の命令から、プログラムスキャンを再開します。現在のローカルデータ領域が解放され、前回のロー

カルデータ領域が現在のローカルデータ領域になります。ブロックが呼び出された時に開いていた

データブロックが再度開きます。さらに、呼び出し側ブロックの MCR の依存性が復元され、現在のブ

ロックから呼び出し側であるブロックへ RLO が渡されます。BE は、どの状態からも影響を受けませ

ん。ただし、BE 命令がジャンプすると、現在のプログラムスキャンは終了せず、ブロック内のジャン

プ先から実行します。 

BE 命令は、S5 ソフトウェアとは異なります。S7 ハードウェアで使用する場合、この命令は機能的に

BEU と同等です。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 

 

例 
 
STL 説明 
 A I 1.0  
 JC NEXT //RLO が 1（I 1.0 = 1）の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
 L  IW4 //ジャンプが実行されない場合、ここから継続される。 
 T  IW10  
 A I 6.0  
 A I 6.1  
 S M 12.0  
 BE  //ブロックの終了 
NEXT: NOP 

0 
 //ジャンプが実行される場合、ここから継続される。 
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10.3 BEC   条件付きのブロックの終了 

フォーマット 
BEC 

説明 

RLO が 1 になると、BEC（条件付きのブロックの終了）は現在のブロックでのプログラムスキャンを

中断し、呼び出し側のブロックへジャンプします。プログラムスキャンは、呼び出し側プログラムの

ブロック呼び出しステートメントの次の命令から再開されます。現在のローカルデータ領域が解放さ

れ、前回のローカルデータ領域が現在のローカルデータ領域になります。ブロックを呼び出した時に

開いていたデータブロックが再度開きます。さらに、呼び出し側ブロックの MCR の依存性が復元され

ます。 

終了したブロックから呼び出したブロックへ RLO（= 1）が渡されます。RLO が 0 の場合、BEC は実

行されません。RLO は 1 に設定され、BEC の次の命令からプログラムスキャンが実行されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - x 0 1 1 0 

 

例 
 
STL 説明 
A I 1.0 //RLO を更新する。 
BEC  //RLO が 1 の場合にブロックを終了する。 
L  IW4 //BEC が実行されない場合（RLO = 0）、ここから継続される。 
T  MW10  
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10.4 BEU   無条件ブロックの終了 

フォーマット 
BEU 

説明 

BEU（無条件ブロックの終了）は、現在のブロックのプログラムスキャンを終了し、このブロックを

呼び出したブロックへジャンプします。プログラムスキャンは、呼び出し側プログラムのブロック呼

び出しステートメントの次の命令から再開されます。現在のローカルデータ領域が解放され、前回の

ローカルデータ領域が現在のローカルデータ領域になります。ブロックが呼び出された時に開いてい

たデータブロックが再度開きます。さらに、呼び出し側ブロックの MCR の依存性が復元され、現在の

ブロックから呼び出し側であるブロックへ RLO が渡されます。BEU は、どの状態からも影響を受けま

せん。ただし、BEU 命令がジャンプすると、現在のプログラムスキャンは終了せず、ブロック内のジャ

ンプ先から実行します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 

 

例 
 
STL 説明 

 A I 1.0  
 JC NEXT //RLO が 1（I 1.0 = 1）の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
 L  IW4 //ジャンプが実行されない場合、ここから継続される。 
 T  IW10  
 A I 6.0  
 A I 6.1  
 S M 12.0  
 BEU  //無条件ブロック終了 
NEXT: NOP 0  //ジャンプが実行される場合、ここから継続される。 
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10.5 CALL   ブロック呼び出し 

フォーマット 
CALL <logic block identifier> 

説明 

CALL <logic block identifier>を使用すれば、ファンクション（FC）またはファンクションブロック

（FB）、システムファンクション（SFC）、またはシステムファンクションブロック（SFB）を呼び

出したり、Siemens 提供の標準事前プログラムブロックを呼び出したりできます。CALL 命令は、RLO
や他の条件に関係なく、ユーザーがアドレスを指定した FC および SFC、FB および SFB を呼び出し

ます。FB または SFB を CALL で呼び出す場合、インスタンス DB が関連付けられているブロックを指

定する必要があります。呼び出し側のブロックプログラムは、呼び出されたブロックを処理した後に

ロジックプロセスを引き続き実行します。ロジックブロックには、絶対アドレス指定またはシンボル

アドレス指定を使用できます。SFB/SFC の呼び出し後、レジスタの内容が復元されます。 

例: FB1, DB1 の呼び出しまたは FILLVAT1, RECIPE1 の呼び出し 
 
ロジックブロック ブロックの種類 絶対アドレスによる呼び出し構文 

FC ファンクション CALL FCn 

SFC システムファンクション CALL SFCn 

FB ファンクションブロック CALL FBn1,DBn2  

SFB システムファンクションブロック CALL SFBn1,DBn2 

 
 注記 

STL エディタを使用する場合、上記の表の参照（n、n1、n2）は、有効な既存ブロックを指す必要が

あります。また、使用する前にシンボル名を定義しておく必要があります。 
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パラメータの引き渡し（インクリメンタル編集モード） 

呼び出し側ブロックは、変数リストを介して、呼び出されたブロックとパラメータのやりとりを行い

ます。有効な CALL ステートメントを入力すると、変数リストは、自動的に STL プログラムに拡張さ

れます。 

FB、SFB、FC、または SFC の呼び出しを行い、そのブロックの変数宣言テーブルに IN、OUT、およ

び IN_OUT の宣言がある場合、これらの変数は、呼び出し側ブロックに仮パラメータリストとして追

加されます。 

FC および SFC を呼び出す場合、呼び出し側ロジックブロックの実パラメータを仮パラメータに割り

付ける必要があります。 

FB および SFB を呼び出す場合、前回の呼び出しから変更しなければならない実パラメータのみを指

定します。FB が処理されると、インスタンス DB に実パラメータが保存されます。実パラメータがデー

タブロックの場合、完全な絶対アドレス（たとえば、DB1、DBW2）を指定する必要があります。 

IN パラメータは、定数、絶対アドレス、またはシンボルアドレスで指定できます。OUT および IN_OUT
パラメータは、絶対アドレスまたはシンボルアドレスで指定します。すべてのアドレスおよび定数は、

転送されるデータタイプと必ず互換性をもつようにします。 

CALL はリターンアドレス（セレクタおよび相対アドレス）、2 つの現在のデータブロックのセレクタ、

MA ビットを B（ブロック）スタックに保存します。さらに、CALL は、MCR の依存性を無効にし、

呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 

 

例 1: FC6 呼び出しへのパラメータの割り付け 
 
CALL FC6  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 NO OF TOOL  := MW100 
 TIME OUT := MW110 
 FOUND := Q 0.1 
 エラー := Q 100.0 

 

例 2: パラメータなしの SFC の呼び出し 
 
STL 説明 

CALL SFC43 //SFC43 を呼び出して、ウォッチドッグタイマを再トリガする（パラメータなし）。 
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例 3: インスタンスデータブロック DB1 による FB99 の呼び出し 
 
CALL FB99,DB1  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 MAX_RPM := #RPM1_MAX 
 MIN_RPM  := #RPM1 
 MAX_POWER := #POWER1 
 MAX_TEMP := #TEMP1 

 

例 4: インスタンスデータブロック DB2 による FB99 の呼び出し 
 
CALL FB99,DB2  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 MAX_RPM := #RPM2_MAX 
 MIN_RPM  := #RPM2 
 MAX_POWER := #POWER2 
 MAX_TEMP := #TEMP2 

 
 注 

FB または SFB CALL には、インスタンスデータブロックが必要です。上記の例では、ブロック DB1
および DB2 がなければ、呼び出しを実行することはできません。 
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10.6 FB の呼び出し 

フォーマット 
CALL FB n1, DB n1 

説明 

この命令は、ユーザー定義のファンクションブロック（FB）を呼び出すために使用します。CALL 命

令は、アドレスが指定されたファンクションブロックを呼び出します。RLO や他の条件には影響され

ません。CALL を使ってファンクションブロックを呼び出す場合、インスタンスデータブロックを指定

する必要があります。呼び出されたブロックの処理後、呼び出し側ブロックのプログラムにより処理

が実行されます。ロジックブロックには、絶対アドレス指定またはシンボルアドレス指定を使用でき

ます。 

パラメータの引き渡し（インクリメンタル編集モード） 

呼び出し側ブロックは、変数リストを介して、呼び出されたブロックとパラメータのやりとりを行い

ます。有効な CALL 命令を指定すると、変数リストは、自動的にステートメントリストプログラムに

拡張されます。 

ファンクションブロックの呼び出しを行い、このブロックの変数宣言テーブルに IN、OUT、および

IN_OUT の宣言がある場合、これらの変数は、呼び出し側ブロックのプログラムに仮パラメータリス

トとして追加されます。 

ファンクションブロックは、実パラメータを指定するだけで呼び出せます。実パラメータは、ファン

クションブロックの処理後にインスタンスデータブロックに保存されるので、前回の呼び出しから変

更する必要があります。実パラメータがデータブロックの場合、完全な絶対アドレス（たとえば、DB1、
DBW2）を指定する必要があります。 

IN パラメータは、定数、絶対アドレス、またはシンボルアドレスで指定できます。OUT および IN_OUT
パラメータは、絶対アドレスまたはシンボルアドレスで指定します。すべてのアドレスおよび定数は、

転送されるデータタイプと必ず互換性をもつようにします。 

CALL は、リターンアドレス（セレクタおよび相対アドレス）、2 つの開いているデータブロックのセ

レクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存します。さらに、CALL は、MCR の依存性を無

効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 
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例 1: インスタンスデータブロック DB1 による FB99 の呼び出し 
 
CALL FB99,DB1  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 MAX_RPM := #RPM1_MAX 
 MIN_RPM  := #RPM1 
 MAX_POWER := #POWER1 
 MAX_TEMP := #TEMP1 

 

例 2: インスタンスデータブロック DB2 による FB99 の呼び出し 
 
CALL FB99,DB2  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 MAX_RPM := #RPM2_MAX 
 MIN_RPM  := #RPM2 
 MAX_POWER := #POWER2 
 MAX_TEMP := #TEMP2 

 
 注 

ファンクションブロック CALL には、インスタンスデータブロックが必要です。上記の例では、ブロッ

ク DB1 および DB2 がなければ、呼び出しを実行することはできません。 
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10.7 FC の呼び出し 

フォーマット 
CALL FC n 

 
 注記 

STL エディタで作業している場合、参照（n）を既存の有効ブロックに関連付ける必要があります。ま

た、使用する前にシンボル名を定義しておく必要があります。 

説明 

この命令は、ファンクション（FC）を呼び出します。CALL 命令は、アドレスが指定されたファンク

ションを呼び出します。RLO や他の条件には影響されません。呼び出されたブロックの処理後、呼び

出し側ブロックのプログラムにより処理が実行されます。ロジックブロックには、絶対アドレス指定

またはシンボルアドレス指定を使用できます。 

パラメータの引き渡し（インクリメンタル編集モード） 

呼び出し側ブロックは、変数リストを介して、呼び出されたブロックとパラメータのやりとりを行い

ます。有効な CALL 命令を指定すると、変数リストは、自動的にステートメントリストプログラムに

拡張されます。 

ファンクションの呼び出しを行い、呼び出されたブロックの変数宣言テーブルに IN、OUT、および

IN_OUT の宣言がある場合、これらの変数は、呼び出し側ブロックのプログラムに仮パラメータリス

トとして追加されます。 

ファンクションを呼び出す場合、呼び出し側ロジックブロックの実パラメータを仮パラメータに割り

付ける必要があります。 

IN パラメータは、定数、絶対アドレス、またはシンボルアドレスで指定できます。OUT および IN_OUT
パラメータは、絶対アドレスまたはシンボルアドレスで指定します。すべてのアドレスおよび定数は、

転送されるデータタイプと必ず互換性をもつようにします。 

CALL は、リターンアドレス（セレクタおよび相対アドレス）、2 つの開いているデータブロックのセ

レクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存します。さらに、CALL は、MCR の依存性を無

効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 
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例: FC6 呼び出しへのパラメータの割り付け 
 
CALL FC6  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 NO OF TOOL  := MW100 
 TIME OUT := MW110 
 FOUND := Q0.1 
 エラー := Q100.0 
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10.8 SFB の呼び出し 

フォーマット 
CALL SFB n1, DB n2 

説明 

この命令は、Siemens が提供する標準ファンクションブロック（SFB）を呼び出すために使用します。

CALL 命令は、アドレスが指定された SFB を呼び出します。RLO や他の条件には影響されません。

CALL を使ってシステムファンクションブロックを呼び出す場合、インスタンスデータブロックを指定

する必要があります。呼び出されたブロックの処理後、呼び出し側ブロックのプログラムにより処理

が実行されます。ロジックブロックには、絶対アドレス指定またはシンボルアドレス指定を使用でき

ます。 

パラメータの引き渡し（インクリメンタル編集モード） 

呼び出し側ブロックは、変数リストを介して、呼び出されたブロックとパラメータのやりとりを行い

ます。有効な CALL 命令を指定すると、変数リストは、自動的にステートメントリストプログラムに

拡張されます。 

ファンクションブロックの呼び出しを行い、そのブロックの変数宣言テーブルに IN、OUT、および

IN_OUT の宣言がある場合、これらの変数は、呼び出し側ブロックのプログラムに仮パラメータリス

トとして追加されます。 

システムファンクションブロックは、実パラメータを指定するだけで呼び出すことができます。実パ

ラメータは、システムファンクションブロックの処理後にインスタンスデータブロックに保存される

ので、前回の呼び出しから変更する必要があります。実パラメータがデータブロックの場合、完全な

絶対アドレス（たとえば、DB1、DBW2）を指定する必要があります。 

IN パラメータは、定数、絶対アドレス、またはシンボルアドレスで指定できます。OUT および IN_OUT
パラメータは、絶対アドレスまたはシンボルアドレスで指定します。すべてのアドレスおよび定数は、

転送されるデータタイプと必ず互換性をもつようにします。 

CALL は、リターンアドレス（セレクタおよび相対アドレス）、2 つの開いているデータブロックのセ

レクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存します。さらに、CALL は、MCR の依存性を無

効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 
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例 
 
CALL SFB4,DB4  
 仮パラメータ 実パラメータ 
 IN: I0.1 
 PT: T#20s 
 Q: M0.0 
 ET: MW10 

 
 注 

システムファンクションブロック CALL には、インスタンスデータブロックが必要です。上記の例で

は、ブロック SFB4 および DB4 がなければ、呼び出しを実行できません。 
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10.9 SFC の呼び出し 

フォーマット 
CALL SFC n 
 

 注記 
STL エディタで作業している場合、参照（n）を既存の有効ブロックに関連付ける必要があります。ま

た、使用する前にシンボル名を定義しておく必要があります。 

説明 

この命令は、Siemens が提供する標準ファンクション（SFC）を呼び出すために使用します。CALL
命令は、アドレスが指定された SFC を呼び出します。RLO や他の条件には影響されません。呼び出

されたブロックの処理後、呼び出し側ブロックのプログラムにより処理が実行されます。ロジックブ

ロックには、絶対アドレス指定またはシンボルアドレス指定を使用できます。 

パラメータの引き渡し（インクリメンタル編集モード） 

呼び出し側ブロックは、変数リストを介して、呼び出されたブロックとパラメータのやりとりを行い

ます。有効な CALL 命令を指定すると、変数リストは、自動的にステートメントリストプログラムに

拡張されます。 

システムファンクションの呼び出しを行い、このブロックの変数宣言テーブルに IN、OUT、および

IN_OUT の宣言がある場合、これらの変数は、呼び出し側ブロックのプログラムに仮パラメータリス

トとして追加されます。 

システムファンクションを呼び出す場合、呼び出し側ロジックブロックの実パラメータを仮パラメー

タに割り付ける必要があります。 

IN パラメータは、定数、絶対アドレス、またはシンボルアドレスで指定できます。OUT および IN_OUT
パラメータは、絶対アドレスまたはシンボルアドレスで指定します。すべてのアドレスおよび定数は、

転送されるデータタイプと必ず互換性をもつようにします。 

CALL は、リターンアドレス（セレクタおよび相対アドレス）、2 つの開いているデータブロックのセ

レクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存します。さらに、CALL は、MCR の依存性を無

効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成します。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 

例: パラメータなしの SFC の呼び出し 

STL 説明 

CALL SFC43 //SFC43 を呼び出して、ウォッチドッグタイマを再トリガする（パラメータなし）。 



 プログラム制御命令 
 10.10 複数インスタンスの呼び出し 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 161 

10.10 複数インスタンスの呼び出し 

フォーマット 

CALL # 変数名 

説明 

ファンクションブロックのデータタイプを使ってスタティック変数を宣言することで、複数のインス

タンスが作成されます。すでに宣言されている複数インスタンスのみが、プログラム要素のカタログ

に組み込まれます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 x x x 

 

 

10.11 ライブラリからのブロックの呼び出し 
SIMATIC Manager で使用可能なライブラリを使用すれば、次のブロックを選択できます。 

• CPU オペレーティングシステム（"標準ライブラリ"）に統合されたブロック 

• 再使用のために、あらかじめライブラリに保存してあるブロック 
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10.12 CC   条件付き呼び出し 

フォーマット 
CC <logic block identifier> 

説明 

CC <logic block identifier>（条件付きブロック呼び出し）は、RLO=1 の場合に論理ブロックを呼び

出します。CC を使用すれば、パラメータ指定せずに FC または FB タイプのロジックブロックを呼び

出すことができます。CC は CALL 命令と同様に使用されますが、呼び出しプログラムでパラメータを

転送できないという相違点があります。この命令は、リターンアドレス（セレクタおよび相対アドレ

ス）、2 つの現在のデータブロックのセレクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存し、MCR
の依存性を無効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成し、呼び出されたコードの

実行を開始します。ロジックブロックには、絶対アドレス指定またはシンボルアドレス指定を使用で

きます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 1 0 

例 

STL 説明 

A I 2.0 //入力 I 2.0 の信号状態をチェックする。 
CC FC6 //I 2.0 が"1"の場合、ファンクション FC6 を呼び出す。 
A M 3.0 //呼び出しファンクションから復帰した直後（I 2.0 = 1）、または I 2.0 が 0 の場合は A I 2.0 ステート

メントの直後に実行される。 

 
 注 

CALL 命令でファンクションブロック（FB）またはシステムファンクションブロック（SFB）を呼び

出す場合、ステートメントでインスタンスデータブロック（DB 番号）を指定する必要があります。タ

イプ"BlockFB"または"BlockFC"の変数を、CC 命令と組み合わせて使用することはできません。ステー

トメントのアドレスに CC 命令が含まれる呼び出しにはデータブロックを割り当てることはできない

ため、この命令は、ブロックパラメータおよび静的なローカルデータがないブロックでしか使用でき

ません。 
プログラムエディタは、ラダーロジックプログラム言語からステートメントリストプログラム言語へ

の変換中に、使用しているネットワークに応じて UC 命令または CC 命令を生成します。プログラム

でのエラーを避けるには、CALL 命令を使用するとよいでしょう。 
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10.13 UC   無条件呼び出し 

フォーマット 
UC <logic block identifier> 

説明 

UC <logic block identifier>（無条件ブロック呼び出し）は、FC タイプまたは SFC タイプのロジック

ブロックを呼び出します。UC は CALL 命令と似ていますが、呼び出されたブロックでパラメータを渡

すことができないという相違点があります。この命令は、リターンアドレス（セレクタおよび相対ア

ドレス）、2 つの現在のデータブロックのセレクタ、MA ビットを B（ブロック）スタックに保存し、

MCR の依存性を無効にし、呼び出されるブロックのローカルデータ領域を作成し、呼び出されたコー

ドの実行を開始します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - 0 0 1 - 0 

例 1 

STL 説明 

UC FC6 //ファンクション FC6 を呼び出す（パラメータなし）。 

例 2 

STL 説明 

UC SFC43 //システムファンクション SFC43 を呼び出す（パラメータなし）。 

 
 注 

CALL 命令で FB または FB を呼び出す場合、命令には必ずインスタンスデータブロック（DB 番号）

を指定する必要があります。タイプ"BlockFB"または"BlockFC"を、UC 命令と組み合わせて使用するこ

とはできません。ステートメントのアドレスに UC 命令が含まれる呼び出しにはデータブロックを割

り当てることはできないため、この命令は、ブロックパラメータおよび静的なローカルデータがない

ブロックでしか使用できません。 
プログラムエディタは、ラダーロジックプログラム言語からステートメントリストプログラム言語へ

の変換中に、使用しているネットワークに応じて UC 命令または CC 命令を生成します。プログラム

でのエラーを避けるには、CALL 命令を使用するとよいでしょう。 
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10.14 MCR（マスタコントロールリレー） 
MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

 

! 警告 
人身障害や機器の損傷を防ぐため、内蔵マスタコントロールリレー装置の代わりに MCR を使って緊急

停止機能を実行するようなことはおやめください。 

説明 

マスタコントロールリレー（MCR）は、リレーラダーロジックのマスタスイッチで、パワーフローを

オンおよびオフにします。次のビットロジックでトリガされた命令および転送命令は、MCR に依存し

ます。 

• = <bit> 

• S <bit> 

• R <bit> 

• T <byte>, T <word>, T <double word> 

T 命令は、バイト、ワイド、ダブルワードで使用され、MCR が 0 の場合にメモリに 0 を書き込みます。

S および R 命令は、既存の値を変更せずに残します。命令=は、アドレスビットに"0"を書き込みます。 

MCR に依存する命令、および MCR の信号状態に対するその応答 
 
MCR の信号状態 = <bit> S <bit>, R <bit> T <byte>, T <word> 

T <double word> 

0 （"オフ"） 0 が書き込まれる。 
（電圧が失われると、オフ状態

のリレーと同様に機能する）

書き込みは行われない。 
（電圧が失われると、現在の

状態のリレーと同様に機能

する） 

0 が書き込まれる。 
（電圧が失われると、値 0 を

生成するコンポーネントと

同様に機能する） 

1 （"オン"） 処理を正常に実行 処理を正常に実行 処理を正常に実行 

 

MCR（ - MCR 領域を開始、）MCR - MCR 領域を終了 

MCR は、幅 1 ビット、深さ 8 ビットのスタックで制御されます。MCR は、8 つのエントリすべてが 1
である間、通電されます。MCR（ 命令は、RLO ビットを MCR スタックにコピーします。）MCR 命
令は、スタックから最後のエントリを削除し、空いた位置を 1 に設定します。MCR（と）MCR は、必

ずペアで使用します。8 個を超える MCR（命令が連続している場合、あるいは、MCR スタックが空の

ときに）MCR 命令を実行しようとした場合、MCRF エラーメッセージが表示されます。 
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MCRA - MCR の開始、MCRD - MCR の終了 

MCRA と MCRD は、必ずペアで使用します。MCRA と MCRD 間で設定されている命令は、MCR ビッ

トの状態に依存します。MCRA から MCRD の範囲外で設定されている命令は、MCR ビットの状態か

らは影響を受けません。 

呼び出されたブロックで MCRA 命令を使用して、ブロック内でファンクション（FC）およびファンク

ションブロック（FB）の MCR の依存性を設定する必要があります。 
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10.15 MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 
 

! MCRA によってマスタコントロールリレーが有効化されたブロックに関する注意 
• MCR が無効になると、MCR（と）MCR 間のプログラムセグメント内の全割り付け（T, =）により値 0 が書

き込まれます。 
• MCR（命令の前に RLO が 0 になっている場合には、MCR は無効になります。 

 

! 危険: 
PLC が STOP になったり、未定義のランタイム特性が生成されます! 
コンパイラは、VAR_TEMP で定義されているテンポラリ変数のローカルデータへ書き込みアクセスし

て、アドレスの計算を行います。すなわち、次のコマンドシーケンスを使用すると、PLC が STOP に

設定されたり、ランタイム特性が未定義になったりします。 
仮パラメータアクセス 
• タイプ STRUCT、UDT、ARRAY、STRING の複合 FC パラメータのコンポーネントにアクセス 
• マルチプルインスタンス能力を持つブロック（バージョン 2 ブロック）の IN_OUT 領域からの、STRUCT、

UDT、ARRAY、STRING タイプの複合 FB パラメータで構成されるコンポーネントへのアクセス 
• アドレスが 8180.0.を超える場合の、マルチプルインスタンス能力を持つファンクションブロック（バージョ

ン 2 ブロック）のパラメータへのアクセス 
• マルチプルインスタンス能力を持つファンクションブロック（バージョン 2 ブロック）の DB0 を開く

BLOCK_DB パラメータへのアクセス さらにデータアクセスが実行されると、CPU は STOP になります。T 0、
C 0、FC0、または FB0 も、必ず TIMER、COUNTER、BLOCK_FC、および BLOCK_FB に使用されます。 

パラメータの引き渡し 
• パラメータの引き渡しに使用される呼び出し 

LAD/FBD 
• RLO = 0 で開始する Ladder または FBD の T ブランチおよび中間出力 

対策 
上記のコマンドを MCR から独立させます。 
1. 該当するステートメントまたはネットワークの前に MCRD 命令を使用して、マスタコントロールリレーを無

効にします。 
2. 該当するステートメントまたはネットワークの後に MCRA 命令を使用して、マスタコントロールリレーを再

度有効にします。 
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10.16 MCR（   MCR オン 
MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

フォーマット 

MCR（ 

説明 

MCR（（MCR 領域を開く）は、RLO を MCR スタックに保存し、MCR 領域を開きます。MCR 領域

は、MCR 命令（およびこれに対応する）MCR の間にある命令です。MCR（命令は必ず）MCR と対

で使用します。 

RLO が 1 の場合、MCR は"オン"になります。通常、この MCR ゾーン内の MCR 依存命令が実行され

ます。 

If RLO が 0 のとき、MCR は"オフ"になります。 

MCR ゾーン内の MCR に依存する命令は、下記の表に従って実行します。 

MCR ビット状態に依存する命令 
 
MCR の信号状態 = <bit> S <bit>, R <bit> T <byte>, T <word> 

T <double word> 
0 （"オフ"） 0 が書き込まれる。 

（電圧が失われると、オフ状態

のリレーと同様に機能する）

書き込みは行われない。 
（電圧が失われると、現在の

状態のリレーと同様に機能

する） 

0 が書き込まれる。 
（電圧が失われると、値 0 を

生成するコンポーネントと

同様に機能する） 

1 （"オン"） 処理を正常に実行 処理を正常に実行 処理を正常に実行 

 

MCR（命令および）MCR 命令はネスト構造にできます。命令を 8 個までネストできます。スタックエ

ントリの最大数は 8 です。スタックがいっぱいの状態で MCR（を実行すると、MCR スタック障害

（MCRF）が発生します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 - 0 
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例 
 
STL 説明 

MCRA  //MCR 領域を有効にする。 
A I 1.0  
MCR（  //RLO を MCR スタックに保存し、MCR 領域を開く。RLO が 1 のとき（I 1.0 ="1"）、 

//MCR は"オン"になり、RLO が 0 のとき（I 1.0 ="0"）、MCR は"オフ"になる。 
A I 4.0  
= Q 8.0 //MCR が"オフ"の場合、I 4.0 の状態に関係なく Q 8.0 は"0"に設定される。 
L MW20  
T QW10 //MCR が"オフ"の場合、QW10 に"0"が転送される。 
）MCR  //MCR 領域を終了する。 
MCRD  //MCR 領域を無効にする。 
A I 1.1  
= Q 8.1 //これらの命令は、MCR 領域外にあるため、MCR ビットに依存しない。 
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10.17 ）MCR   MCR 終了 
MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

フォーマット 

）MCR 

説明 

）MCR（MCR 領域の終了）は、MCR スタックのエントリを削除し、MCR 領域を無効にします。前の

MCR スタック位置は解放され、1 に設定されます。命令 MCR（は、必ず命令）MCR と組み合わせて

使用します。）MCR 命令を空のスタックを使って実行すると、MCR スタック障害（MCRF）が発生

します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 1 - 0 

 

例 
 
STL 説明 

MCRA  //MCR 領域を有効にする。 
A I 1.0  
MCR（  //RLO を MCR スタックに保存し、MCR 領域を開く。RLO が 1 のとき（I 1.0 ="1"）、 

//MCR は"オン"になり、RLO が 0 のとき（I 1.0 ="0"）、MCR は"オフ"になる。 
A I 4.0  
= Q 8.0 //MCR が"オフ"の場合、I 4.0 の状態に関係なく Q 8.0 は"0"に設定される。 
L MW20  
T QW10 //MCR が"オフ"の場合、QW10 に"0"が転送される。 
）MCR  //MCR 領域を終了する。 
MCRD  //MCR 領域を無効にする。 
A I 1.1  
= Q 8.1 //これらの命令は、MCR 領域外にあるため、MCR ビットに依存しない。 
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10.18 MCRA   MCR 領域の有効化 
MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

フォーマット 
MCRA 

説明 

MCRA（マスタコントロールリレー開始）は、後続する命令に対し MCR の依存性を起動します。MCRA
は、必ず MCRD（マスタコントロールリレー終了）と対で使用します。MCRA と MCRD 間で設定済

みの命令は、MCR ビットの信号状態に依存します。 

命令は、ステータスワードビットに関係なく実行されます。ステータスビットも影響されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

MCRA  //MCR 領域を有効にする。 
A I 1.0  
MCR（  //RLO を MCR スタックに保存し、MCR 領域を開く。RLO が 1 のとき（I 1.0 ="1"）、 

//MCR は"オン"になり、RLO が 0 のとき（I 1.0 ="0"）、MCR は"オフ"になる。 
A I 4.0  
= Q 8.0 //MCR が"オフ"の場合、I 4.0 の状態に関係なく Q 8.0 は"0"に設定される。 
L MW20  
T QW10 //MCR が"オフ"の場合、QW10 に"0"が転送される。 
）MCR  //MCR 領域を終了する。 
MCRD  //MCR 領域を無効にする。 
A I 1.1  
= Q 8.1 //これらの命令は、MCR 領域外にあるため、MCR ビットに依存しない。 
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10.19 MCRD   MCR 領域の無効化 
MCR ファンクションの使用方法に関する重要注記 

フォーマット 
MCRD 

説明 

MCRD（マスタコントロールリレー終了）は、後続する命令に対し MCR の依存性を無効にします。命

令 MCRA（マスタコントロールリレー開始）は、必ず MCRD（マスタコントロールリレー終了）と対

で使用します。MCRA と MCRD 間で設定済みの命令は、MCR ビットの信号状態に依存します。 

命令は、ステータスワードビットに関係なく実行されます。ステータスビットも影響されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込みの

内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 

MCRA  //MCR 領域を有効にする。 
A I 1.0  
MCR（  //RLO を MCR スタックに保存し、MCR 領域を開く。RLO が 1 のとき（I 1.0 ="1"）、 

//MCR は"オン"になり、RLO が 0 のとき（I 1.0 ="0"）、MCR は"オフ"になる。 
A I 4.0  
= Q 8.0 //MCR が"オフ"の場合、I 4.0 の状態に関係なく Q 8.0 は"0"に設定される。 
L MW20  
T QW10 //MCR が"オフ"の場合、QW10 に"0"が転送される。 
）MCR  //MCR 領域を終了する。 
MCRD  //MCR 領域を無効にする。 
A I 1.1  
= Q 8.1 //これらの命令は、MCR 領域外にあるため、MCR ビットに依存しない。 
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11 シフト命令および回転命令 

11.1 シフト命令 

11.1.1 シフト命令の概要 

説明 

シフト命令を使用すれば、アキュムレータ 1 の下位ワードの内容またはアキュムレータ全体の内容を

ビット単位で左右に移動できます（「CPU レジスタ」も参照してください）。n ビットだけ左方向に

シフトすると、アキュムレータの内容に"2n"が乗算されます。n ビットだけ右方向にシフトすると、ア

キュムレータの内容が"2n"で除算されます。たとえば、10 進数の 3 に相当する 2 進数を 3 ビット左へ

シフトすると、10 進数の 24 に相当する 2 進数が得られます。また、10 進数の 16 に相当する 2 進数

を 2 ビット右へシフトすると、10 進数の 4 に相当する 2 進数が得られます。 

シフト命令の後に数字を付けて、または、アキュムレータ 2 の下位ワードの下位バイトの値で、シフ

トさせるビット数を指定します。シフト命令によって空になったビットの桁には、0 または符号ビット

の信号状態（0＝正、1＝負）が入ります。最後にシフトされたビットは、ステータスワードの CC 1
ビットヘロードされます。ステータスワードの CC 0 および OV ビットは 0 にリセットされます。ジャ

ンプ命令を使用して、CC 1 ビットを評価することができます。シフト演算は、無条件に実行されます。

これらは、論理演算結果に影響を与えません。 

以下のシフト命令が使用可能です。 

• SSI  符号付きシフト整数（16 ビット） 

• 符号付きシフトダブル整数（32 ビット） 

• SLW  左シフトワード（16 ビット） 

• SRW  右シフトワード（16 ビット） 

• SLD  左シフトダブルワード（32 ビット） 

• SRD  右シフトダブルワード（32 ビット） 
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11.1.2 SSI   符号付きシフト整数（16 ビット） 

フォーマット 
SSI 
SSI <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～15。 

 

説明 

SSI（符号付き倍長整数の右シフト）は、ACCU 1 の内容だけを右方向に 1 ビットずつシフトします。

シフト命令によって空になるビット桁には符号ビット（ビット 15）の信号状態が挿入されます。最後

にシフトされたビットは、ステータスワードのビット CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁

の数値は、アドレス<number>または ACCU 2-L-L で指定します。 

SSI <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～15 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SSI: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。16 より

大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 = 16#0000、CC 1 = 0 または、ACCU 1 = 
16#FFFF、CC 1 = 1 です。シフト数が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV
は 0 にリセットされます。シフト数が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SSI 6 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 1001 1101 0011 1011 

SSI 6 命令実行後の値 0101 1111 0110 0100 1111 1110 0111 0100 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MW4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SRW 6 //ACCU 1 の符号付きビットを右方向に 6 桁シフトする。 
T  MW8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MW20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MW20 の値を ACCU 1 にロードする 
SRW  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1-L の符号付きビットを右方向に 3 桁シフトする。 

//空の桁には符号ビットの状態を充てんする。 
JP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.1.3 符号付きシフトダブル整数（32 ビット） 

フォーマット 
SSD 
SSD <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～32。 

説明 

SSD（符号付き右シフトダブル整数）は、ACCU 1 の内容全体を右へ 1 ビットずつ移動します。シフ

ト命令によって空になるビット位置には符号ビットの信号状態が挿入されます。最後にシフトされた

ビットは、ステータスワードのビット CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁の数値は、アド

レス<number>または ACCU 2-L-L で指定します。 

SSD <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～32 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SSD: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。32 より

大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 =32#00000000、CC 1 = 0 または、ACCU 1 
= 32#FFFFFFFF、CC 1 = 1 です。シフト数が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 およ

び OV は 0 にリセットされます。シフト数が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SSD 7 命令実行前の値 1000 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

SSD 7 命令実行後の値 1111 1111 0001 1110 1100 1000 1011 1010 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MD4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SSD 7 //符号に応じて、ACCU 1 のビットを右方向に 7 桁シフトする。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MD20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD20 の値を ACCU 1 にロードする 
SSD  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1 の符号付きビットを右方向に 3 桁シフトする。 

//空の桁には符号ビットの状態を充てんする。 
JP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



シフト命令および回転命令  
11.1 シフト命令 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
178 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

11.1.4 SLW   左シフトワード（16 ビット） 

フォーマット 
SLW 
SLW <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～15。 

 

説明 

SLW（ワード左シフト）は、ACCU 1-L の内容だけを左方向に 1 ビットずつシフトします。シフト命

令によって空になるビット位置には 0 が挿入されます。最後にシフトされたビットは、ステータスワー

ドのビット CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁の数値は、アドレス<number>または ACCU 
2-L-L で指定します。 

SLW <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～15 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SLW: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。16 よ

り大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 =0、CC 1 = 0、CC 0 = 0、OV = 0 です。

0 < シフト数 <= 16 の場合、ステータスワードのビット 0 および OV は 0 にリセットされます。シフ

ト数が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SLW 5 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

SLW 5 命令実行後の値 0101 1111 0110 0100 1010 0111 0110 0000 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MW4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SLW 5 //ACCU 1 のビットを左方向に 5 桁シフトする。 
T  MW8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MW20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MW20 の値を ACCU 1 にロードする 
SLW  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1-L 内のビットを左方向に 3 桁シフトする。 
JP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.1.5 SRW   右シフトワード（16 ビット） 

フォーマット 
SRW 
SRW <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～15。 

 

説明 

SRW（ワード右シフト）は、ACCU 1-L の内容だけを右方向に 1 ビットずつシフトします。シフト命

令によって空になるビット位置には 0 が挿入されます。最後にシフトされたビットは、ステータスビッ

ト CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁の数値は、アドレス<number>または ACCU 2-L-L
で指定します。 

SRW <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～15 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SRW: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。16 よ

り大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 =0、CC 1 = 0、CC 0 = 0、OV = 0 です。

0 < シフト数 <= 16 の場合、ステータスワードのビット 0 および OV は 0 にリセットされます。シフ

ト数が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SRW 6 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

SRW 6 命令実行後の値 0101 1111 0110 0100 0000 0001 0111 0100 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MW4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SRW 6 //ACCU 1-L のビットを右方向に 6 桁シフトする。 
T  MW8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MW20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MW20 の値を ACCU 1 にロードする 
SRW  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1-L 内のビットを右方向に 3 桁シフトする。 
SPP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.1.6 SLD   左シフトダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
SLD 
SLD <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～32。 

 

説明 

SLD（左シフトダブルワード）は、ACCU 1 の内容全体を左へ 1 ビットずつ移動します。シフト命令

によって空になるビット位置には 0 が挿入されます。最後にシフトされたビットは、ステータスワー

ドのビット CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁の数値は、アドレス<number>または ACCU 
2-L-L で指定します。 

SLD <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～32 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SLD: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。32 より

大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 =0、CC 1 = 0、CC 0 = 0、OV = 0 です。0 < 
シフト数 <= 32 の場合、ステータスワードのビット 0 および OV は 0 にリセットされます。シフト数

が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SLD 5 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

SLD 5 命令実行後の値 1110 1100 1000 1011 1010 0111 0110 0000 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MD4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SLD 5 //ACCU 1 のビットを左方向に 5 桁シフトする。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MD20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD20 の値を ACCU 1 にロードする 
SLD  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1 内のビットを左方向に 3 桁シフトする。 
JP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.1.7 SRD   右シフトダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
SRD 
SRD <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～32。 

 

説明 

SRD（右シフトダブルワード）は、ACCU 1 の内容全体を右へ 1 ビットずつ移動します。シフト命令

によって空になるビット位置には 0 が挿入されます。最後にシフトされたビットは、ステータスワー

ドのビット CC 1 ヘロードされます。シフトするビットの桁の数値は、アドレス<number>または ACCU 
2-L-L で指定します。 

SRD <number>: シフト桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～32 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

SRD: シフト桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。32 より

大きなシフト数では、常に同じ結果になります。ACCU 1 =0、CC 1 = 0、CC 0 = 0、OV = 0 です。0 < 
シフト数 <= 32 の場合、ステータスワードのビット 0 および OV は 0 にリセットされます。シフト数

が 0 の場合、シフト命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込みの

内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

SRD 7 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

SRD 7 命令実行後の値 0000 0000 1011 1110 1100 1000 1011 1010 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MD4 //値を ACCU 1 にロードする。 
SRD 7 //ACCU 1 のビットを右方向に 7 桁シフトする。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MD20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD20 の値を ACCU 1 にロードする 
SRD  //ACCU 2-L-L の値がシフト桁数になる。=>ACCU 1 内のビットを右方向に 3 桁シフトする。 
JP  NEXT //最後にシフトアウトしたビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.2 回転命令 

11.2.1 回転命令の概要 

説明 

循環命令を使用すれば、アキュムレータ 1 の全内容をビット単位で左右に循環できます（「CPU レジ

スタ」も参照してください）。回転命令は、セクション 14.1 で説明するシフト機能と同様のファンク

ションをトリガします。ただし、回転によって空いたビットの桁には、アキュムレータから押し出さ

れたビットの信号状態が入ります。 

循環命令の後に数字を付けて、またはアキュムレータ 2 の下位ワードの下位バイトの値で、循環させ

るビットの桁数を指定します。命令によっては、ステータスワードの CC 1 ビットを使用して循環が実

行されます。ステータスワードの CC 0 ビットは、0 にリセットされます。 

循環命令には以下のものがあります。 

• RLD  左循環ダブルワード（32 ビット） 

• RRD  右循環ダブルワード（32 ビット） 

• RLDA  CC 1 により ACCU 1 を左へ循環（32 ビット） 

• RRDA  CC 1 により ACCU 1 を右へ循環（32 ビット） 
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11.2.2 RLD   左循環ダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
RLD 
RLD <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～32。 

 

説明 

RLD（左循環ダブルワード）は、ACCU1 の内容全体を左へ 1 ビットずつ移動します。回転命令によっ

て空いたビットの桁には、ACCU 1 から押し出されたビットの信号状態が格納されます。最後に回転

されたビットは、ステータスビット CC 1 ヘロードされます。回転するビットの桁の数値は、アドレス

<number>または ACCU 2-L-L で指定します。 

RLD <number>: 循環桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～32 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>が 0 の場合、循環命令は NOP 操作とみなされます。 

RLD: 循環桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。ACCU 2-L-L
の内容が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。移動

の数が 0 の場合、循環命令は NOP 操作と見なされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15  . . . . . . . . . . 0 

RLD 4 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

RLD 4 命令実行後の値 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 0101 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MD2 //値を ACCU 1 にロードする。 
RLD 4 //ACCU 1 のビットを左へ 4 桁循環する。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MD20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD20 の値を ACCU 1 にロードする 
RLD  //ACCU 2-L-L の値が循環桁数になる。 

//=>ACCU 1 内のビットを左方向に 3 桁循環する。 
JP NEXT //最後に循環したビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.2.3 RRD   右循環ダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
RRD 
RRD <number> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<number>  整数、符号なし 移動するビット位置の数。有効な数は 0～32。 

 

説明 

RRD（右循環ダブルワード）は、ACCU 1 の内容全体を右へ 1 ビットずつ移動します。回転命令によっ

て空いたビットの桁には、ACCU 1 から押し出されたビットの信号状態が格納されます。最後に回転

されたビットは、ステータスビット CC 1 ヘロードされます。回転するビットの桁の数値は、アドレス

<number>または ACCU 2-L-L で指定します。 

RRD <number>: 循環桁数は、アドレス<number>で指定されます。許容数値範囲は 0～32 です。

<number>が 0 より大きい場合、ステータスワードビット CC 0 および OV は 0 にリセットされます。

<number>0 の場合、循環命令は NOP 操作と見なされます。 

RRD: 循環桁数は、ACCU 2-L-L 内の値で指定されます。可能な数値の範囲は 0～255 です。ACCU 2-L-L
の内容が 0 より大きい場合、ステータスワードビットは 0 にリセットされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x x x - - - - - 

 

例 
 
目次 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット 31 . . . . . . . . . . 16 15 . . . . . . . . . . 0 

RRD 4 命令実行前の値 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

RRD 4 命令実行後の値 1011 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 
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例 1 
 
STL 説明 

L  MD2 //値を ACCU 1 にロードする。 
RRD 4 //ACCU 1 のビットを右方向に 4 桁循環する。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L +3  //数値+3 を ACCU 1 にロードする。 
L  MD20 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。MD20 の値を ACCU 1 にロードする 
RRD  //ACCU 2-L-L の値が循環桁数になる。 

//=>ACCU 1 内のビットを右方向に 3 桁循環する。 
JP  NEXT //最後に循環したビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.2.4 RLDA   CC 1 により ACCU 1 を左へ循環（32 ビット） 

フォーマット 
RLDA 

説明 

RLDA（CC 1 による左循環ダブルワード）は、CC 1 によって、ACCU 1 の内容全体を左へ 1 ビットず

つ移動します。ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
目次 CC 1 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット   31 . . . . . . . . . . 16 15 . . . . . . . . . . 0 

RLDA 命令実行前の値 X 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

RLDA 命令実行後の値 0 1011 1110 1100 1000 1011 1010 0111 011X
 （X = 0 または 1、CC 1 の前回の信号状態） 

 

 
STL 説明 

L  MD2 //MD2 の値を ACCU 1 にロードする 
RLDA  //CC 1 により、ACCU 1 のビットを左方向に 1 桁循環する。 
JP  NEXT //最後に循環したビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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11.2.5 RRDA   CC 1 により ACCU 1 を右へ循環（32 ビット） 

フォーマット 
RRDA 

説明 

RRDA（CC 1 による右循環ダブルワード）は、ACCU 1 の内容全体を右へ 1 ビットずつ移動します。

ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

例 
 
目次 CC 1 ACCU1-H ACCU1-L 

ビット   31 . . . . . . . . . . 16 15 . . . . . . . . . . 0 

RRDA 命令実行前の値 X 0101 1111 0110 0100 0101 1101 0011 1011 

RRDA 命令実行後の値 1 X010 1111 1011 0010 0010 1110 1001 1101 

 （X = 0 または 1、CC 1 の前回の信号状態） 

 
STL 説明 

L  MD2 //MD2 の値を ACCU 1 にロードする 
RRDA  //CC 1 により、ACCU 1 のビットを右方向に 1 桁循環する。 
JP  NEXT //最後に循環したビット（CC 1）が 1 の場合、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 
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12 タイマ命令 

12.1 タイマ命令の概要 

説明 

適切な時間の設定と選択については、「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」を参照

してください。 

タイマ命令には以下のものがあります。 

• FR  タイマの有効化（フリー） 

• L  現在のタイマ値を ACCU 1 に整数でロード 

• LC  現在のタイマ値を BCD として ACCU 1 にロード 

• R  リセットタイマ 

• SD  オンディレイタイマ 

• SE  拡張パルスタイマ 

• SF  オフディレイタイマ 

• SP  パルスタイマ 

• SS  保持型オンディレイタイマ 
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12.2 メモリ内のタイマの場所およびタイマのコンポーネント 

メモリ内の領域 

タイマは、CPU のメモリ内でタイマ用に確保された領域を使用します。このメモリ領域では、タイマ

アドレスごとに 16 ビットワードが 1 つ確保されます。ラダーロジック命令セットでは、256 個のタイ

マがサポートされます。使用可能なタイマワードの数を設定する場合には、CPU の技術情報を参照し

てください。 

以下の機能を使って、タイマのメモリ領域へアクセスできます。 

• タイマ命令 

• クロックタイミングによるタイマワードの更新。この機能は、CPU が RUN モードになっていると

きに使用可能で、タイマ値が 0 になるまで、指定されたタイムベースで単位時間づつ設定値を減少

します。 

時間値 

タイマワードのビット 0～9 には、時間値がバイナリコードで格納されます。時間値では、多数の単位

が指定されます。時間を更新すると、タイムベースで指定された間隔で時間値が 1 単位ずつ減ってい

きます。タイマ値は、0 になるまで減少し続けます。タイマ値は、2 進数表記、16 進数表記、または 2
進化 10 進数（BCD）表記で、アキュムレータ 1 の下位ワードへロードできます。 

次のいずれかのフォーマットを使用して、時間値を事前にロードすることができます。 

• W#16#txyz 

- ここで、t =タイムベース（つまり、時間間隔または分解能） 

- xyz = 2 進化 10 進フォーマットの時間値 

• S5T#aH_bM_cS_dMS 

- ここで、H =時間、M =分、S =秒、および MS =ミリ秒、 
a、b、c、d はユーザー変数です。 

- タイムベースは自動的に選択され、タイマ値は選択されたタイムベースごとに一単位づつ減少

します。 

入力できる最大タイマ値は、9,990 秒または 2H_46M_30S です。 
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タイムベース 

タイマワードのビット 12 とビット 13 には、タイムベースがバイナリコードで格納されます。タイム

ベースは、時間値が一単位づつ減少する間隔を定義します。最小タイムベースは 10 ms で、最大タイ

ムベースは 10 s です。 

 
タイムベース タイムベースの 2 進コード 

10 ms 00 
100 ms 01 
1 秒 10 

10 秒 11 

 

2h46m30s を超える値は無効です。分解能が有効範囲よりも大きい場合（たとえば、2h10ms）、有効

範囲になるように、その値に対して切り捨てが実行されます。S5TIME の一般形式では、値の範囲と分

解能について次のような制限があります。 

 
分解能 範囲 

0.01 秒 10MS ～ 9S_990MS 

0.1 秒 100MS～1M_39S_900MS 

1 秒 1S～16M_39S 

10 秒 10S～2H_46M_30S 

ACCU 1 のビット構成 

タイマを起動すると、ACCU1 の内容が時間値として使用されます。ACCU1-L のビット 0～11 には、

2 進化 10 進数フォーマットで時間値が保持されます。2 進化 10 進数フォーマットつまり BCD フォー

マットでは、4 ビットセットごとに、1 つの 10 進値に対応する 2 進数が指定されます）。ビット 12
とビット 13 には、タイムベースがバイナリコードで格納されます。 

以下の図に、時間値 127 とタイムベース１秒がロードされた ACCU1-L の内容を示します。 

x x 1 0
15... ...8 7... ...0

0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1

1 2 7

Time value in BCD (0 to 999)Time base
1 second

Irrelevant: These bits are ignored when the timer is started.
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適切なタイマの選択 

この概要を参考にすれば、タイミングジョブに適切なタイマを選択できます。 

t

t

t

t

t

I 0.0

Q 4.0   S_PULSE

Q 4.0   S_PEXT

Q 4.0   S_ODT

Q 4.0   S_ODTS

Q 4.0   S_OFFDT

 
 
タイマ 説明 

S_PULSE 
パルスタイマ  

出力信号が 1 となる最大時間は、プログラムされたタイマ値 t と同じです。入力

信号が 0 に変わる場合は、出力信号が短い間だけ 1 になります。 

S_PEXT 
拡張パルスタイマ  

入力信号が 1 である時間に関係なくプログラムされた時間 t の間、出力信号は 1
です。 

S_ODT 
オンディレイタイマ 

プログラムされた時間 t が経過し、入力信号が 1 である場合にだけ、出力信号が

1 に変わります。 

S_ODTS  
拡張オンディレイタイマ 

プログラムされた時間 tが経過すると、入力信号が 0のままかどうかに関係なく、

出力信号が 1 になります。 

S_OFFDT 
オフディレイタイマ 

入力信号が 1 に変わる場合、またはタイマが作動している間、出力信号は 1 に

なります。入力信号が 1 から 0 に変わると、このタイマが起動します。 
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12.3 FR   タイマの有効化（フリー） 

フォーマット 
FR <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異

なる。 

 

命令の説明 

RLO が"0"から"1"になると、FR <timer>により、指定されたタイマの起動に使用するエッジ検出フラ

グがクリアされます。有効化命令（FR）の前に RLO ビットが 0 から 1 になると、タイマは使用可能

になります。 

タイマを起動する場合や、通常のタイマ命令に対しては、タイマの有効化は必要ありません。有効化

は、実行中のタイマを再トリガする場合、つまり、タイマを再起動する場合に使用します。再起動は、

RLO が 1 の状態で起動命令の処理を継続する場合に可能です。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SI T1 //タイマ T1 をパルスタイマとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1  //タイマ T1 の現在の時間値を 2 進数形式でロードする。 
T MW10  
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RLO at enable input

RLO at start input

RLO at reset input

Time response

t = programmed time interval

Check signal state at
timer output.
Load timer: L, LC

I 2.0

I 2.1

I 2.2

Q 4.0

31

t t

2

 
（1）タイマの作動中、有効化入力時に RLO が 0 から 1 に変わると、タイマは完全に再起動します。

再起動には、プログラムされた時間が現在値として使用されます。有効化入力時に RLO が 1 か

ら 0 に変わっても、何の影響も及ぼしません。 

（2）タイマが作動していない間、有効化入力時に RLO が 0 から 1 へ変わり、起動入力時に RLO が
まだ 1 である場合、タイマは、時間がプログラムされたパルスタイマとしても起動します。 

（3）起動入力時に RLO がまだ 0 になっている間に有効化入力時に RLO が 0 から 1 に変わっても、

何の影響も及ぼしません。 
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12.4 L   現在のタイマ値を ACCU 1 に整数でロード 

フォーマット 
L <timer> 
 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異

なる。 
 

命令の説明 

L <timer>は、指定されたタイマワードの現在のタイマ値（タイムベースは除く）を 2 進整数として

ACCU 1-L にロードします。これは、ACCU 1 の内容が ACCU 2 に保存された後に実行されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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例 
 
STL 説明 

L T1 //ACCU 1-L に、タイマ T1 の現在のタイマ値を 2 進数形式でロードします。 

20212223242526272829210211212213214215

Time value (0 to 999) in binary codingTime base
00 = 10 ms
01 = 100 ms
10 = 1 s
11 = 10 s

L    T1

Time value (0 to 999) in binary coding

Timer word
for timer T1
in memory

Contents of
ACCU1-L after
Load instruction
L T1

All "0"

20212223242526272829210211212213214215

 
 

 注記 
L <timer>を使用すると、現在のタイマ値の 2 進数だけが ACCU1-L にロードされ、これはタイムベー

スではありません。ロードされる時間は、初期値から、タイマの起動以降の満了時間を引いたものに

なります。 
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12.5 LC   現在のタイマ値を BCD として ACCU 1 にロード 

フォーマット 
LC <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲はCPUにより異なる。

命令の説明 

LC <timer> は、指定されたタイマワードの現在のタイマ値とタイムベースを 2 進化 10 進数（BCD）

で ACCU 1 にロードします。これは、ACCU 1 の内容が ACCU 2 に保存された後に実行されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 
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例 
 
STL 説明 

LC T1 //ACCU 1-L に、タイマ T1 のタイムベースと現在のタイマ値を 
//2 進化 10 進数（BCD）フォーマットでロードする。 

 

20212223242526272829210211212213214215

Time value (0 to 999) in binary codingTime base
00 = 10 ms
01 = 100 ms
10 = 1 s
11 = 10 s

LC  T1

Binary to BCD

Time value in BCD

Timer word for
timer T1
in memory

Contents of
ACCU1-L
after Load
instruction
LC T1

0000

20212223242526272829210211212213214215

101 Tens 100 Ones102 HundredsTime base
00 = 10 ms
01 = 100 ms
10 = 1 s
11 = 10 s
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12.6 R   リセットタイマ 

フォーマット 
R<timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異

なる。 

 

命令の説明 

R <timer>は、RLO が 0 から 1 になると、現在のタイミングファンクションを停止し、指定されたタ

イマワードのタイマ値とタイムベースをクリアします。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 
書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 

 

例 
 
STL 説明 

A I 2.1  
R T1 //入力 I 2.1 の信号状態をチェックする。RLO が 0 から 1 になると、 

//タイマ T1 をリセットする。 
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12.7 SP   パルスタイマ 

フォーマット 
SP <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲はCPUにより異なる。

 

命令の説明 

SP <timer> は、RLO が"0"から"1"になると、指定されたタイマを起動します。プログラムされた時間

間隔は、RLO が 1 である間、経過します。設定された時間に達する前に RLO が"0"になると、タイマ

は停止します。このタイマ起動コマンドは、時間値とタイムベースをACCU 1-LにBCDで保存します。 

「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」も参照してください。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 
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例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SP T1 //タイマ T1 をパルスタイマとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1  //タイマ T1 の現在の時間値をバイナリ形式でロードする。 
T MW10  
LC T1  //タイマ T1 の現在の時間値を BCD 形式でロードする。 
T MW12  

 

I 2.0

I 2.1

I 2.2

Q 4.0

   

 

t = programmed time interval

t

Enable input

Start input

Reset input

Timer

Output

Load timer: L, LC
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12.8 SE   拡張パルスタイマ 

フォーマット 
SE <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異なる。

 

命令の説明 

SE <timer> は、RLO が"0"から"1"になると、指定されたタイマを起動します。RLO が"0"になっても、

設定された時間間隔までカウントします。設定された時間に達する前にRLOが "0"から "1"になると、

設定された時間間隔のカウントを開始します。このタイマ起動コマンドは、時間値とタイムベースを

ACCU 1-L に BCD で保存します。 

「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」も参照してください。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 
書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 
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例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SE T1 //タイマ T1 を拡張パルスタイマとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1 //タイマ T1 の現在のタイマ値をバイナリ形式でロードする。 
T MW10  
LC T1 //タイマ T1 の現在のタイマ値を BCD 形式でロードする。 
T MW12  

 

t = programmed time interval

I 2.0

I 2.1

I 2.2

Q 4.0

    

t

Enable input

Start input

Reset input

Timer

Output

Load timer: L, LC
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12.9 SD   オンディレイタイマ 

フォーマット 
SD <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲はCPUにより異なる。

命令の説明 

SD <timer>は、RLO が"0"から"1"になると、指定されたタイマを起動します。プログラムされた時間

間隔は、RLO が 1 である間、経過します。設定された時間間隔に達する前に RLO が"0"になると、時

間のカウントは停止します。このタイマ起動命令では、時間値とタイムベースを BCD で ACCU 1-L に

保存します。 

「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」も参照してください。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 
書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 
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例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SD T1 //タイマ T をオンディレイタイマとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1 //タイマ T1 の現在のタイマ値をバイナリ形式でロードする。 
T MW10  
LC T1 //タイマ T1 の現在のタイマ値を BCD 形式でロードする。 
T MW12  

 

I 2.0

I 2.1

I 2.2

 

  

t =programmed time interval

 
 

t t
Q 4.0

Enable Input

Start Input

Reset Input

Timer

Output

Load Timer: L, LC
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12.10 SS   保持型オンディレイタイマ 

フォーマット 
SS <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異

なる。 

 

命令の説明 

SS <timer>（タイマを拡張オンタイマとして起動）は、RLO が"1"から "0"になると、指定されたタイ

マを起動します。RLO が"0"になったとしても、設定された時間間隔までカウントします。設定した時

間に達する前に RLO が"0"から"1"になると、設定した時間間隔が再トリガ（再起動）します。このタ

イマ起動コマンドは、時間値とタイムベースを ACCU 1-L に BCD で保存します。 

「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」も参照してください。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 
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例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SS T1 //タイマ T1 を拡張オンディレイとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1 //タイマ T1 の現在の時間値をバイナリ形式でロードする。 
T MW10  
LC T1 //タイマ T1 の現在の時間値を BCD 形式でロードする。 
T MW12  

 

I 2.0

I 2.1

I 2.2

t = programmed time interval

Q 4.0
t

Start input

Enable input

Reset input

Timer

Output

Load timer: L, LC
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12.11 SF   オフディレイタイマ 

フォーマット 
SF <timer> 

 
アドレス データタイプ メモリ領域 説明 

<timer> TIMER T タイマ番号。番号の範囲は CPU により異なる。

 

命令の説明 

SF <timer> は、RLO が"1"から "0"になると指定されたタイマを起動します。プログラムされた時間

間隔は、RLO が 0 である間、経過します。設定された時間に達する前に RLO が"1"になると、時間は

停止します。このタイマ起動コマンドは、時間値とタイムベースを ACCU 1-L に BCD で保存します。 

「メモリ内のタイマの位置とタイマのコンポーネント」も参照してください。 

ステータスワード 
 
 BIE A1 A0 OV OS OR STA VKE /ER 

書き込み

の内容: 
- - - - - 0 - - 0 
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例 
 
STL 説明 

A I 2.0  
FR T1 //タイマ T1 を有効にする。 
A I 2.1  
L S5T#10s //ACCU 1 に 10 秒をプリセットする。 
SF T1 //タイマ T1 をオフディレイタイマとして起動する。 
A I 2.2  
R T1 //タイマ T1 をリセットする。 
A T1 //タイマ T1 の信号状態をチェックする。 
= Q 4.0  
L T1  //タイマ T1 の現在のタイマ値をバイナリ形式でロードする。 
T MW10  
LC T1  //タイマ T1 の現在のタイマ値を BCD 形式でロードする。 
T MW12  

 

t = programmed time interval

I 2.0

I 2.1

I 2.2

Q 4.0

     

  

  

t t

Enable input

Start input

Reset input

Timer

Output

Load timer: L, LC
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13 ワード論理命令 

13.1 ワード論理命令の概要 

説明 

ワード論理演算命令により、ワード（16 ビット）やダブルワード（32 ビット）のペアをブールロジッ

クに従ってビットごとに比較します。ワードやダブルワードはそれぞれ、アキュムレータに入ってい

なければなりません。 

ワードについて、アキュムレータ 2 の下位ワードの内容を、アキュムレータ 1 の下位ワードの内容と

結合します。結合の結果は、アキュムレータ 1 の下位ワードに、前の内容を上書きして保存されます。 

ダブルワードについて、アキュムレータ 2 の内容を、アキュムレータ 1 の内容と結合します。結合の

結果は、アキュムレータ 1 に、前の内容を上書きして保存されます。 

結果が 0 でない場合、ステータスワードのビット CC 1 は"1"に設定されます。結果が 0 の場合、ステー

タスワードのビット CC 1 は"0"に設定されます。 

ワード論理演算には、以下の命令を使用できます。 

• AW  AND ワード（16 ビット） 

• OW  OR ワード（16 ビット） 

• XOW  排他的 OR ワード（16 ビット） 

• AD  AND ダブルワード（32 ビット） 

• OD  OR ダブルワード（32 ビット） 

• XOD  排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 

 



ワード論理命令  
13.2 AW   AND ワード（16 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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13.2 AW   AND ワード（16 ビット） 

フォーマット 
AW 
AW <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant> WORD、 
16 ビット定数 

AND により、ACCU 1-L と結合されるビットパターン

 

命令の説明 

AW（AND ワード）は、ブール論理演算 AND に従って、ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L または 16 ビッ

ト定数とビットごとに結合します。リザルトダブルワードのビットは、論理演算に組み込まれている

両方のダブルワードの対応するビットが"1"の場合に"1"になります。この結果は、ACCU 1-L に保存さ

れます。ACCU 1-H および ACCU 2（ACCU が 4 つの CPU の場合は ACCU 3 と ACCU 4 も）は変更

されません。ステータスビット CC 1 は、演算結果として設定されます（結果が 0 以外の場合、CC 1
は 1 になる）。ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

AW: ACCU 1-L を ACCU 2-L と結合します。 

AW <constant>: ACCU 1-L を 16 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  15 . . .  . . . . . . . 0 

AW 命令実行前の ACCU 1-L 0101 1001 0011 1011 

ACCU 2-L または 16 ビット定数 1111 0110 1011 0101 

AW 命令実行後の結果（ACCU 1-L） 0101 0000 0011 0001 

 



 ワード論理命令 
 13.2 AW   AND ワード（16 ビット） 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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例 1 
 
STL 説明 

L IW20 //IW20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
L  IW22 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。//IW22 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
AW  //AND により、ACCU 1-L のビットを ACCU 2-L のビットと結合する。結果を ACCU 1-L に保存する。

T  MW 8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L IW20  //IW20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
AW W#16#0FFF //AND により、ACCU 1-L のビットを 16 ビット定数のビットパターン  

//（0000_1111_1111_1111）と結合する。結果を ACCU 1-L に保存する。 
JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.3 OW   OR ワード（16 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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13.3 OW   OR ワード（16 ビット） 

フォーマット 
OW 
OW <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant> WORD、 
16 ビット定数 

OR により、ACCU 1-L と結合されるビットパターン

 

命令の説明 

OW（OR ワード）は、ブール論理演算 OR に従って、ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L または 16 ビッ

ト定数とビットごとに結合します。論理演算に組み込まれている両方のダブルワードの対応するビッ

トの少なくとも 1 つが"1"の場合、リザルトワードのビットは"1"になります。この結果は、ACCU 1-L に
保存されます。ACCU 1-H および ACCU 2（ACCU が 4 つの CPU の場合は ACCU 3 と ACCU 4 も）

は変更されません。この命令は、RLO に関係なく実行され、これにより RLO が変更されることもあり

ません。ステータスビット CC 1 は、演算結果として設定されます（結果が 0 以外の場合、CC 1 は 1
になる）。ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

OW: ACCU 1-L を ACCU 2-L と結合します。 

OW <constant>: ACCU 1-L を 16 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  15 . . .  . . . . . . . 0 

OW 命令実行前の ACCU 1-L  0101 0101 0011 1011 

ACCU 2-L または 16 ビット定数 1111 0110 1011 0101 

OW 命令実行後の結果（ACCU 1-L） 1111 0111 1011 1111 

 



 ワード論理命令 
 13.3 OW   OR ワード（16 ビット） 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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例 1 
 
STL 説明 

L IW20 //IW20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
L  IW22 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。IW22 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
OW  //OR により、ACCU 1-L のビットを ACCU 2-L のビットと結合する。結果を ACCU 1-L に保存

する。 
T  MW8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L IW20  //IW 20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
OW W#16#0FFF //OR により、ACCU 1-L のビットを 16 ビット定数のビットパターン  

//（0000_1111_1111_1111）と結合する。結果を ACCU 1-L に保存する。 
JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.4 XOW   排他的 OR ワード（16 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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13.4 XOW   排他的 OR ワード（16 ビット） 

フォーマット  
XOW 
XOW <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant> WORD、 
16 ビット定数 

XOR（排他的 OR）により、ACCU 1-L と結合される

ビットパターン 

 

命令の説明 

XOW（XOR ワード）は、ブール論理演算 XOR に従って、ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L または 16
ビット定数とビットごとに結合します。論理演算に組み込まれている両方のダブルワードの対応する

ビットの少なくとも 1 つが"1"の場合、リザルトワードのビットは "1"になります。この結果は、

ACCU 1-L に保存されます。ACCU 1-H および ACCU 2 は変更されません。ステータスビット CC 1
は、演算結果として設定されます（結果が 0 以外の場合、CC 1 は 1 になる）。ステータスワードビッ

ト CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

排他的 OR ファンクションを複数回使用できます。チェックされたアドレスの不良数が"1"の場合、論

理演算の結果が"1"になります。 

XOW: ACCU 1-L を ACCU 2-L と結合します。 

XOW <constant>: ACCU 1-L を 16 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  15 . . .  . . . . . . . 0 

XOW 命令実行前の ACCU 1 0101 0101 0011 1011 

ACCU 2-L または 16 ビット定数 1111 0110 1011 0101 

XOW 命令実行後の結果（ACCU 1） 1010 0011 1000 1110 

 



 ワード論理命令 
 13.4 XOW   排他的 OR ワード（16 ビット） 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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例 1 
 
STL 説明 

L IW20 //IW20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
L  IW22 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。ID24 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
XOW  //XOR により、ACCU 1-L のビットを ACCU 2-L のビットと結合する。結果を ACCU 1-L に保存する。

T  MW8 //結果を MW8 へ転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 
L IW20  //IW20 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
XOW 16#0FFF //XOR により、ACCU 1-L のビットを 16 ビット定数のビットパターン（0000_1111_1111_1111）と 

//結合する。結果を ACCU 1-L に保存する。 
JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.5 AD   AND ダブルワード（32 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
222 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

13.5 AD   AND ダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
AD 
AD <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant> DWORD、 
32 ビットの定数 

AND により ACCU 1 と結合されるビットパターン 

 

命令の説明 

AD（AND ダブルワード）は、ブール論理演算 AND に従って、ACCU 1 の内容を ACCU 2 または 32
ビット定数と 1 ビットずつ結合します。リザルトダブルワードのビットは、論理演算に組み込まれて

いる両方のダブルワードの対応するビットが"1"の場合に"1"になります。この結果は、ACCU 1-L に保

存されます。ACCU 2（ACCU が 4 つの CPU の場合は ACCU 3 と ACCU 4 も）は変更されません。ス

テータスビット CC 1 は、演算結果として設定されます（結果が 0 以外の場合、CC 1 は 1 になる）。

ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

AD: ACCU 1 を ACCU 2 と結合します。 

AD <constant>: ACCU 1-L を 32 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  31 . . . . . . . . . . . . . . . . . 0

UD 命令実行前の ACCU 1 0101 0000 1111 1100 1000 1001 0011 1011
ACCU 2 または 32 ビット定数 1111 0011 1000 0101 0111 0110 1011 0101

UD 命令実行後の結果（ACCU 1） 0101 0000 1000 0100 0000 0000 0011 0001

 



 ワード論理命令 
 13.5 AD   AND ダブルワード（32 ビット） 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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例 1 
 
STL 説明 

L ID20 //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 
L  ID24 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。ID24 の内容を ACCU 1 にロードする。 
AD  //AND により、ACCU 1 のビットと ACCU 2 のビットを結合する。結果を ACCU 1 に保存する。

T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L ID 20  //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 
AD DW#16#0FFF_EF21 //AND により、ACCU 1 のビットを 32 ビット定数のビットパターン 

//（0000_1111_1111_1111_1110_1111_0010_0001）と結合する。 
//その結果を ACCU 1 に保存する。 

JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.6 OD   OR ダブルワード（32 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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13.6 OD   OR ダブルワード（32 ビット） 

フォーマット  
OD 
OD <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant>  DWORD、 
32 ビットの定数 

OR により、ACCU 1 と結合されるビットパターン 

 

命令の説明 

OD（OR ダブルワード）は、ブール論理演算 OR に従って、ACCU 1 の内容を ACCU 2 または 32 ビッ

ト定数と 1 ビットずつ結合します。論理演算に組み込まれている両方のダブルワードの対応するビッ

トの少なくとも 1 つが"1"の場合、リザルトダブルワードのビットは"1"になります。この結果は、

ACCU 1-L に保存されます。ACCU 2（ACCU が 4 つの CPU の場合は ACCU 3 と ACCU 4 も）は変更

されません。ステータスビット CC 1 は、演算結果のファンクションとして設定されます（結果が 0
以外の場合、CC 1 は 1 になる）。ステータスワードビット CC 0 と OV は 0 にリセットされます。 

OD: ACCU 1 を ACCU 2 と結合します。 

OD <constant>: ACCU 1-L を 32 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  31 . . . . . . . . . . . . . . . . . 0

OD 命令実行前の ACCU 1 0101 0000 1111 1100 1000 0101 0011 1011

ACCU 2 または 32 ビット定数 1111 0011 1000 0101 0111 0110 1011 0101

OD 命令実行後の結果（ACCU 1） 1111 0011 1111 1101 1111 0111 1011 1111

 



 ワード論理命令 
 13.6 OD   OR ダブルワード（32 ビット） 

S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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例 1 
 
STL 説明 

L ID20 //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 
L  ID24 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。ID24 の内容を ACCU 1 にロードする。 
OD  //OR により、ACCU 1 のビットを ACCU 2 ビットと結合する。結果を ACCU 1 に保存する。

T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

L ID20  //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 
OD DW#16#0FFF_EF21 //OR により、ACCU 1 のビットを 32 ビット定数のビットパターン 

//（0000_1111_1111_1111_1110_1111_0010_0001）と結合する。 
//結果を ACCU 1 に保存する。 

JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.7 XOD   排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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13.7 XOD   排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 

フォーマット 
XOD 
XOD <constant> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<constant> DWORD、 
32 ビットの定数 

XOR（排他的 OR）により、ACCU 1 と結合されるビッ

トパターン 

 

命令の説明 

XOD（XOR ダブルワード）は、ブール論理演算 XOR（排他的 OR）に従って、ACCU 1 の内容を ACCU 
2 または 32 ビット定数と 1 ビットずつ結合します。論理演算に組み込まれている両方のダブルワード

の対応するビットの少なくとも 1 つが"1"の場合、リザルトダブルワードのビットは"1"になります。こ

の結果は、ACCU 1-L に保存されます。ACCU 2 は変更されません。ステータスビット CC 1 は、演算

結果として設定されます（結果が 0 以外の場合、CC 1 は 1 になる）。ステータスワードビット CC 0
と OV は 0 にリセットされます。 

排他的 OR ファンクションを複数回使用できます。チェックされたアドレスの不良数が"1"の場合、論

理演算の結果が"1"になります。 

XOD: ACCU 1 を ACCU 2 と結合します。 

XOD <constant>: ACCU 1-L を 32 ビット定数と結合します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- x 0 0 - - - - - 

 

例 
 
ビット  31 . . . . . . . . . . . . . . . . . 0

XOD 命令実行前の ACCU 1 0101 0000 1111 1100 1000 0101 0011 1011
ACCU 2 または 32 ビット定数 1111 0011 1000 0101 0111 0110 1011 0101

XOD 命令実行後の結果（ACCU 1） 1010 0011 0111 1001 1111 0011 1000 1110

 



 ワード論理命令 
 13.7 XOD   排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 
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例 1 
 
STL 説明 
L ID20 //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 

L  ID24 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にロードする。ID24 の内容を ACCU 1 にロードする。 
XOD  //XOR により、ACCU 1 のビットを ACCU 2 のビットと結合する。結果を ACCU 1 に保存

する。 
T  MD8 //結果を MD8 に転送する。 

 

例 2 
 
STL 説明 
L ID20  //ID20 の内容を ACCU 1 にロードする。 

XO
D 

DW#16#0FFF_EF21 //XOR により、ACCU 1 のビットを 32 ビット定数のビットパターン  
//（0000_1111_1111_1111_1111_1110_0010_0001）と結合する。 
//結果を ACCU 1 に保存する。 

JP  NEXT //結果が 0 以外の場合（CC 1 = 1）、NEXT ジャンプラベルへジャンプする。 

 



ワード論理命令  
13.7 XOD   排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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14 アキュムレータ命令 

14.1 アキュムレータの演算とアドレスレジスタ命令の概要 

説明 

以下の命令は、アキュムレータの内容を処理するために使用することができます。 

• TAK ACCU 1 と ACCU 2 の切り替え 

• PUSH ACCU が 2 つの CPU 

• PUSH ACCU が 4 つの CPU 

• POP CPU が 2 つの CPU 

• POP ACCU が 4 つの CPU 

 

• ENT ACCU スタックに入る 

• LEAVE ACCU スタックから出る 

• INC ACCU 1-L-L に加算 

• DEC ACCU 1-L-L から減算 

 

• +AR1 ACCU 1 をアドレスレジスタ 1 に追加 

• +AR2 ACCU 1 をアドレスレジスタ 2 に追加 

 

• BLD プログラム表示命令（Null） 

• NOP 0 Null 命令 

• NOP 1 Null 命令 



アキュムレータ命令  
14.2 TAK   ACCU 1 と ACCU 2 の切り替え 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
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14.2 TAK   ACCU 1 と ACCU 2 の切り替え 

フォーマット 
TAK 

説明 

TAK（ACCU 1 を ACCU 2 と入れ替え）は、ACCU 1 の内容を ACCU 2 の内容と入れ替えます。この

命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることも

ありません。ACCU が 4 つの CPU の場合、ACCU 3 および ACCU 4 の内容は変更されません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例: 大きい値から小さい値を減算 
 
STL 説明 

 L MW10 //MW10 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
 L MW12 //ACCU 1-L の内容を ACCU 2-L にロードする。MW12 の内容を ACCU 1-L にロードする。 
 >I  //ACCU 2-L（MD10）が ACCU 1-L（ID14）より大きいかどうかチェックする。 
 SPB NEXT //ACCU 2（MW10）が ACCU 1（MW12）よりも大きい場合、NEXT ジャンプラベルへジャン

プする。 
 TAK  //ACCU 1 の内容と ACCU 2 の内容を交換する。 
NEXT: -I  //ACCU 1-L の内容から ACCU 2-L の内容を減算する。 
 T  MW14 //結果（= 大きい値から小さい値を減算）を MW14 へ転送する。 

 
目次 ACCU 1 ACCU 2 

TAK 命令実行前の値 <MW12> <MW10> 

TAK 命令実行後の値 <MW10> <MW12> 

 



 アキュムレータ命令 
 14.3 POP   ACCU が 2 つの CPU 
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14.3 POP   ACCU が 2 つの CPU 

フォーマット 
POP 

説明 

POP（ACCU が 2 つの CPU）は、ACCU 2 の内容全体を ACCU 1 にコピーします。ACCU 2 は変更さ

れません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変

更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
T  MD10 //ACCU 1 の内容（= A）を MD10 に転送する。 
POP  //ACCU 2 の内容全体を ACCU 1 にコピーする。 
T MD14 //ACCU 1 の内容（= B）を MD14 に転送する。 

 
目次 ACCU 1 ACCU 2 

POP 命令実行前の値 A B 

POP 命令実行後の値 B B 

 



アキュムレータ命令  
14.4 POP   ACCU が 4 つの CPU 
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14.4 POP   ACCU が 4 つの CPU 

フォーマット 
POP 

説明 

POP（ACCU が 4 つの CPU）は、ACCU 2 の内容全体を ACCU 1 に、ACCU 3 の内容全体を ACCU 2
に、ACCU 4 の内容全体を ACCU 3 にコピーします。ACCU 4 は変更されません。この命令は、ステー

タスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

T  MD10 //ACCU 1 の内容（= A）を MD10 に転送する。 
POP  //ACCU 2 の内容全体を ACCU 1 にコピーする。 
T MD14 //ACCU 1 の内容（= B）を MD14 に転送する。 

 
目次 ACCU 1 ACCU 2 ACCU 3 ACCU 4 

POP 命令実行前の値 A B C D 

POP 命令実行後の値 B C D D 

 



 アキュムレータ命令 
 14.5 PUSH   ACCU が 2 つの CPU 
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14.5 PUSH   ACCU が 2 つの CPU 

フォーマット 
PUSH 

説明 

PUSH（ACCU 1 から ACCU 2）は、ACCU 1 の内容全体を ACCU 2 にコピーします。ACCU 1 は変更

されません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが

変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MW10 //MW10 の内容を ACCU 1 にロードする。 
PUSH  //ACCU 1 の内容全体を ACCU 2 にコピーする。 

 
目次 ACCU 1 ACCU 2 

PUSH 命令実行前の値 <MW10> <X> 

PUSH 命令実行後の値 <MW10> <MW10> 

 



アキュムレータ命令  
14.6 PUSH   ACCU が 4 つの CPU 
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14.6 PUSH   ACCU が 4 つの CPU 

フォーマット 
PUSH 

説明 

PUSH（ACCU が 4 つの CPU）は、ACCU 3 の内容全体を ACCU 4 に、ACCU 2 の内容全体を ACCU 3
に、ACCU 1 の内容全体を ACCU 2 にコピーします。ACCU 1 は変更されません。この命令は、ステー

タスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることもありません。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 
 
STL 説明 
L  MW10 //MW10 の内容を ACCU 1 にロードする。 
PUSH  //ACCU 1 の内容全体を ACCU 2 に、ACCU 2 の内容を ACCU 3 に、 

//ACCU 3 の内容を ACCU 4 にコピーする。 

 
目次 ACCU 1 ACCU 2 ACCU 3 ACCU 4 

PUSH 命令実行前の値 A B C D 

PUSH 命令実行後の値 A  A B C 

 



 アキュムレータ命令 
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14.7 ENT   ACCU スタックに入る 

フォーマット 
ENT 

説明 

ENT（アキュムレータスタック入力）は、ACCU 3 の内容を ACCU 4 に、ACCU 2 の内容を ACCU 3
にコピーします。ロード命令の入力側に直接 ENT 命令をプログラムすると、ACCU 3 に中間結果を保

存できます。 

例 
STL 説明 

L DBD0 //データダブルワード DBD0 の値を ACCU 1 にロードする。 
//（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。 

L DBD4 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にコピーする。 
//データダブルワード DBD4 の値を ACCU 1 にロードする。（この値は浮動小数点数形式にする必要がある）。

+R  //ACCU 1 と ACCU 2 の各内容を浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754） 
//として加算して、その結果を ACCU 1 に保存する。 

L DBD8 //ACCU 1 の値を ACCU 2 にコピーし、データダブルワード DBD8 の値を  
// ACCU 1 にロードする。 

ENT  //ACCU 3 の内容を ACCU 4 にコピーする。ACCU 2 の内容（中間結果）を ACCU 3 に  
//コピーする。 

L DBD12 //データダブルワード DBD12 の値を ACCU 1 にロードする。 
–R  //ACCU 2 から ACCU 1 の内容を減算し、その結果を 

//ACCU 1 に保存する。ACCU 3 の内容を ACCU 2 にコピーする。 
//ACCU 4 の内容を ACCU 3 にコピーする。 

/R  //ACCU 2 の内容（DBD0+DBD4）を ACCU 1 の内容（DBD8-DBD12）で除算する。その結果を ACCU 1
に保存する。 

T DBD16 //結果（ACCU 1）をデータダブルワード DBD16 に転送する。 

14.8 LEAVE   ACCU スタックから出る 

フォーマット 
LEAVE 

説明 

LEAVE（アキュムレータスタックから出す）は、ACCU 3 の内容を ACCU 2 に、ACCU 4 の内容を ACCU 
3 にコピーします。移動または回転命令の入力側に直接 LEAVE 命令をプログラムし、アキュムレータ

を結合すると、LEAVE 命令は算術命令のように機能します。ACCU 1 および ACCU 4 の内容は変更さ

れません。 

 



アキュムレータ命令  
14.9 INC   ACCU 1-L-L に加算 
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14.9 INC   ACCU 1-L-L に加算 

フォーマット 
INC <8-bit integer> 

 
パラメータ データタイプ 説明 

<8-bit integer> 8 ビット整定数 ACCU 1-L-L に加算される定数（値の範囲は 0～255）。 

 

説明 

INC <8-bit integer>（ACCU 1-L-L に加算）は、ACCU 1-L-L の内容に 8 ビット整数を加算し、その結

果を ACCU 1-L-L に保存します。ACCU 1-L-H、ACCU 1-H、および ACCU 2 は変更されません。この

命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されることも

ありません。 

 
 注 

これらの命令は 16 ビットまたは 32 ビット演算には対応していません。アキュムレータ 1 の下位ワー

ドの下位バイトから、アキュムレータ 1 の下位ワードの上位バイトへの繰り上がりが行われないから

です。16 ビットまたは 32 ビット演算には、+I または+D 命令をそれぞれ使用します。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

L MB22 //MB22 の値をロードする。 
INC 1 //"ACCU 1-L-L に 1 を加算"命令を実行し、その結果を ACCU 1-L-L に保存する。 
T MB22 //ACCU 1-L-L の内容（結果）を MB22 へ転送する。 

 



 アキュムレータ命令 
 14.10 DEC   ACCU 1-L-L からの減算 
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14.10 DEC   ACCU 1-L-L からの減算 

フォーマット 
DEC <8-bit integer> 

 
アドレス データタイプ 説明 

<8-bit integer> 8 ビット整定数 ACCU 1-L-L から引かれる定数（値の範囲は 0～255）。 

 

説明 

DEC <8-bit integer>（ACCU 1-L-L から減算）は、ACCU 1-L-L の内容から 8 ビット整数を引き、その

結果を ACCU 1-L-L に保存します。ACCU 1-L-H、ACCU 1-H、および ACCU 2 は変更されません。こ

の命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されること

もありません。 

 
 注 

これらの命令は 16 ビットまたは 32 ビット演算には対応していません。アキュムレータ 1 の下位ワー

ドの下位バイトから、アキュムレータ 1 の下位ワードの上位バイトへの繰り上がりが行われないから

です。16 ビットまたは 32 ビット演算には、+I または+D 命令をそれぞれ使用します。 

 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

例 
 
STL 説明 

L MB250 //MB250 の値をロードする。 
DEC 1 //"ACCU 1-L-L から 1 を減算"命令を実行し、その結果を ACCU 1-L-L に保存する。 
T MB250 //ACCU 1-L-L の内容（結果）を MB250 へ転送する。 

 



アキュムレータ命令  
14.11 +AR1   ACCU 1 をアドレスレジスタ 1 に追加 
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14.11 +AR1   ACCU 1 をアドレスレジスタ 1 に追加 

フォーマット 
+AR1 
+AR1  <P#Byte.Bit> 

 
パラメータ データタイプ 説明 

<P#Byte.Bitr> ポインタ定数 AR1 に追加されるアドレス 

 

説明 

+AR1（AR1 に加算）は、命令または ACCU 1-L で指定したオフセットを AR の内容に加算します。整

数（16 ビット）は、まず、適切な符号付きの 24 ビット整数に拡張された後、AR1 の最下位 24 ビット

（AR1 の相対アドレス部）に加算されます。AR1 の ID 領域（ビット 24、25、および 26）は変更され

ません。この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更

されることもありません。 

+AR1: AR1 の内容に加算される整数（16 ビット）は、ACCU 1-L の値で指定されます。有効な値の範

囲は-32768～+32767 です。 

+AR1 <P#Byte.Bit>: 加算するオフセットは、<P#Byte.Bit>アドレスで指定されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 1 
 
STL 説明 

L +300 //値を ACCU 1-L にロードする。 
+AR1  //ACCU 1-L（整数、16 ビット）を AR1 に加算する。 

例 2 
 
STL 説明 

+AR1 P#300.0 //オフセット 300.0 を AR1 に加算する。 



 アキュムレータ命令 
 14.12 +AR2   ACCU 1 をアドレスレジスタ 2 に追加 
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14.12 +AR2   ACCU 1 をアドレスレジスタ 2 に追加 

フォーマット 
+AR2 
+AR2  <P#Byte.Bit> 

 
パラメータ データタイプ 説明 

<P#Byte.Bitr> ポインタ定数 AR2 に追加されるアドレス 

説明 

+AR2（AR2 に追加）は、命令または ACCU 1-L で指定されたオフセットを AR の内容に加算します。

整数（16 ビット）はまず、正しい符号付きの 2 ビット整数になり、AR2 の最下位 24 ビット（AR2 の

相対アドレス部）に追加されます。AR2 の ID 領域（ビット 24、25、および 26）は変更されません。

この命令は、ステータスビットに関係なく実行され、これにより、ステータスビットが変更されるこ

ともありません。 

+AR2: AR2 の内容に追加される整数（16 ビット）は、ACCU 1-L の値で指定します。有効な値の範囲

は-32768～+32767 です。 

+AR2 <P#Byte.Bit>: 加算するオフセットは<P#Byte.Bit>アドレスで指定されます。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

例 1 
 
STL 説明 

L  +300 //値を ACCU 1-L にロードする。 
+AR1  //ACCU 1-L（整数、16 ビット）を AR2 に加算する。 

 

例 2 
 
STL 説明 

+AR1 P#300.0 //オフセット 30.0 を AR2 に加算する。 

 



アキュムレータ命令  
14.13 BLD   プログラム表示命令（Null） 
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14.13 BLD   プログラム表示命令（Null） 

フォーマット 
BLD <number> 

 
アドレス 説明 

<number>  この数値は BLD 命令を指定する（範囲は 0～255）。 

説明 

BLD <number>（プログラム表示命令、NULL 命令）は、ファンクションを実行しません。ステータス

ビットも変更しません。この命令は、グラフィック表示用プログラミング装置（PG）に使用されます。

STL にラダーまたは FBD プログラムが表示されると、自動的に作成されます。BLD 命令はアドレス

<number>で指定しますが、このアドレスはプログラミング装置で生成します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 

14.14 NOP 0   Null 命令 

フォーマット 
NOP 0 

説明 

NOP 0（アドレス"0"の NOP 命令）は、ファンクションを実行しません。ステータスビットも変更さ

れません。この命令コードには、ゼロが 16 個指定されたビットパターンが指定されています。この命

令は、プログラミング装置（PG）でプログラムを表示する場合にのみ使用します。 

ステータスワード 

 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 

書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 



 アキュムレータ命令 
 14.15 NOP 1   Null 命令 
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14.15 NOP 1   Null 命令 

フォーマット 
NOP 1 

説明 

NOP 1（アドレス"1"の NOP 命令）は、ファンクションを実行しません。ステータスビットも変更さ

れません。この命令コードには、1 が 16 個指定されたビットパターンが指定されています。この命令

は、プログラミング装置（PG）でプログラムを表示する場合にのみ使用します。 

ステータスワード 
 
 BR CC 1 CC 0 OV OS OR STA RLO /FC 
書き込み

の内容: 
- - - - - - - - - 

 



アキュムレータ命令  
14.15 NOP 1   Null 命令 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
242 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 
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A すべての STL 命令の概要 

A.1 ドイツ語のプログラム表記法（SIMATIC）に従ってソートされた STL 命令 
 

ドイツ語の 
プログラム 
表記法 

英語の 
プログラム 
表記法 

プログラムエレメント

カタログ 
説明 

+ + 整数値演算命令 整定数の追加（16、32 ビット） 
= = ビットロジック命令 割り付け 
） ） ビットロジック命令 ネストを閉じる  
+AR1 +AR1 アキュムレータ AR1  ACCU 1 をアドレスレジスタ 1 へ加算  
+AR2 +AR2 アキュムレータ AR2  ACCU 1 をアドレスレジスタ 2 へ加算  
+D +D 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 を加算（32 ビットダブル整数） 
–D –D 整数値演算命令 ACCU 2 から ACCU 1 を倍長整数として減算（32 ビット） 
*D *D 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 の倍長整数（32 ビット）での乗算  
/D /D 整数値演算命令 倍長整数（32 ビット）として、ACCU 2 を ACCU 1 で割る  
? D ? D 比較 倍長整数（32-Bit）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=  
+I +I 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 の整数（16 ビット）での加算  
–I –I 整数値演算命令 ACCU 2 から ACCU 1 を整数として減算（16 ビット） 
*I *I 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 を整数として乗算（16 ビット） 
/I /I 整数値演算命令 整数（16 ビット）として、ACCU 2 を ACCU 1 で割る  
? I  ? I 比較 整数（16 ビット）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=   
+R +R 浮動小数点命令 ACCU 1 と ACCU 2 の加算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

–R –R 浮動小数点命令 ACCU 2 からACCU 1 を減算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

*R *R 浮動小数点命令 ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

/R /R 浮動小数点命令 ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

? R ? R  比較 浮動小数点数（32 ビット）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=  
ABS ABS 浮動小数点命令 浮動小数点数の絶対値（32 ビットの IEEE 754） 
ACOS ACOS 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークコサインを生成  
ASIN ASIN 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークサインを生成  
ATAN ATAN 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークタンジェントを生成  
AUF OPN DB 呼び出し データブロックを開く  
BE BE プログラムコントロール ブロックの終了  
BEA BEU プログラムコントロール ブロックの条件なし終了  
BEB BEC プログラムコントロール ブロックの条件付き終了  
BLD BLD プログラムコントロール プログラム表示命令（Null） 
BTD BTD 変換 整数への BCD（32 ビット） 
BTI BTI 変換 整数への BCD（16 ビット） 
CALL CALL プログラムコントロール [ブロック呼び出し]  
CALL CALL プログラムコントロール 複数インスタンスの呼び出し  
CALL CALL プログラムコントロール ライブラリからのブロックの呼び出し  
CC CC プログラムコントロール 条件付き呼び出し  



すべての STL 命令の概要  
A.1 ドイツ語のプログラム表記法（SIMATIC）に従ってソートされた STL 命令 
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ドイツ語の 
プログラム 
表記法 

英語の 
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CLR CLR ビットロジック命令 RLO のクリア（= 0） 
COS COS 浮動小数点命令 角度のコサインを生成（32 ビット浮動小数点数） 
DEC DEC アキュムレータ ACCU 1-L-L のディクリメント  
DTB DTB 変換 BCD へのダブル整数（32 ビット） 
DTR DTR 変換 倍長整数（32 ビット）から浮動小数点数への変換（32 ビット、IEEE 

754） 
ENT ENT アキュムレータ ACCU スタックに入る  
EXP EXP 浮動小数点命令 浮動小数点数の指数値を生成（32 ビット） 
FN FN ビットロジック命令 立ち下がりパルス  
FP FP ビットロジック命令 立ち上がりパルス  
FR FR  カウンタ イネーブルカウンタ（フリー）（フリー、FR C 0 ～o C 255） 
FR  FR  タイマ イネーブルタイマ（フリー） 
INC INC アキュムレータ ACCU 1-L-L のインクリメント  
INVD INVD 変換 1 の補数ダブル整数（32 ビット） 
INVI INVI 変換 1 の補数整数（16 ビット） 
ITB ITB 変換 整数（16 ビット）から BCD への変換  
ITD ITD 変換 ダブル整数（32 ビット）への整数（16 ビット） 
L L ロード/転送 ロード  
L DBLG L DBLG ロード/転送 共有 DB の長さを ACCU 1 にロード  
L DBNO L DBNO ロード/転送 共有 DB の数を ACCU 1 にロード  
L DILG L DILG ロード/転送 インスタンス DB の長さを ACCU 1 にロード  
L DINO L DINO ロード/転送 インスタンス DB の数を ACCU 1 にロード  
L  STW  L  STW  ロード/転送 ステータスワードを ACCU 1 にロード  
L  L  ロード/転送 カレントタイマ値を整数として ACCU 1 にロード（カレントタイ

マ値は 0 から 255 まで有効、たとえば L T 32） 
L  L  ロード/転送 カレントカウンタ値を ACCU 1 にロード（カレントカウンタ値は

0 から 255 まで有効、たとえば L C 15） 
LAR1  
 

LAR1  ロード/転送 ACCU 1 からアドレスレジスタ 1 をロード  

LAR1 LAR1  ロード/転送 アドレスレジスタ 1 をダブル整数（32 ビットポインタ）でロード

LAR1 LAR1  ロード/転送 アドレスレジスタ 2 からアドレスレジスタ 1 をロード   
LAR2  
 

LAR2  
 

ロード/転送 ACCU 1 からアドレスレジスタ 2 をロード  

LAR2 LAR2  ロード/転送 ダブル整数（32 ビットポインタ）でアドレスレジスタ 2 をロード

LC  LC  カウンタ カレントカウンタ値を BCD として ACCU 1 にロード（カレントタ

イマ値は 0 から 255 まで有効、たとえば LC C 15） 
LC  LC  タイマ カレントタイマ値を BCD として ACCU 1 にロード（カレントカウ

ンタ値は 0 から 255 まで有効、たとえば LC T 32） 
LEAVE LEAVE アキュムレータ ACCU スタックから出る  
LN LN 浮動小数点命令 自然対数を浮動小数点数（32 ビット）で生成  
LOOP LOOP ジャンプ ループ  
MCR（ MCR（ プログラムコントロール MCR スタックに RLO を保存、MCR の開始  
）MCR ）MCR プログラムコントロール MCR の終了  
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MCRA MCRA プログラムコントロール MCR 領域の有効化  
MCRD MCRD プログラムコントロール MCR 領域の無効化  
MOD MOD 整数値演算命令 除算による余り（32 ビットダブル整数） 
NEGD NEGD 変換 倍長整数（32 ビット）の 2 の補数  
NEGI NEGI 変換 2 の補数整数（16 ビット） 
NEGR NEGR 変換 浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の否定  
NOP 0 NOP 0 アキュムレータ Null 命令  
NOP 1 NOP 1 アキュムレータ Null 命令  
NOT NOT ビットロジック命令 RLO の否定  
O O ビットロジック命令 OR  
O（ O（ ビットロジック命令 OR/ネストを開く 
OD OD ワード論理命令 ダブルワード（32 ビット）の OR  
ON ON ビットロジック命令 OR NOT  
ON（ ON（ ビットロジック命令 OR NOT/ネストを開く 
OW OW ワード論理命令 OR ワード（16 ビット） 
POP POP アキュムレータ ACCU が 2 つの CPU  
POP POP アキュムレータ ACCU が 4 つの CPU  
PUSH PUSH アキュムレータ ACCU が 2 つの CPU  
PUSH PUSH アキュムレータ ACCU が 4 つの CPU  
R R ビットロジック命令 リセット  
R  R  カウンタ カウンタをリセット（カレントカウンタ値は 0 から 255 まで有効、

たとえば R C 15） 
R  R タイマ タイマをリセット（カレントタイマ値は 0 から 255 まで有効、た

とえば R T 32） 
RLD RLD シフト/ 循環 左回転ダブルワード（32 ビット） 
RLDA RLDA シフト/ 循環 CC 1 を介して ACCU 1 を左回転（32 ビット） 
RND RND 変換 丸め  
RND+ RND+ 変換 上位ダブル整数へ丸め  
RND- RND- 変換 下位ダブル整数へ丸め  
RRD RRD シフト/ 循環 ダブルワード（32 ビット）の右回転  
RRDA RRDA シフト/ 循環 CC 1 を介して右回転 ACCU 1（32 ビット） 
S S ビットロジック命令 セット  
S  S  カウンタ カウンタ事前設定値をセット（カレントカウンタ値は 0 から 255

まで有効、たとえば S C 15） 
SA SF タイマ オフディレイタイマ  
SAVE SAVE ビットロジック命令 RLO を BR レジスタに保存  
SE SD タイマ オンディレイタイマ  
SET SET ビットロジック命令 セット  
SI SP タイマ パルスタイマ  
SIN SIN 浮動小数点命令 角度のサインを浮動小数点数（32 ビット）で生成  
SLD SLD シフト/ 循環 ダブルワード（32 ビット）の左シフト  
SLW SLW シフト/循環 ワード（16 ビット）の左シフト  
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SPA JU ジャンプ 条件なしジャンプ  
SPB JC ジャンプ RLO = 1 ならばジャンプ  
SPBB JCB ジャンプ RLO = 1 ならば BR に保存してジャンプ  
SPBI JBI ジャンプ BR = 1 ならばジャンプ  
SPBIN JNBI ジャンプ BR = 0 ならばジャンプ  
SPBN JCN ジャンプ RLO = 0 ならばジャンプ  
SPBNB JNB ジャンプ RLO = 0 ならば BR に保存してジャンプ  
SPL JL ジャンプ ラベルへジャンプ  
SPM JM ジャンプ 負ならばジャンプ 
SPMZ JMZ ジャンプ マイナスまたはゼロのときにジャンプ  
SPN JN ジャンプ ゼロ以外のときにジャンプ  
SPO JO ジャンプ OV = 1 ならばジャンプ  
SPP JP ジャンプ 正ならばジャンプ  
SPPZ JPZ ジャンプ プラスまたはゼロのときにジャンプ  
SPS JOS ジャンプ OS = 1 のときにジャンプ  
SPU JUO ジャンプ アンオーダのときにジャンプ  
SPZ JZ ジャンプ ゼロのときにジャンプ  
SQR SQR 浮動小数点命令 浮動小数点数の 2 乗を生成（32 ビット） 
SQRT SQRT 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）の平方根を生成  
SRD SRD シフト/循環 ダブルワード（32 ビット）の右シフト  
SRW SRW シフト/循環 ワード（16 ビット）の右シフト  
SS SS タイマ 保持型オンディレイタイマ  
SSD SSD シフト/循環 符号シフトダブル整数（32 ビット） 
SSI SSI シフト/循環 符号付き整数（16 ビット）のシフト  
SV SE タイマ 拡張パルスタイマ  
T T ロード/転送 転送  
T  STW T  STW ロード/転送 ACCU 1 をステータスワードへ転送  
TAD CAD 変換 ACCU 1 のバイトシーケンスを変更（32 ビット） 
TAK TAK アキュムレータ ACCU 1 と ACCU 2 のトグル  
TAN TAN 浮動小数点命令 角度のタンジェントを生成（32 ビット浮動小数点数） 
TAR CAR ロード/転送 アドレスレジスタ 1 とアドレスレジスタ 2 の交換  
TAR1  TAR1 ロード/転送 アドレスレジスタ 1 を ACCU 1 へ転送  
TAR1 TAR1 ロード/転送 アドレスレジスタ 1 を宛先（32 ビットポインタ）へ転送  
TAR1 TAR1  ロード/転送 アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 へ転送  
TAR2  TAR2 ロード/転送 アドレスレジスタ 2 を ACCU 1 へ転送  
TAR2 TAR2 ロード/転送 アドレスレジスタ 2 を宛先（32 ビットポインタ）へ転送  
TAW CAW 変換 ACCU 1-L のバイトシーケンスの変更（16 ビット） 
TDB CDB 変換 共有 DB とインスタンス DB の交換  
TRUNC TRUNC 変換 切り捨て  
U A ビットロジック命令 AND  
U（ A（ ビットロジック命令 AND /ネストを開く  
UC UC プログラムコントロール 条件なし呼び出し  
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UD AD ワード論理命令 ダブルワード（32 ビット）の AND  
UN AN ビットロジック命令 AND NOT  
UN（ AN（ ビットロジック命令 AND NOT/ネストを開く 
UW AW ワード論理命令 AND ワード（16 ビット） 
X X ビットロジック命令 排他的 OR 
X（ X（ ビットロジック命令 排他的 OR/ネストを開く  
XN XN ビットロジック命令 排他的 OR NOT  
XN（ XN（ ビットロジック命令 排他的 OR NOT/ネストを開く  
XOD XOD ワード論理命令 排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 
XOW XOW ワード論理命令 ワード（16 ビット）の排他的 OR  
ZR CD カウンタ ダウンカウンタ  
ZV CU カウンタ カウントアップ  
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カタログ 
説明 

+ + 整数値演算命令 整定数の追加（16、32 ビット） 
= = ビットロジック命令 割り付け 
） ） ビットロジック命令 ネストを閉じる  
+AR1 +AR1 アキュムレータ AR1  ACCU 1 をアドレスレジスタ 1 へ加算  
+AR2 +AR2 アキュムレータ AR2  ACCU 1 をアドレスレジスタ 2 へ加算  
+D +D 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 を加算（32 ビットダブル整数） 
–D –D 整数値演算命令 ACCU 2 から ACCU 1 を倍長整数として減算（32 ビット） 
*D *D 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 の倍長整数（32 ビット）での乗算  
/D /D 整数値演算命令 倍長整数（32 ビット）として、ACCU 2 を ACCU 1 で割る  
? D ? D 比較 倍長整数（32-Bit）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=  
+I +I 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 の整数（16 ビット）での加算  
–I –I 整数値演算命令 ACCU 2 から ACCU 1 を整数として減算（16 ビット） 
*I *I 整数値演算命令 ACCU 1 と ACCU 2 を整数として乗算（16 ビット） 
/I /I 整数値演算命令 整数（16 ビット）として、ACCU 2 を ACCU 1 で割る  
? I ? I  比較 整数（16 ビット）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=   
+R +R 浮動小数点命令 ACCU 1 と ACCU 2 の加算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

–R –R 浮動小数点命令 ACCU 2 からACCU 1 を減算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

*R *R 浮動小数点命令 ACCU 1 と ACCU 2 の乗算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

/R /R 浮動小数点命令 ACCU 2 を ACCU 1 で除算（32 ビットの IEEE 754 浮動小数点数）

? R  ? R 比較 浮動小数点数（32 ビット）の比較 ==, <>, >, <, >=, <=  
A U ビットロジック命令 AND  
A（ U（ ビットロジック命令 AND/ネストを開く  
ABS ABS 浮動小数点命令 浮動小数点数の絶対値 

（32 ビットの IEEE 754） 
ACOS ACOS 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークコサインを生成  
AD UD ワード論理命令 ダブルワード（32 ビット）の AND  
AN UN ビットロジック命令 AND NOT 
AN（ UN（ ビットロジック命令 AND NOT/ネストを開く  
ASIN ASIN 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークサインを生成  
ATAN ATAN 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）のアークタンジェントを生成  
AW UW ワード論理命令 AND ワード（16 ビット） 
BE BE プログラムコントロール ブロックの終了  
BEC BEB プログラムコントロール ブロックの条件付き終了  
BEU BEA プログラムコントロール ブロックの条件なし終了  
BLD BLD プログラムコントロール プログラム表示命令（Null） 
BTD BTD 変換 整数への BCD（32 ビット） 
BTI BTI 変換 整数への BCD（16 ビット） 
CAD TAD 変換 ACCU 1 のバイトシーケンスを変更（32 ビット） 
CALL CALL プログラムコントロール [ブロック呼び出し]  
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CALL CALL プログラムコントロール 複数インスタンスの呼び出し  
CALL CALL プログラムコントロール ライブラリからのブロックの呼び出し  
CAR TAR ロード/転送 アドレスレジスタ 1 とアドレスレジスタ 2 の交換  
CAW TAW 変換 ACCU 1-L のバイトシーケンスの変更（16 ビット） 
CC CC プログラムコントロール 条件付き呼び出し  
CD ZR カウンタ ダウンカウンタ  
CDB TDB 変換 共有 DB とインスタンス DB の交換  
CLR CLR ビットロジック命令 RLO のクリア（= 0） 
COS COS 浮動小数点命令 角度のコサインを生成（32 ビット浮動小数点数） 
CU ZV カウンタ カウントアップ  
DEC DEC アキュムレータ ACCU 1-L-L のディクリメント  
DTB DTB 変換 BCD へのダブル整数（32 ビット） 
DTR DTR 変換 倍長整数（32 ビット）から浮動小数点数への変換（32 ビット、IEEE 

754） 
ENT ENT アキュムレータ ACCU スタックに入る  
EXP EXP 浮動小数点命令 浮動小数点数の指数値を生成（32 ビット） 
FN FN ビットロジック命令 立ち下がりパルス  
FP FP ビットロジック命令 立ち上がりパルス  
FR  FR カウンタ イネーブルカウンタ（フリー）（フリー、FR C 0 ～o C 255） 
FR  FR  タイマ イネーブルタイマ（フリー） 
INC INC アキュムレータ ACCU 1-L-L のインクリメント  
INVD INVD 変換 1 の補数ダブル整数（32 ビット） 
INVI INVI 変換 1 の補数整数（16 ビット） 
ITB ITB 変換 整数（16 ビット）から BCD への変換  
ITD ITD 変換 ダブル整数（32 ビット）への整数（16 ビット） 
JBI SPBI ジャンプ BR = 1 ならばジャンプ  
JC SPB ジャンプ RLO = 1 ならばジャンプ  
JCB SPBB ジャンプ RLO = 1 ならば BR に保存してジャンプ  
JCN SPBN ジャンプ RLO = 0 ならばジャンプ  
JL SPL ジャンプ ラベルへジャンプ  
JM SPM ジャンプ 負ならばジャンプ 
JMZ SPMZ ジャンプ マイナスまたはゼロのときにジャンプ  
JN SPN ジャンプ ゼロ以外のときにジャンプ  
JNB SPBNB ジャンプ RLO = 0 ならば BR に保存してジャンプ  
JNBI SPBIN ジャンプ BR = 0 ならばジャンプ  
JO SPO ジャンプ OV = 1 ならばジャンプ  
JOS SPS ジャンプ OS = 1 のときにジャンプ  
JP SPP ジャンプ 正ならばジャンプ  
JPZ SPPZ ジャンプ プラスまたはゼロのときにジャンプ  
JU SPA ジャンプ 条件なしジャンプ  
JUO SPU ジャンプ アンオーダのときにジャンプ  
JZ SPZ ジャンプ ゼロのときにジャンプ  
L  L  ロード/転送 ロード  
L DBLG L DBLG ロード/転送 共有 DB の長さを ACCU 1 にロード  
L DBNO L DBNO ロード/転送 共有 DB の数を ACCU 1 にロード  



すべての STL 命令の概要  
A.2 英語のプログラム表記法（インターナショナル）に従ってソートされた STL 命令 

 S7-300 および S7-400 プログラミング用ステートメントリスト（STL） 
250 リファレンスマニュアル, 03/2012, A5E03681272-01 

英語の 
プログラム 
表記法 

ドイツ語の 
プログラム 
表記法 

プログラムエレメント

カタログ 
説明 

L DILG L DILG ロード/転送 インスタンス DB の長さを ACCU 1 にロード  
L DINO L DINO ロード/転送 インスタンス DB の数を ACCU 1 にロード  
L  STW  L  STW  ロード/転送  ステータスワードを ACCU 1 にロード  
L  L  タイマ カレントタイマ値を整数として ACCU 1 にロード（カレントタイ

マ値は 0 から 255 まで有効、たとえば L T 32） 
L  L  カウンタ カレントカウンタ値を ACCU 1 にロード（カレントカウンタ値は

0 から 255 まで有効、たとえば L C 15） 
LAR1  LAR1  ロード/転送 ACCU 1 からアドレスレジスタ 1 をロード  
LAR1 <D> LAR1 <D> ロード/転送 アドレスレジスタ 1 をダブル整数（32 ビットポインタ）でロード

LAR1 AR2 LAR1 AR2 ロード/転送 アドレスレジスタ 2 からアドレスレジスタ 1 をロード   
LAR2  LAR2  ロード/転送 ACCU 1 からアドレスレジスタ 2 をロード  
LAR2 <D> LAR2 <D> ロード/転送 ダブル整数（32 ビットポインタ）でアドレスレジスタ 2 をロード

LC  LC  カウンタ カレントカウンタ値を BCD として ACCU 1 にロード（カレントタ

イマ値は 0 から 255 まで有効、たとえば LC C 15） 
LC  LC  タイマ カレントタイマ値を BCD として ACCU 1 にロード（カレントカウ

ンタ値は 0 から 255 まで有効、たとえば LC T 32） 
LEAVE LEAVE アキュムレータ ACCU スタックから出る  
LN LN 浮動小数点命令 自然対数を浮動小数点数（32 ビット）で生成  
LOOP LOOP ジャンプ ループ  
MCR（ MCR（ プログラムコントロール MCR スタックに RLO を保存、MCR の開始  
）MCR ）MCR プログラムコントロール MCR の終了  
MCRA MCRA プログラムコントロール MCR 領域の有効化  
MCRD MCRD プログラムコントロール MCR 領域の無効化  
MOD MOD 整数値演算命令 除算による余り（32 ビットダブル整数） 
NEGD NEGD 変換 倍長整数（32 ビット）の 2 の補数  
NEGI NEGI 変換 2 の補数整数（16 ビット） 
NEGR NEGR 変換 浮動小数点数（32 ビット、IEEE 754）の否定  
NOP 0 NOP 0 アキュムレータ Null 命令  
NOP 1 NOP 1 アキュムレータ Null 命令  
NOT NOT ビットロジック命令 RLO の否定  
O O ビットロジック命令 OR  
O（ O（ ビットロジック命令 OR/ネストを開く  
OD OD ワード論理命令 ダブルワード（32 ビット）の OR  
ON ON ビットロジック命令 OR NOT 
ON（ ON（ ビットロジック命令 OR NOT/ネストを開く 
OPN AUF DB 呼び出し データブロックを開く  
OW OW ワード論理命令 OR ワード（16 ビット） 
POP POP アキュムレータ ACCU が 2 つの CPU  
POP POP アキュムレータ ACCU が 4 つの CPU  
PUSH PUSH アキュムレータ ACCU が 2 つの CPU  
PUSH PUSH アキュムレータ ACCU が 4 つの CPU  
R R ビットロジック命令 リセット  
R  R  カウンタ カウンタをリセット（カレントカウンタ値は 0 から 255 まで有効、

たとえば R C 15） 
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英語の 
プログラム 
表記法 

ドイツ語の 
プログラム 
表記法 

プログラムエレメント

カタログ 
説明 

R R  タイマ タイマをリセット（カレントタイマ値は 0 から 255 まで有効、た

とえば R T 32） 
RLD RLD シフト/循環 左回転ダブルワード（32 ビット） 
RLDA RLDA シフト/循環 CC 1 を介して ACCU 1 を左回転（32 ビット） 
RND RND 変換 丸め  
RND- RND- 変換 下位ダブル整数へ丸め  
RND+ RND+ 変換 上位ダブル整数へ丸め  
RRD RRD シフト/循環 ダブルワード（32 ビット）の右回転  
RRDA RRDA シフト/循環 CC 1 を介して右回転 ACCU 1（32 ビット） 
S S ビットロジック命令 セット  
S  S  カウンタ カウンタ事前設定値をセット（カレントカウンタ値は 0 から 255

まで有効、たとえば S C 15） 
SAVE SAVE ビットロジック命令 RLO を BR レジスタに保存  
SD SE タイマ オンディレイタイマ  
SE SV タイマ 拡張パルスタイマ  
SET SET ビットロジック命令 セット  
SF SA タイマ オフディレイタイマ  
SIN SIN 浮動小数点命令 角度のサインを浮動小数点数（32 ビット）で生成  
SLD SLD シフト/循環 ダブルワード（32 ビット）の左シフト  
SLW SLW シフト/循環 ワード（16 ビット）の左シフト  
SP SI タイマ パルスタイマ  
SQR SQR 浮動小数点命令 浮動小数点数の 2 乗を生成（32 ビット） 
SQRT SQRT 浮動小数点命令 浮動小数点数（32 ビット）の平方根を生成  
SRD SRD シフト/循環 ダブルワード（32 ビット）の右シフト  
SRW SRW シフト/循環 ワード（16 ビット）の右シフト  
SS SS タイマ 保持型オンディレイタイマ  
SSD SSD シフト/循環 符号シフトダブル整数（32 ビット） 
SSI SSI シフト/循環 符号付き整数（16 ビット）のシフト  
T T ロード/転送 転送  
T  STW  T  STW  ロード/転送 ACCU 1 をステータスワードへ転送  
TAK TAK アキュムレータ ACCU 1 と ACCU 2 のトグル  
TAN TAN 浮動小数点命令 角度のタンジェントを生成（32 ビット浮動小数点数） 
TAR1 TAR1  ロード/転送 アドレスレジスタ 1 を ACCU 1 へ転送  
TAR1 TAR1 ロード/転送 アドレスレジスタ 1 を宛先（32 ビットポインタ）へ転送  
TAR1  TAR1 ロード/転送 アドレスレジスタ 1 をアドレスレジスタ 2 へ転送  
TAR2 TAR2  ロード/転送 アドレスレジスタ 2 を ACCU 1 へ転送  
TAR2 TAR2 ロード/転送 アドレスレジスタ 2 を宛先（32 ビットポインタ）へ転送  
TRUNC TRUNC 変換 切り捨て  
UC UC プログラムコントロール 条件なし呼び出し  
X X ビットロジック命令 排他的 OR  
X（ X（ ビットロジック命令 排他的 OR/ネストを開く  
XN XN ビットロジック命令 排他的 OR NOT 
XN（ XN（ ビットロジック命令 排他的 OR NOT/ネストを開く  
XOD XOD ワード論理命令 排他的 OR ダブルワード（32 ビット） 
XOW XOW ワード論理命令 ワード（16 ビット）の排他的 OR  
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B プログラミング例 

B.1 プログラミングの概要例 

実際の応用例 

各ステートメントリスト命令は、特定の操作をトリガします。これらの命令を結合して１つのプログ

ラムにすると、各種のオートメーションタスクを実行できます。この章では、以下のようなステート

メントリスト命令の適用例を紹介しています。 

• ビット論理命令によるコンベアベルトのコントロール 

• ビットロジック命令を使用した搬送機ベルトの走行方向の検知 

• タイマ命令を使用したクロックパルスの生成 

• カウンタ命令と比較命令を使用した格納庫の管理 

• 整数演算命令による問題の解決 

• オーブンの加熱時間の設定 

使用する命令 

略号 プログラムエレメントカタログ 説明 

AW ワード論理命令 ワードの論理積（AND WORD） 

OW ワード論理命令 ワードの論理和（OR WORD）  

CD、CU カウンタ カウントアップ、カウントダウン 

S、R ビット論理命令 設定、リセット  

NOT ビット論理命令 RLO の否定  

FP ビット論理命令 立ち上がりパルス 

+I 浮動小数点命令 アキュムレータ１とアキュムレータ２加算（整数）

/I 浮動小数点命令 アキュムレータ 2 をアキュムレータ 1 で除算（整数）

*I 浮動小数点命令 アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の乗算（整数）

>=I、<=I 比較 整数の比較  

A、AN ビット論理命令 AND、AND NOT  

O、ON ビット論理命令 OR、OR NOT  

= ビット論理命令 割り付け  

INC アキュムレータ アキュムレータ 1 をインクリメント  

BE、BEC プログラムコントロール ブロック終了、およびと条件付きブロック終了  

L、T ロード/転送 ロードと転送  

SE  タイマ 拡張パルスタイマ  
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B.2 例: ビットロジック命令 

例 1: 搬送機ベルトの制御 

以下の図に、電動式搬送機ベルトを示します。ベルトの始点には、START 用 S1 ボタンと STOP 用

S2 ボタンの 2 つの押しボタンがあります。ベルトの終点には、START 用 S3 スイッチと STOP 用 S4
スイッチの 2 つの押しボタンスイッチもあります。どちらの端からでもベルトを起動または停止でき

ます。また、ベルト上の物体が終点に達すると、センサ S5 がこれを感知し、ベルトを停止させます。 

MOTOR_ON

S1
S2

O Start
O Stop

S3
S4

O Start
O Stop

Sensor S5

 

絶対プログラミングとシンボルプログラミング 

コンベアベルトをコントロールするプログラムを記述するには、コンベアシステムの各種コンポーネ

ントを表す絶対値またはシンボルを使用します。 

シンボルテーブルを 1 つ作成して、選択したシンボルと絶対値を対応させる必要があります。STEP 7
オンラインヘルプを参照してください。 

 
システムコンポーネント 絶対アドレス シンボル シンボルテーブル 

START ボタン I 1.1 S1 I 1.1    S1 

STOP ボタン I 1.2 S2 I 1.2    S2 

START ボタン I 1.3 S3 I 1.3    S3 

STOP ボタン I 1.4 S4 I 1.4    S4 

センサ I 1.5 S5 I 1.5    S5 

Motor Q 4.0 MOTOR_ON Q 4.0    MOTOR_ON 
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絶対アドレスを使ったプログラム シンボルを使ったプログラム 

O I 1.1 
O I 1.3 
S Q 4.0 
O I 1.2 
O I 1.4 
ON I 1.5 
R Q 4.0 

O S1 
O S3 
S MOTOR_ON 
O S2 
O S4 
ON S5 
R MOTOR_ON 

搬送機ベルトを制御するステートメントリスト 
 
STL 説明 
O I 1.1 //どちらかの START スイッチを押すと、モータがオンになります。 
O I 1.3  
S Q 4.0  
O I 1.2 //どちらかの STOP スイッチを押すか、ベルト終端の b 接点を開くと、 

//モータがオフになります。 
O I 1.4  
ON I 1.5  
R Q 4.0  

 

例 2: 搬送機ベルトの走行方向の検知 

以下の図に、光電スイッチを 2 個（PEB1 と PEB2）を装備した搬送機ベルトを示します。この 2 個の

光電スイッチは、ベルト上のパッケージの移動方向を検知できます。各光電スイッチは、a 接点と同じ

ように機能します。 

 

PEB1PEB2 Q 4.1Q 4.0
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絶対プログラミングとシンボルプログラミング 
コンベアベルトシステムの方向表示を有効にするプログラムを記述するには、コンベアシステムの各

種コンポーネントを表す絶対値またはシンボルを使用します。 

シンボルテーブルを 1 つ作成して、選択したシンボルと絶対値を対応させる必要があります。STEP 7
オンラインヘルプを参照してください。 
 
システムコンポーネント 絶対アドレス シンボル シンボルテーブル 

光電スイッチ 1 I 0.0 PEB1 I 0.0     PEB1 

光電スイッチ 2 I 0.1 PEB2 I 0.1     PEB2 

右移動の表示 Q 4.0 RIGHT Q 4.0    RIGHT 

左移動の表示 Q 4.1 LEFT Q 4.1    LEFT 

パルスメモリビット 1 M 0.0 PMB1 M 0.0    PMB1 

パルスメモリビット 2 M 0.1 PMB2 M 0.1    PMB2 
 
絶対アドレスを使ったプログラム シンボルを使ったプログラム 
A I 0.0 
FP M 0.0 
AN I 0.1 
S Q 4.1 
A I 0.1 
FP M 0.1 
AN I 0.0 
S Q 4.0 
AN I 0.0 
AN I 0.1 
R Q 4.0 
R Q 4.1 

A PEB1 
FP PMB1 
AN PEB 2 
S LEFT 
A PEB 2 
FP PMB 2 
AN PEB 1 
S RIGHT 
AN PEB 1 
AN PEB 2 
R RIGHT 
R LEFT 

ステートメントリスト 
 
STL  説明 
A I 0.0 //入力 I 0.0 で信号状態が 0 から 1 に遷移し（信号立ち上がり）、同時に、 

//入力 I 0.1 の信号状態が 0 になっている場合、 
//ベルト上のパッケージは左方向へ移動しています。 

FP M 0.0  
AN I 0.1  
S Q 4.1  
A I 0.1 //入力 I 0.1 で信号状態が 0 から 1 に遷移し（信号立ち上がり）、同時に、 

//入力 I 0.0 の信号状態が 0 になっている場合、 
//ベルト上のパッケージは右方向へ移動しています。一方の光電スイッチをパッケージが通過すると、 
//2 個の光電スイッチの間にパッケージがあることがわかります。 

FP M 0.1  
AN I 0.0  
S Q 4.0  
AN I 0.0 //どちらの光電スイッチもパッケージが通過しないと、 

//2 個の光電スイッチの間にパッケージがないことがわかります。この場合、走行方向は表示されません。

AN I 0.1  
R Q 4.0  
R Q 4.1  
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B.3 例: タイマ命令 

クロックパルスジェネレータ 

周期反復信号の生成が必要な場合、クロックパルスジェネレータまたはフラッシャ信号を使用できま

す。これは、表示ランプの点滅を制御する信号システムによく使用されています。 

S7-300 を使用する場合、特殊なオーガニゼーションブロックでタイムドリブン処理を使用すれば、ク

ロックパルスジェネレータファンクションを実行できます。ただし、以下のステートメントリストに

示されている例で、タイマファンクションを使用してクロックパルスを生成する方法について説明し

ます。このサンプルプログラムで、タイマによるフリーホイーリングクロックパルスジェネレータの

実現方法について説明します。 

クロックパルスを生成するステートメントリスト（パルスデューティファクタ 1:1） 
STL 説明 
AN  T1 //タイマ T 1 が満了した場合、 
L   S5T#250ms //時間値 250 ms を T 1 にロードする。および  
SV  T1 //T 1 を拡張パルスタイマとして起動する。 
NOT //論理演算の結果を否定（反転）する。 
BEB //タイマが実行されている場合、現在のブロックを終了する。 
L   MB100 //タイマが満了している場合、メモリバイト MB100 の内容をロードする。 
INC 1 //内容を 1 だけ増加し、 
T   MB100 //その結果をメモリバイト MB100 にロードする。 

信号チェック 

タイマ T の信号チェックにより、以下の論理演算結果（RLO）が生成されます。 

0

1

250 ms

 
タイマは満了すると直ちに再起動します。このため、ステートメント AN T1 で実行された信号チェッ

クにより、ほんの少しの間、信号状態 1 が生成されます。 

否定（反転）RLO: 

0

1

250 ms

 
RLO ビットは、250ms ごとに 0 になります。その場合、BEC ステートメントは、ブロックの処理を

終了しません。代わりに、メモリバイト MB100 の内容が 1 増加します。 

メモリバイト MB100 の内容は、250 ms ごとに以下のように変わります。 

0 -> 1  -> 2  -> 3   -> ...  -> 254  -> 255  -> 0  -> 1 ... 
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特定周波数への到達 

メモリバイト MB100 の個々のビットから、以下の周波数に到達できます。 

 
MB100 のビット 周波数（Hz） パルス幅 

M 100.0 2.0 0.5 s （250 ms オン/ 250 ms オフ） 

M 100.1 1.0 1 s （0.5 s オン/ 0.5 s オフ） 

M 100.2 0.5 2 s （1 s オン/ 1 s オフ） 

M 100.3 0.25 4 s （2 s オン/ 2 s オフ） 

M 100.4 0.125 8 s （4 s オン/ 4 s オフ） 

M 100.5 0.0625 16 s （8 s オン/ 8 s オフ） 

M 100.6 0.03125 32 s （16 s オン/ 16 s オフ） 

M 100.7 0.015625 64 s （32 s オン/ 32 s オフ） 

ステートメントリスト 
 
STL  説明 
A M10.0 //故障が発生すると、M 10.0 = 1 になる。故障が発生すると、故障表示ランプが周波数 1Hz 

//で点滅する。 
A M100.1  
= Q 4.0  

 

メモリ MB 101 の各ビットの信号状態 
 
スキャン

サイクル 
ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 時間値 

（単位: ms）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 250 
1 0 0 0 0 0 0 0 1 250 
2 0 0 0 0 0 0 1 0 250 
3 0 0 0 0 0 0 1 1 250 
4 0 0 0 0 0 1 0 0 250 
5 0 0 0 0 0 1 0 1 250 
6 0 0 0 0 0 1 1 0 250 
7 0 0 0 0 0 1 1 1 250 
8 0 0 0 0 1 0 0 0 250 
9 0 0 0 0 1 0 0 1 250 
10 0 0 0 0 1 0 1 0 250 
11 0 0 0 0 1 0 1 1 250 
12 0 0 0 0 1 1 0 0 250 
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MB 101（M 101.1）のビット 1 の信号状態 

周波数= 1/T = 1/1 s = 1 Hz 

M 101.1

250 ms   0.5 s   0.75 s   1 s   1.25 s   1.5 s

T

Time
0
1

0
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B.4 例: カウンタ命令と比較命令 

カウンタ命令と比較命令を使用した格納庫の管理 

以下の図に、搬送機ベルトを 2 つ装備し、この 2 つのベルトの間にテンポラリ格納庫を装備したシス

テムを示します。搬送機ベルト 1 は、パッケージを格納庫まで配送します。搬送機ベルト 1 の末端、

格納庫側にある光電スイッチにより、格納庫に搬入された荷物の数が確定されます。搬送機ベルト 2
は、パッケージをこのテンポラリ格納庫から積載ドックへ搬送します。パッケージは、この積載ドッ

クからトラックで発送され、顧客に配送されます。搬送機ベルト 2 の末端、格納庫側にある光電スイッ

チにより、格納庫から積載ドックへ搬出された荷物の数が確定されます。テンポラリ格納庫の格納率

は、表示パネルの 5 つのランプで示されます。 

Display Panel

Storage area
empty

(Q 12.0)

Storage area
not empty

(Q 12.1)

Storage area
 50% full

(Q 15.2)

Storage area
90% full

(Q 15.3)

Storage area
Filled to capacity

(Q 15.4)

Temporary
storage area

for 100
packages

Packages in Packages out

Conveyor belt 2Conveyor belt 1

Photoelectric barrier 1 Photoelectric barrier 2

I 12.0 I 12.1
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表示パネルの表示ランプ点灯のステートメントリスト 
 
STL  説明 
A I 0.0 //光源スイッチ 1 でパルスが生成されるたびに、 
CU C1 //カウンタ C1 のカウント値が 1 だけ増加する。これにより、 

//格納庫に搬入されたパッケージの数がカウントされる。 
  // 
A I 0.1 //光源スイッチ 2 でパルスが生成されるたびに、 
CD C1 //カウンタ C1 のカウント値が 1 だけ増加する。これにより、 

//格納庫から搬出されたパッケージの数がカウントされる。 
  // 
AN C1 //カウント値が 0 の場合、 
= Q 4.0 //"格納率 0%"に対応するインジケータランプが点灯する。 
  // 
A C1 //カウント値が 0 でない場合、 
= A 4.1 //"格納率が 0%でない"に対応するインジケータランプが点灯する。 
  // 
L 50  
L C1  
<=I  //カウント値が 50 以上の場合、 
= Q 4.2 //"格納率 50%"に対応するインジケータランプが点灯する。 
  // 
L 90  
>=I  //カウント値が 90 以上の場合、 
= Q 4.3 //"格納率 90%"に対応するインジケータランプが点灯する。 
  // 
L Z1  
L 100  
>=I  //カウント値が 100 以上の場合、 
= Q 4.4 //"格納率 100%"に対応するインジケータランプが点灯する。（出力 Q 4.4 を使って、 

//搬送機ベルト 1 を停止させることもできます） 
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B.5 例: 整数値演算命令 

演算問題の解決 

このサンプルプログラムでは、3 つの整数値演算命令を使用して、以下の方程式と同じ結果を求める方

法を示します。 

MD4 =（（IW0 + DBW3）x 15）/ MW2 

ステートメントリスト 
 
STL  説明 
L EW0 //入力ワード IW0 の値をアキュムレータ 1 ヘロードする。 
L DB5.DBW3 //DB5 の共有データワード DBW3 をアキュムレータ 1 にロードする。 

//アキュムレータ 1 の元の内容は、アキュムレータ 2 にシフトされる。 
+I I 0.1 //アキュムレータ 1 とアキュムレータ 2 の下位ワードの内容を加算する。この結果は、 

//アキュムレータ 1 の下位ワードに保存されます。アキュムレータ 1 の上位ワードと 
//アキュムレータ 2 の内容は変更されない。 

L +15 //定数値+15 をアキュムレータ 1 にロードする。//アキュムレータ 1 の 
//元の内容は、アキュムレータ 2 にシフトされる。 

*I  //アキュムレータ 2 の下位ワードの内容を、アキュムレータ 1 の 
//下位ワードの内容で乗算する。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。 
//アキュムレータ 2 の内容は変化しない。 

L MW2 //メモリワード MW2 の値をアキュムレータ 1 へロードする。 
//アキュムレータ 1 の元の内容は、アキュムレータ 2 にシフトされる。 

/I  //アキュムレータ 2 の下位ワードの内容を、アキュムレータ 1 の 
//下位ワードの内容で除算する。この結果は、アキュムレータ 1 に保存されます。 
//アキュムレータ 2 の内容は変化しない。 

T MD4 //最終結果をメモリダブルワード MD4 へ転送する。両方のアキュムレータの内容は、 
//変更されずに残ります。 
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B.6 例: ワードロジック命令 

オーブンの加熱 

オペレータが START 押しボタンを押すと、オーブンは加熱を開始します。オペレータは、図に示され

ているサムホールスイッチを使用すれば、加熱時間を設定できます。設定した値は、2 進化 10 進数

（BCD）フォーマットの秒数で示されます。 

Thumbwheels for setting BCD digits

Oven

1 0 0 1 0 0 0 1X X X X 0 0 0 1

Heat
Q 4.0

IW0

4 4 4

Start push button I 0.7

7....

IB1IB0 Bytes

Bits7......0 ...0

 
 

システムコンポーネント 絶対アドレス  

START 押しボタン I 0.7 

1 の位のサムロータリースイッチ I 1.0 ～ I 1.3 

10 の位のサムロータリースイッチ I 1.4 ～ I 1.7 

100 の位のサムロータリースイッチ I 0.0 ～ I 0.3 

加熱開始 Q 4.0 

ステートメントリスト 
 
STL  説明 
A T1 //タイマが実行されている場合、 
= Q 4.0 //加熱をオンにする。 
BEC  //タイマが実行されている場合、ここで加熱処理を終了する。この結果、この押しボタンを押しても、

//タイマ T1 を再起動できなくなる。 
L IW0  
AW W#16#0FFF //I 0.4～I 0.7 の入力ビットをマスクする（つまり、これらのビットを 0 にリセットする）。 

//秒単位のタイマ値は、BCD 表記でアキュムレータ 1 の 
//下位ワードに入っています。 

OW W#16#2000 //アキュムレータ 1 の下位ワードのビット 12 と 13 に、秒単位のタイムベースを割り当てます。 
A I 0.7  
SE  T1 //この押しボタンを押すと、タイマ T1 が拡張パルスタイマとして起動する。 
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C パラメータ転送 

ブロックのパラメータは、値として転送されます。ファンクションブロックでは、呼び出されたブロッ

クで、インスタンスデータブロックの実パラメータ値が使用されます。ファンクションでは、現在値

のコピーがローカルデータスタックに格納されます。ポインタはコピーされません。呼び出し前、入

力値がインスタンス DB または L スタックにコピーされます。呼び出し後、出力値が変数にコピーさ

れます。呼び出されたブロック内では、コピー操作しか実行できません。この操作に必要な STL 命令

は、呼び出し側ブロック内にあるため、ユーザーから隠されていることに変わりはありません。 

 
 注記 

メモリビット、入力、出力、または周辺 I/O は、ファンクションの実アドレスとして使用される場合、

他のアドレスと異なる方法で処理されます。ここでは、更新は、直接実行されるため、L スタックは

使用されません。 

 

 

! 注意 
呼び出される側のブロックをプログラミングする場合には、出力として宣言されたパラメータも作成されている

ことを確認してください。このパラメータが作成されていないと、出力値はランダムになります! ファンクショ

ンブロックでは、値は、最後の呼び出しで示されたインスタンス DB の値となり、ファンクションでは、その時

点で L スタックに格納されていた値になります。 
以下の点を注意してください。 
• 可能なら出力パラメータをすべて初期化します。 
• SetおよびResetの各命令を使用しないでください。こうした命令は、RLOによって違ってきます。RLOの

値が0の場合、ランダムな値が保持されます。 
• ブロック内でジャンプする場合、出力パラメータが作成された位置をスキップしないでください。BEC、お

よびMCR命令の結果を忘れないでください。 
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